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はじめに

　日本語の言語資料を時代別に見渡すと、本文批評の歴史があり、索引化の行き届いた古い時代

と、機械可読データの多い現代語とのはざまで、近世・近代語の研究資料は乏しく、国語史を研

究する上で、大きな欠陥となっている。近年国文学研究資料館において、岩波書店の日本古典文

学大系の機械可読化が進められていると聞くが、それも近世までであって、明治大正期の、しか

も文学以外の言語資料については、索引も機械可読データもあまり存在しない。その穴を埋める

べく、総合雑誌『太陽』の機械可読化と索引化を実施したい。索引化の方は、国立国語研究所国

語辞典編集室の業務として1988年から進めているので、ここではコーパス作りをめざす。

1．資料の性格

　『太陽』は1895（明治28）年から1928（昭和3）年まで33年間にわたって博文館から刊行

された月刊の総合雑誌である。出版マスプロの先駆といわれる博文館が、当時刊行中だった五種

の雑誌（それぞれ評論・商業・農業・法律・婦女の専門誌）をことごとく廃刊し、『太陽』一本

にまとめたもので、廃刊され統合された雑誌の中には発行部数が数十万を数えるものもあったと

いう。それだけに『太陽』は質量ともに卓越したものであり、内容が広範囲にわたるのみならず、

各方面に一流の執筆陣を揃えていた。したがってこれを機械可読化することは、単に国語史の研

究だけでなく、社会経済史、政治外交史、自然科学史などの研究にも貢献するところが大きいと

思われる。
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2　コーパスの概要

2．1　本文不採択部分

　次のものは日本語研究資料として役に立たないと思われるので除外する。

（1）英文

（2）漢詩・漢文

（3）広告

ただし、漢詩・漢文の中でも、和文中に引用されたものや、狂詩（漢詩の作法に従いながら、俗

語を交えて時事を風刺したもの）は除外しなかった。また、広告は国語辞典編集室における用例

採集の対象になっているので、本来はコーパスに加えるべきものであるが、毎号同じものが掲載

されたりするので、整理選択が必要である。したがって当面除外する。

2．2　入カフォーマット

入力本文の表記や割付けは、なるべく原典に忠実な形にし、1行1レコードとする。各ページ

の先頭に、☆印を先頭にして資料名・刊行年月・ページを示す出典番号を入れる。ページが何段

かに分かれている場合には、変わり目ごとに「＠A」「＠B」「＠C」・・が入る。「原典に忠実」

といっても、機械処理上の制約でそれができない場合、それによって不都合が生じる場合、また

は非常にコスト高になる場合には、以下に述べるように変更を加える。

（1）振り仮名

当面は入力しない。ただし必要は感じているので、低コストで入力する方法を検討している。

（2）字下げ・引用

パラグラフの先頭や項目列記以外で行頭字下げがある場合には、全体を行頭に移動する。でな

いと、語句の途中に空白が割り込むことになるからである。ただし、字下りt’1こよって会話文を示

す場合には《》で括り、他文献からの引用を示す場合には、初めと終りに◇印を付す。

（3）強制改行と自然改行との区別

　原資料と同じ割寸けで入力する場合、行末における自然改行にも改行記号が入るので、見出し

や項目列挙など、行末に至らずに強制的に改行する場合には、それと区別するための措置が必要
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である。『国定読本用語総覧』（国立国語研究所編）a．編集のため国定読本を入力する際に、強

制改行の場合には、改行記号の前に空白を2個挿入したので、今回もそれにならう方針であった

が、実際はあまり守られていない。今後修正する必要があろう。

（4）図表・挿絵

　図表・挿絵中の語句も用例として採集する可能性があるので、入力はするが、本文中に割り込

ませると文章の流れを妨げることになるので、本文中には入れず、各号の末尾にまとめておき、

それぞれの出典番号中のページ番号に500を加える。

（5）表記

　表記はなるべく原文に忠実にする方針であるが、漢字はもとより、仮名についても、JIS外

字となるものがある（主として外来語表記）。漢字については第3章に詳説したが、仮名につい

ては別稿にゆずる。

2．3　テキスト・フォーマット

入力本文の各行をすべて次の形に変換する。

〈出典番号〉　〈段記号〉　〈行番号〉，体文文字列

　どういう形の本文が使いやすい剖ま用途によって異なるので、一概にはいえない。入力本文を

この形式に変換したのは、索引に文脈を付加してKWICにするために好都合だからである。た

だし、この形のものがつねに働・勝手がよいとは限らない。量がふえるのは別としても、各行の

先頭に必ず出典番号等が入ることによって、既製のソフトでは行をまたぐ文字列検索ができなく

なるという不都合が生じる。元の形式でも行末に改行コードが入るので、ソフトによっては同じ

結果になるが、改行だけならば無視しうる検索ソフトもある。検索の便という観点からすれば、

1センテンス1レコードという形式が望ましいと思うが、句点などで機械的に区切れない部分も

少なからずあり、実現には手間がかかるので、実行しなかった。
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3．外字処理

3．1　コーパス作成と漢字処理

　コーパス作成の実務的な作業では、原資料を機械可読の規格に納めるための方法論が要請され

る。原資料が近代以前の文献の場合、第一に突き当たるのは、表記法の問題、なかでも漢字の処

理に関することである。

　『太陽』が刊行された1895年から・1928年までは、日本語の近代化の流れの中で、複雑な歴史

的事情を受け継ぐ漢字にどのように対処するかについて、さまざまな意見を取り込みながら、漢

字削減と字体整理に向かっていく時期であった。また、『太陽』は総合雑誌という性格から、豊

かなジャンルの文章、多様な執筆者を含み持ち、漢字の用法にもいくつかの層が認められる。

　こうした性格をもっ『太陽』の漢字は、コーパス作成にあたって、相応の処理を要求する。J

IS規格による機械可読化のためには、豊富に見られるJIS外の漢字をどのように扱うかが問

題になる。時期的・内容的に興味深い位置にある文字資料としても使用に耐えるような質を保ち

ながら、コーパスとしての利便性を追求しようとすれば、外字処理の方法論は、いっそう重みを

増すであろう。

3．2　JIS外漢字の処理の方法

3．2．1　『太陽』の漢字とJIS漢字

　『太陽』の漢字をJIS規格に納めるためには、JISにない漢字をどのように入力するかが

問われることになるが、この問いには、二つの側面がある。それは、

　1　「JISにない」という判断をどのように下すカ㌔

　2　「JISにない」と判断された漢字を、どのように入力し管理するカ㌔

の二つである。以下、この二面について、それぞれ検討を加えていくことにする。

3．2．2　「JlSにない」という判断

　一口に「JISにない」漢字といってもその指し示すところは、曖昧である。これは、『太陽』

の漢字とJIS漢字との間で、時に同定力灘しい場合があることによる。JISは、文字の一覧

表を示すのみであって、各文字には注記がないため、文字の同定に困難をきたす場合があること
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は、しばしば指摘されている通りである。したがって、『太陽』の漢字にJISの漢字をあてて

いくには、一定の基準を定めておく必要がある。そこで、ひとまず次のような作業原則を立て、

入力作業を進めることにした。

1
2

JISに字体が→致する漢字がある場合は、その漢字を入力する。

JISに字体が一致する漢字がない場合は、音訓・意味などを考慮して次のよう

に処理する。

①　対応する漢字がJISにあると判断された場合は、対応する漢字に置き換える。そ

　　の際、記号〈〉で囲んで入力する。

②対応する漢字もJISにない場合は、＝を入力する。

　1にいう、「字体が一致する」漢字とは、字形が一噺するものだけでなく、字形に小異があっ

ても同値の文字とみなせるものを含んだものである。「同値の文字」とは、いわゆる字体のゆれ

として許容される範囲のもので、例えば、次のような文字である。

　　a羽・bM　　a青・b青　　a神・b棘　　a教・b教

これらは、『太陽』にはbの形でばかり用いられるが、現行JISのaに同定が可能であるので、

「字体が一致する」漢字と扱った。

　2にいう「対応する漢字」とは、字体は異なっていても、音訓・意味などの点で通い合うもの

で、異体関係にあるものや、通字・誤字などが含まれる。①は、字体から見ればJISにない漢

字ということになるが、音訓・意味などを勘案するとJISにある漢字と対応すると考えられる。

ただし、対応のあり方は漢字によってさまざまで、何をもって「対応」と認める掴ま、用法の調

査が必要である。②は、JISには対応する漢字も見出されないもので、JISにない漢字の典

型をなすものである。

　このようにして入力作業を進めた結果、1901年分12冊全体で、異なり字数にして、1は5140

字、2①が155字、2②が497字となった。以上をまとめると、【表1】のようになる。JI

Sから外れる漢字が1割を越え、その多さが見て取れる。

【表1】　　JIS漢字との関係

漢字の種類 入力方法 異なり字数 比率
1 JISにある漢字 JIS漢字を入力する 5140字 88．7％

2

①

JISにない漢字だが、

対応する漢字がJIS
にある漢字

JIS漢字を入力し、

〈〉で囲む
155字 2．7％

② JISにない漢字 ＝を入力する 497字 ＆6％

この分類にしたがって、2①と2②の漢字を一覧にしたものを、【別表1】（p．43－p．51）、【別
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表2】（p．52・yp．79）に示した。以下の考察は、この二つの男1俵を参照しながら進めることにし

たい。

3．2．3　JlS外漢字の入力と管理

　上記のような第一段階の入力作業の結果、JISにない漢字は、対応するJISの漢字に置き

換えて〈〉で囲んで入力するか、＝を入力するかによって、処理が果たされた。しかし、この方

法には、次のような問題が残る。

1．〈〉が入ることによって、本文の字数が増え、レイアウトのバランスをくずし、

　　見にくくなる。

2．置き換えた漢字には〈〉が付されるために、文字列検索において不便をきたす6

3．＝だけでは、文字の同定ができない。

　1や2のようなコーパス利用上の不都合を回避するには、〈〉を取り去るのがよい。しかし、

資料性を重視する立場に立てば、字体の異なる文字は区別したいところである。また、3につい

ては、＝の部分に具体的にどのような漢字が入るのかを、何らかの方法で示す工夫がほしい。こ

ういった、入力・管理の方法を、詳しく定めることが必要である。
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3．3　JlSの漢字に置き換えたもの

3．3．1字体の種類

上記2①（【別表1】）に属する、JISの漢字に置き換えた155字に関して、『太陽』では、

一
種の字体に限られる場合と、複数種の字体が使われている場合とがある。その状況は、次の通

りである。

1　『太陽』で、一種の字体に限られるもの

　　　　（外字一種のみに限られ、JIS漢字は使われないもの）

20字　　12．9％

2　『太劇で、複数種の字体が使われるもの　　　　　　　　　　　135字　　87．1％

　　　①外字一種とJIS漢字が使われるもの　112×　1　112字

　　　②外字二種とJIS漢字が使われるもの　　10×2　20字

　　　③外字三種とJIS漢字が使われるもの　　1×　3　　3字

　ここから、JISに対応する漢字がある場合、JISに採られた字体とそれ以外の字体とを併

用している場合が多いことがわかる。この時代、この資料における、字体の変異の豊富さを示す

データである。

3．3．2　外字のみ用いられる漢字

　〈〉で囲んでJISの漢字に置き換えたもののうち、次の20字は、外字が使われるばかりで、

JISの漢宅ま使われることがない。括弧内は、【男1俵1】での漢字番嵩

　　く拐〉（aOO9）　〈起〉（aO25）　〈喉〉（aO33）　〈捷〉（aO49）　〈刃〉（aO51）

　　〈斌〉（aO73）〈偬〉（aO93）〈勿〉（aO94）　〈匪〉（aO95）〈吻〉（aO98）

　　〈岳〉（aO99）〈玄〉（alOl）〈惧〉（alO3）　〈愁〉（a105）〈杞〉（al15）

　　〈痛〉（al24）〈見〉（a126）〈綱〉（al33）　〈籟〉（a148）〈組〉（a150）

これらを、JIS漢字と同値であると考えて〈〉を付さない立場もあるが、例えば、「起」「杞」・

「痛」の秀の「己」・「月」は、「紀」「記」・「間」などでは、『太陽』で字体の変異がある。

これら20字についても、たまたま今回の範囲である1901年分には変異がなかったが、今後他

の年次の資料に対象を広げれば、異なる字体が現れる可能性があ6と判断して、〈〉を付ける処

理を施した。
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3．3．3　複数種の字体が用いられる漢字

3．3．3．1　字体の使い分け

2の、複数種の字体が使われる135字は、字体の現われ方によって、次のように分けられる。

①字体間に、文字運用上の使い分けが認められるもの。

②字体間に、印刷上の使い分けが認められるもの。

③字体間に、特に働・分けの傾向が認められないもの。

15字　　11．1％

48字　　35．6％

72字　　53．3％

　字体間に使い分けが見て取れるのは半数弱、その多くは印刷上の使い分けで、言語使用のレベ

ルとしての使い分けが見られるのは、一割弱というところである。

　俵2】は、これら三っの種類を、「使い分けの種類1の欄に記入し、整理を加えたものであ

る。以下、この表をもとに、詳しく見ていくことにする。

【表2】　　字体の使い分け

漢字番

号

漢字 JIS漢字

の度数

外字1

の度数

外字2
の度数

外字3
の度数

総度数 使い分けの

　種類

使い分けの

麟
aO30 【荊】 1 54 55 ①文字運用 a　文体
aO46 【爾】 359 13 372 ①文字運用 a　文体
aO50 【深】 686 1 687 ①文字運用 a文体
aO56 【叢】2 76 2 1 79 ①文字運用 a　文体
aO71 【毘】 15 1 16 ①文字運用 a　文体
a114 傍】 21 1 22 ①文字運用 a文体
a119 【測 109 1 110 ①文字運用 a　文体
a145 【廻】 1 3 4 ①文字運用 a文体
aO29 【僅】 645 6 651 ①文字運用 b著者
aO55 【叢】1 76 2 1 79 ①文字運用 b　著者
aO27 【虚】 234 5 239 ①文字運用 c　語

aO52 【是】 4849 1 4850 ①文字運用 c　語

aO62 【泥】 144 2 146 ①文字運用 c　言吾

aO81 【測 225 9 234 ①文字運用 c　語

aO88 【累】 91 8 99 ①文字運用 c　語

aOO1 【淫】 56 1 57 ②印刷
a∞2 【蔭】1 3 90 9 102 ②印刷
aOO3 【蔭】 3 90 9 102 ②印刷
aOO4 【怨】 3 58 61 ②印刷
aOO7 【焔】3 16 47 7 3 73 ②印刷
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aOO8 【苑】 20 1 21 ②印刷
aO10 【改】 1467 327 1794 ②印刷
aO11 【害】 1338 3 1441 ②印刷
aO12 【感】 104 1136 1240 ②印刷
aO13 【憾】 26 146 172 ②印刷
aO15 艦】 160 銀

514 ②印刷
aO17 【丸】 86 260 346 ②印刷
aO19 【忌】 106 2 108 ②印刷
aO21 【紀】1 1 123 519 643 ②印刷
aO22 【紀】2 1 123 519 ㈱ ②印刷
aO23 【記】1 1265 271 7 1543 ②印刷
aO24 【記】2 1265 271 7 1543 ②印刷
aO34 【巷】 10 1 11 ②印刷
aO35 【慌】 9 83 92 ②印刷
aO37 【港】 434 174 608 ②印刷
aO38 【荒】 155 20 175 ②印刷
aO42 【査】 561 240 801 ②印刷

翻
【殺】1 46 455 1 502 ②印刷

aO45 【殺】 46 455 1 502 ②印刷
aO48 【廠】 8 10 18 ②印刷
aO61 【塚】 7 54 61 ②印刷
aO66 【熱】 1 717 718 ②印刷
aO67 【配】

細 43 532 ②印刷
aO68 【曝】 1 39 40 ②印刷
aO69 【妃】1 1 32 30 63 ②印刷
aO70 【妃】2 1 32 30 63 ②印刷
aO72 【弼】 14 1 15 ②印刷
aO75 【並】 254 40 294 ②印刷
aO78 【帽】 34 45 8 87 ②印刷
aO84 【滅】 278 1 279 ②印刷
aO86 【網】 76 6 82 ②印刷
aO87 【良】 1301 115 1416 ②印刷
aO89 【隷】 66 13 79 ②印刷
aO91 【浪】 151 28 179 ②印刷
aO92 【鰐】 1 4 5 ②印刷
a102 【庭】 94 2 96 ②印刷
a108 【罹】 67 21 88 ②印刷
a111 【横】 12 4 16 ②印刷
a117 【活】 5 26 31 ②印刷
a132 【痢】 1 13 14 ②印刷
a135 【胚】 21 1 22 ②印刷
a143 【覧】 239 57 296 ②印刷
a153 【鴉】 1 6 7 ②印刷
aO14 【款】 5 105 110 ③通用 A臨時
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aO16 【間】 4777 4 4781 ③通用 A臨時
aO18 【喜】

棚
1 細 ③通用 A臨時

aO26 【糾】 15 2 17 ③通用 A臨時
aO32 【侯】 688 4 692 ③通用 A臨時
aO36 【拘】 351 4 355 ③通用 A臨時
aO47 【煮】 3 118 121 ③通用 A臨時
aO54 【羨】 1 57 58 ③通用 A臨時
aO57 【其】 18182 7 18189 ③通用 A臨時
aO58 【惰】 81 1 82 ③通用 A臨時
aO59 【帳】 105 2 107 ③通用 A臨時
aO63 【敵】 476 4 ⑭ ③通用 A臨時
aO64 【顛】 86 1 87 ③通用 A臨時
aO65 【軟】 89 1 90 ③通用 A臨時
aO79 【朴】 16 1 17 ③通用 A臨時
翻

【明】 2487 1 2888 ③通用 A臨時
aO85 【摸】 179 6 185 ③通用 A臨時
aO90 【弄】 122 1 123 ③通用 A臨時
a100 【幣】 16 1 17 ③通用 A臨時
a106 【懇】1 38 2 3 43 ③通用 A臨時
a107 【想】 38 2 3 43 ③通用 A臨時
a109 【職】 1425 1 1426 ③通用 A臨時
a110 【倒 10 1 11 ③通用 A臨時
a112 【撹】 13 1 14 ③通用 A臨時
a118 【酒】 50 3 53 ③通用 A臨時
a120 【熈】 1 14 15 ③通用 A臨時
a127 階】 9 1 10 ③通用 A臨時
a134 【翁】 12 1 13 ③通用 A臨時
a139 【葬】 2 10 12 ③通用 A臨時
a144 園 13 1 14 ③通用 A臨時
a149 圃 18 1 19 ③通用 A臨時
a152 【閲】 11 2 13 ③通用 A臨時
aO20 【汽】 244 245 卿 ③通用 B排他
aO31 【減】 50 752 802③通用 B排他
aO74 【弊】 531 16 547 ③通用 B排他
aO77 【帽】1 34 45 8 87 ③通用 B排他
aO82 【夢】 300 11 311 ③通用 B排他
a128 【珊 28 10 38③通用 B排他
a137 【劃 108 461 574③通用 B排他
aOO5 【焔】1 16 47 7 3 73③通用 C等価
aOO6 【焔】 16 47 7 3 73③通用 C等価
aO28 【叫】 92 65 157③通用 C等価
aO40 【穀】1 37 151 10 198③通用 C等価
aO41 【穀】 37 151 10 198③通用 C等価
aO43 【鎖】 93 37 130③通用 C等価
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aO53 【棲】 30 8 38 ③通用 C等価
aO60 【牒】 8 27 35 ③通用 C等価
aO76 【柄】 116 34 150 ③通用 C等価
aO80 【沫】 6 4 10 ③通用 C等価
a104 【葱】 7 7 14 ③通用 C等価
a113 【割 12 9 21 ③通用 C等価
a116 【検】 376 65 441 ③通用 C等価
a122 【垂o 20 7 27 ③通用 C等価
a123 團 1go 孤 1073 ③通用 C等価
a154 【鶏】 94 14 108 ③通用 C等価
a155 團 334 32 366 ③通用 C等価
aO39 【劫】 3 1 4 ③通用 D少数
aO96 【嘲 1 1 2 ③通用 D少数
aO97 【咤】 4 2 6 ③通用 D少数
a121 【側 1 3 4③通用 D少数
a124 【瘤】 2 2 4 ③通用 D少数
a129 【穿】 3 1 4 ③通用 D少数
a130 【宙】1 0 1 1 2③通用 D少数
a131 【宙】 0 1 1 2③通用 D少数
a136 【奥】 4 1 5③通用 D少数
a138 【樹 1 1 2③通用 D少数
a140 【箆】1 0 3 2 5③通用 D少数
a141 【箆】 0 3 2 5③通用 D少数
a142 【寛】 4 1 5③通用 D少数
a146 【劃 6 1 7③通用 D少数
a147 【関】 1 1 2③通用 D少数
a151 【曇】 7 2 9③通用 D少数

注：

1）　「漢字番号」は、【別表1】の「漢字番号1と対応する。具体的な字形は、【別俵1】を参

　照のこと。

2）　「JIS漢字の度数」「外字1の度数」「外字2の度数」「外字3の度数」「総度数」は、

　それぞれの度数を示す。

3）　「使い分けの種類1は、複数種の字体間の関係を、使い分けのあり方によって整理した結果

　を示す。

4）　「使い分けの基準」は、文字運用上の使い分けの場合は、その使い分けの基準を、通用の場

　合は、分布の状況を示す。

3．3．3．2　文字運用上の使い分け

①の、文字運用上の使い分けが認められるものには、a文体位相による区別、　b著者による偏
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り、c語表記による固定、の三つの場合がある。

　a．文体位相による区別

　・〈深〉　（a（渇o）

　：一蘇　　，、≡精’　毘畜揮筆氣く深〉醇。　［落花飛架］　（01・01・05080B18）

　・＜叢＞2　（aO56）

　　　逡く叢〉終日思何事、　［笹川種郎・ガ工広元論］　（01・01・05117BO1）

　・〈毘〉　（aO71）

　　　却愁零落一枝春、好與茶く毘〉三昧火　　［服部携風・梅花樵i潭］　（01－（）1・03097A19）

　　°〈う琴〉　　　（a114）

　　　京景＝浩晧＝荒兄く芳〉方廣撞廓郭肚將奨張皇王　　［久米邦武一国字改良論、中国

　　　古字書からの引用］　（01・01・02016A16）

　　・〈茎黒〉　　　（a119）

　　　悉損干育英。如其邸第。殆上漏下〈黒〉。有人勧改築　［横井忠直・川上大将照相記］

　　　　（01・01・03100B11）

　・〈≡回〉　　　（a145）

　　　夏有全功。山く迎〉鳥道千盤誌天入龍門一蹄通，赫赫皇皇昭祀　［結城蓄堂天平

　　　μ」遊記］　（01・01・12137A19）

上の6字の外字は、いずれも1回ずつ見られるが、すべて漢詩・漢文の部分である。文体位相上、

特殊な漢字であったと考えられるものである。

　外字く荊〉は54回用いられるのに対して、JIS漢字「荊」は1回のみの使用である。その

「荊」は次のように使われる。

　・〈荊〉　（aO30）

　　　依然形勝拒荊裏、　赤壁山前故塁長。　［趙甑」ヒ赤壁］　（01－01・03503ZO2）

これも漢詩の例で、【荊】に関しては、JIS漢字の方が特殊な用字であったようだ。

　「〈爾〉」は、かなりの数の用例が見える。

　◆〈爾〉　　　（aO46）

　　　〈爾〉高しと想ふか、はた高からざるか。［理酪上人・笑天笑池］　（01・01・04102A

　　　11）

　　　此れ我れ家に在てく爾〉を想へばなり。　［理璃上人・笑天笑地］　（01－01・04103B11）

　　　然らば、既にく爾〉に債を還せしなり。［理格上人・笑殺笑倒］　（01・01・14153A19）

　　　〈爾〉倣閻王我倣く爾〉。　［理路上人・笑殺笑倒］　（01・01・14154AO3）

　　　『〈爾〉ぢ這個の＝＝頭』と。　（01・01・08079B15）

外字「〈爾〉」が使われる13回のうち、12回は、第4号の理略上人著『笑天笑地』（小説雑姐）、

または第14号の理路上人著『笑殺笑倒』　（家庭談叢）のいずれかに、現われている。他の1回

は、第8号のコラム記事であるが、いずれも、漢文の通俗小説の類を思わせるような語り口の短

文を集積したような記事で、共通するジャンルに属するものである。
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以上8字は、漢文もしくは、それに深く関わる文体位相での、特有の字体であったと考えられ

る。

　b．著者に偏りの認められる場合

　・〈僅〉　（aO29）

　　〈僅〉に一時を＝縫することの度重なるに及び　［高山樗牛・文明批評家としての文学

　　者］　（01・01・01022B11）

　’漫に獺怠の筆を駆りてく僅〉に結局の責を塞ぐ、　［高山樗牛・文芸時評］　　（01・01・

　　08043BO7）

　　イリアスにはく僅〉に三行の文字ありて　［高山樗牛・文芸時評］（01・01・10035A23）

　　〈僅〉に思念せらるs宇宙の創造主たる大御神をば、［高山樗牛・文芸時評］　（01・01・

　　10036AO9）

　　病少しく衰へて指頭く僅〉に動くや、［高山樗牛文芸時評］　（01・01・12038A19）

　　〈僅〉少なりしとの故を以て、［海外事情］（01・01・12214B17）

「〈僅〉」は、6回あるうち5回までが、高山樗牛を筆者とする部分に出現する。樗牛個人の好

んだ字体であったようである。『太陽』の樗牛著の記事の中では、「僅」の文字を使うことは少

ない（1回のみ）。ただし、12号に見られる「＜僅＞1は、無署名の記事の部分である。

　・＜叢＞1　　　　（aO55）

　　別に五行家堪輿家く叢〉辰家天人家太一家等ありて　［秋月天放牛門随筆］　　（01・

　　01・02145BO8）

　　孔く叢〉子に叉手而退といふ語あり　［秋月天放・牛門随筆］　（01・01・02146A11）

「＜叢＞1」は、2号の秋月天放著の「牛門随筆」に2例現れるのみである。秋月個人の用字か

もしれない。

　「〈僅〉」「＜叢＞1」の2字は、個人の好みが反映した字体の選択かもしれないが、「〈僅

〉」は他の著者による部分にも見られ、「＜叢＞1」は一記事に見られるのみであって、今回の

調査の範囲から、個人に特有の字体だと言い切ることはできず、廊・範囲の調査が必要になるも

のである。

　c．語表記による固定が見られるもの

　・〈泥〉　　（aO62）

　　悪むべきく泥〉坊管業者もあるべし　［岡田朝太郎・法律時評］　（01－01・02036A12）

　　日本に比すれば著しくく泥〉坊の少きことを　［岡田朝太郎・法律時評］　（01・（）1・02039

　　AO1）

「〈泥〉」は、三水が土偏に変わった字体である。「〈泥〉坊」の語の場合にのみ現れる。後の

「坊」字の影響を受けて、同化作用によって土偏が書かれたと考えられる。ただし、2号の岡田

朝太郎著一法律時評の一記事に現れるだけで、14号の名家談叢には、この語を「泥坊」と表記
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した例がある（01・01・14076B10）。「〈泥〉坊」が、広く行われた用字なのか、場当たり的

な用字であるhW、さらに調査が必要である。

　・〈虚〉　（aO27）

屠蘇の酔の寒く成たる巨燵哉く虚〉子（01・01・01160A21）

　てうちんや三月蓋の夜の門　く虚〉子（01・01・05160A13）

掃き寄せし雪に禮者の轍かな虚子（01・01・02160A17）

高浜虚子の名を「〈虚〉子」とする場合が5回ある。「虚子」と書かれる場合も2回あるが、＜

虚〉が、虚子の名にのみ用いられる字体であることは確かである。

゜ 〈是〉　　　（aO52）

　　大院君李く是〉慮　［坪谷水哉・朝鮮王宮］　（01・01・01138B21）

これは、1回のみの使用であるが、李氏朝鮮の人名として、固定した用字である。

・ 〈漫〉　（aO81）

　　嘗て燗く漫〉たる文明の花を開きしに拘らず　［佐藤傳蔵人類と自然］　（01・01・04197

　　BO4）

　　終に百花燗く漫〉の観を呈するに至れる也　［大町桂月・文芸時評］　（01・01・05050B

　　15）

　　實に天眞燗く漫〉として　［日下逸人訳・露国の宮廷］　　（01・01・10115B25）

「〈漫〉」は、三水が火偏に変わった字体だが、9回現れるすべてが「燗く漫〉」という熟語の

例である。号や記事に偏りは見られず、一般的な用字となっていたようである。前の「燗」字に

同化して、「働の三水が火偏に変ったものと考えられる。なお、「燗漫1の語に「漫」を使う

ものは、13号の高山樗牛著の文芸時評の1回のみである。

　　庶幾くは夫れ天眞燗漫の四字乎　［高山樗牛・文芸時評］　　（01・01・13039B21）

゜ 〈累〉　　　（aO88）

　　白沙場のく累〉々たる白骨と　［岸上質軒訳・あはれ支那人］　（01・01・01151A21）

　　石塔一ト、〈累〉々として相並べり。　　［大町桂月・堺事件の義士を吊す］　　（01・01・

　　12108B15）

「〈累〉」は、「田」を三つ重ねる字体である。「累々」という熟語に集中し、その状況は次の

通りである。

　　　　　　　　　　　累　　く累〉

　　　　　累々　　　　3　　　5

　　　　　他の語　　89　　　2　　　　　（数字は使用回数）

「累穐「係累」「累（かさ）なる」など、この漢字を含む語には色々あるが、上のように、「累々」

という畳語になると、「〈累〉」が選択される傾向が顕著である。『日本国語大辞典』でも、「る
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いるい」の見出しには、「累々」に加えて「〈累〉々」の表記も掲出しており、この語の表記に

は歴史的に「〈累〉」が定着している模様である。おそらく、『太陽』の実態もそれを受け継ぐ

ものと考えられる。

　語表記によって字体が固定する現象には三つのタイプが認められよう。ひとっは、「〈泥〉」

「〈漫〉」のように、熟語を構成する前後の文字に同化して、字体の変異がおこる場合である。

また、「＜虚＞」「〈是〉」は、固有名詞に定着した用字、「〈累〉」は歴史的に語に固定した

用字である。

　こめように、abcの三つの基準において、字体の変異に、文字運用上の価値の違いを認める

ことができる。これらは、言語資料としてのコーパス作成に際して、対応するJIS漢字に無条

件に置き換えることに異論を唱える場合の、根拠となるものであろう。

3．3．3．3印刷上の使い分け

　印刷上の使い分けが認められるものは、活字の大きさによって字体が異なる現象によるもので

ある。この現象が見られるものは、【別表1】の通り、48字に及ぶが、それらを取り出して整

理を加えたのが、【表3】である。

【表3】 印刷上の使い分け

漢字番号 漢字 小活字の

　字体

大活字の

　字体

JIS漢字の

　度数

外字1の

度数

外字2の

度数

外字3の

度数

総度数

aOO1 【淫】 〈淫〉 56 1 57

aOO2aOO3 【蔭】 ＜蔭＞2 蔭 3 go 9 102

蜘
【怨】 怨 3 58 61

aOO7 【焔】 ＜焔＞3 16 47 7 3 73

aOO8 【苑】 〈苑〉 20 1 21

aO10 【改】 〈改〉 1467 327 1794

aO11 【害】 〈害〉 1338 3 1441

aO12 【感】 感 104 1136 1240

aO13 【憾】 憾 26 146 172

aO15 【監】 監 監 160 354 514

aO17 【丸】 丸 丸 86 260 346

aO19 【忌】 〈忌〉 106 2 108

aO21β022 【紀】 ＜紀＞1 紀 1 123 519 643

aO23β024 【記】 ＜記＞1 ＜記＞2 1265 271 7 1543

aO34 【巷】 〈巷〉 10 1 11

aO35 【慌】 慌 慌 9 83 92

aO37 【港】 〈港〉 434 174 608

aO38 【荒】 〈荒〉 155 20 175
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aO42 【査】 〈査〉 〈査〉 561 240 801

aO44．aO45 【殺】 殺 ＜殺＞2 46 455 1 502

欄
【廠】 〈廠〉 8 10 18

aO61 【塚】 塚 7 54 61

aO6 【熱】 熱 1 717 718

aO67 【配】 〈配〉 〈配〉 489 43 532

aO68 【曝】 曝 1 39 40

aO69．aO70 【妃】 ＜妃＞2 妃 1 32 30 63

aO72 【弼】 〈弼〉 14 1 15

aO75 【並】 〈並〉 254 40 294

aO78 【帽】 ＜帽＞2 34 45 8 87

aO84 【滅】 〈滅〉 278 1 279

aO86 【網】 〈綱〉 76 6 82

aO87 【良】 〈良〉 〈良〉 1301 115 1416

aO89 【隷】 〈隷〉 66 13 79

aO91 【浪】 〈浪〉 〈浪〉 151 28 179

aO92 【鰐】 鰐 1 4 5

a102 【慶】 〈廃〉 94 2 96

a108 【罹】 〈罹〉 67 21 88

a111 【横】 〈楕〉 12 4 16

a117 【酒】 酒 酒 5 26 31

a132 【罰】 〈箭〉 1 13 14

a135 【胚】 〈胚〉 21 1 22

a143 【覧】 〈覧〉 〈覧〉 239 57 296

a153 【鴉】 鴉 1 6 7

注：

1）　「漢字番号」は、【別表1】の「漢字番号」と対応する。具体的な字形は、【別表1】

　　を参照のこと。

2）　「小活字の字体」「大活字の字体」は、それぞれにあたる字体を示す。漢字のみを示す

　　のはJIS漢字、漢字を〈〉で囲うものはJIS外漢字。JIS外漢字が複数種ある場

　　合は、1．2．3と区別する。

3）　「JIS漢字の度数」　「外字1の度蜘　「外字2の度勤　「外字3の度数1「総度数」

　　は、それぞれの度数を示す。

　『太陽』本文には、通常の記事の活字の大きさ（号式活字の5号か）を標準として、注記や引

用、彙報や投書など、所々に小さな活字（6号力・）を用いる箇所がある。また、記事の表題や著

者名、種々の見出しなど、部分的に大きな活字（4号・3号・2号か）による部分もある。【表

3】は、字体の変異が、標準の活字と、小さな活字あるいは大きな活字との、活字の種類による

相違に対応するものを取り出したものである。
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標準の活字に、JISにある漢字があたり、大きさの異なる活字にJISにない漢字が用いら

れている場合の方が多いが、その逆の、JISにない漢字の方が標準の活字にあたり、大きさの

異なる活字にJIS漢字が用いられているものも少なくない。

　こうした現象が、印刷史の中でどのような意味をもっのhWよくわからないが、複数の種類の

字体が並び行われていた時代に、活字をっくる際に、いずれかの字体が選択されたということで

あろう。3．3．3．4に見るように、『太陽』1901年では字体間に使い分けの傾向が見出せないもの

も多いが、その中で、活字の大きさの違いが字体の違・に対応する現象が見られるのは、印刷の

世界で字体の整理の動きが進んでいるものと考えられるかもしれない。

3．3．3．4　使い分けの傾向の見られないもの

　この類の漢字には、文字運用上も印刷上も、特に区別が見られず、相互に通用していた字体で

あろうかと思われる。しかし、通用している漢字どうしが、全く価値を同じくするものであった

かどうかには、検討の余地がある。複数種の字体が用いられるといっても、その頻度や出現状況

に差異が認められる場合があるからである。

　【表2】（P．7～P．10）の、「使い分けの種類1の欄に「③通用」としたもののうち、「使い

分けの基準」欄で、「A臨時」とするのは、通用する字体の一方が極めて低頻度の一群である。

ここでは、一方の字体が他方の字体の一割以下のものという目安で、分類してある。通用すると

いっても、常用の字体は一種にほぼ定まっているなかで、臨時的に別の字体が用いられたと考え

られるものである。臨時的な字体が用いられる場合、何らかの事情に基づいていると思われるが、

今回の範囲のデータではその考証は難しい。これらは、XYが同値の字体とは言いがたく、字体

の選択において価値の差異が意識されていたと考えられる。

　次に、対応する字体の双方が一定数以上の度数を示し、価値の差異は認めがたいけれども、字

体Xと字体Yとが出現しやすい部分が、相補的に対立し合う傾向が認められ、排他的選択関係に

ある漢字がある。「B排他」としたものである。これらは、二種類の字体の活字がある場合に、

Xが選ばれる場合はYは排除され、Yが採られる場合はXが排除される、という動きが、印刷の

場面場面で見られたことを反映するものであろう。

　しかし、「C等価」としたものが最も多い。これらは、対応する字体の間に、価1直の差異もな

く、出現する部分にも特に相違が見出せない漢字である。異なる字体が通用することが自然であ

った漢字が、多くあったことがわかる。その他、rD少数」としたものは、いずれの字体も使用

回数が少なく、字体間の関係を不明とせざるを得ないものである。

3．3．4　まとめ

JISに対応する漢字のある外字の検討の結果、『太陽』の異体字についてわかったことは、
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次の諸点である。

　　1　字体の変異が豊富である。

　　2　字体の変異が言語レベルで有意な区別をもつものは多くはない滅一部には興味深い用

　　　字法が認められる。

、3　字体の変異どうしには、価値の差が意識されていたものも多く、字体の整理の動きもあ

　　　ったのではないかと思われる。
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3．4　JlSの漢字に置き換えなかったもの

　第一段階の入力作業で「JISにない漢字」と判断し、＝を入力したものにっいて、あらため

て漢字の用法を調査・考察してみると、JISの漢字に置き換えられそうな場合も、少なくない

ことがわかってきた。以下、当初＝で入力した漢字にっいて整理・考察したところを、JISの

漢字に置き換えられそうなものと、JISの漢字に置き換えられないものの二類に分けて、記述

を進める。

3．4．1　JlSの漢字に置き換えられそうなもの

　はじめに「JISにない漢字」と判断され、＝で入力された漢字は、異なりで497字を数える

（【Sl俵2】参照）。しかし、そのうち46字に関しては、　JISの漢字への置き換えの可能性

を検討している。これらは、その後の整理と調査によって、JISの中に対応する漢字があると

判断してもよいのではないかと、考えるようになったものである。その多くは、漢和辞典に掲出

されていない漢字であったり、漢和辞典の記載では字義を異にするものであったりして、当初は

置き換えることが躊躇されたのだが、『太劇での用字の実態からすると、置き換える方が適当

ではないかと思われるものである。

　この46字は、次のような四つに分類することができる。

1　異体字　億味の上から異体字と認められうるもの）

2　同化　（前後の字と同化したと思われるもの）

3　慣用　（別字でありながら慣用として通用されていた可能性のあるもの）

4　誤用等　（誤用・混用・誤字・その他）

18字

15字
8字

5字

漢字の対応の認定に至った過程を、この分類にしたがって、漢字ごとに述べていきたい。

3．4．1．1　異体字　　（意味の上から異体字と認められうるもの）

　ここに分類される18字とは、次のようなものである。配列は、初出例の出現頂である（以下

同断）。括弧内は、【別表2】での漢字番号。

　　　　1．辱執（b452）　　2．矛（b453）　　3．aS（b324）　　4．表（b458）　　5．MI（b462）

　　　　6．uff（bM5）　　7瓢ン468）　　8．；R（b469）　　9．re（b471）　　10．99（b477）

　　　　11．塁皇（b482）　　12．冗（b484）　　1a綱）　　14．Va（b488）　　15．椴（b489）

　　　　16．禰（b491）　　17．1級93）　　18．齪94）

　3．を除き、『大漢和辞典』に立項されていない漢字である。

　以下の記述の各項における〔A→B〕は、Aが『太陽』1901年で使用されている字体（全て
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JIS外）であり、Bが置き換え可能と思われるJIS漢字である。

1．〔轍噸用例数＝1
　これは、咳轍を起す原因となることがあります　［石原笠軒・媛室法の話］（01・01・01156B11）

「咳轍」のルビは「せき」。

芳の「女」と「欠」とが通用する例として、『太陽』1901年には、「敵」の「女」部分が「欠」

になっているものがある。この字は、すでに「〈敵〉」とした。同様の処理が可能であろう。

2．〔矛→子〕用例数＝1

　天水桶の7子の　［大橋乙羽・序びらき］（01・01・01157A20）

「子子」のルビは「ぼうふら」。

『大漢和辞典』は「子子」を「俗にぼうふりをいふ」とする。なお、正しくは「子：臼。

3．〔郎→位〕用例数＝＝5

朕即位以來、伊等が生計顛難なるを診念し、優郎備さに至る　［内藤湖南清朝興衰の関鍵］（01・

　01・03105B13）

　陣亡せる者は、一例に郎を議し、以て敵鼠同仇の敷を牧めんとせるも　［同上］（01・01・03107

　A25）

　又無敷細民の非境救救1郎の爲にも　［祖山鍾三・盛んに産業組合を興すべし］（01・01・05187

　B21）

　貧民を郎み孤を助くる時　［高山樗牛・美的生活を論ず］（01－01・09035A11）

　内幣を頒獲して以って優郵を示せり　［海内彙報］（01－01・12226A11）

『大漢和辞典』に拠れば　「郵」は「卸」　（JIS外）の謁字とあり、「bll　」の項には・「皿に

通ず」とある。

4．〔表→罰用例数＝・　1

　廣表十九哩に、十哩の本島は、唯一個の大羊牧場たりき　［飯島立峰布畦島に就て］

　（01・01・03208BO9）

「廣麹は立項されていないが、文脈上、「廣表」（広が東西で表が南北）に考えてよいと思わ

れる。『太陽』1gor年には、「廣表1の用例が4っある。その内の一つは、この「布畦島に就

て」のものである。ここでは、面積の意で用いている。

　長さ四十六哩、廣さ二十五哩、面積六百平方哩あり、縦令廣表に於ては第三に位すと錐も、商

　工業上に於ては、優に第一位たり。　　［同上］（01・01・03207B14）

5．〔烈→洌〕用例数＝4

　其泉甘烈、里民之れを汲んで、碇泊の軍艦商船に鶴ぐ　［結城蓄堂’度門の名勝］（01・01・04132

　B1（））
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寺今廃す、只泉の清烈を以て名あり　［同上］（01・01・04134　A　OT

泉水噴出す、味甘烈酒を醸するに可なり　［同上］（p1・01・04136　A　12）

　下にノ』・洞あり、洞中の泉水清にして烈　［同上］．（01・01・04136BO9）

全て同一記事中のものである。

『大漢和辞典』には、「甘洌」「清洌」「洌泉」の熟語が立てられている。囑門の名勝1に「洌」

は使われていないが、『太陽』1901年の他の記事には、次のような用例がある。

　前者は其の氣候寒汐IL後者｝よ之に反して其の氣候1酷熱　［加藤増雄韓国移民論］（01・01・0101

　1AOI）

　その清きこと水の如く、芳洌善く人を酵はしむ　［久保天随・鎮西遊記］（01・01・04113A24）

　水質も清例にして早魑の時にも容易に洞れず　［｛EEff伝蔵人類と自然］（01－（）1・05194　A　O1）

「烈」と「洌」は、同じ意味で使われていると思われる。「烈」は、結城蓄堂の個人的な用字か

もしれない。

6．〔u牙→研〕用例数＝1

　回牙、兄さんに？』と妻の織江は　［内田魯庵投機］（Ol・01・05086　B　081）

「ll9」のルビは「おや」。

『大漢和辞剣の「研」の項には、日本では「「アツ」と驚く語を書き表はす時に、「研」の字

を用ひる」とある。

類似例に「鴉」があり、　「〈鴉〉」と処理した。なお、『太陽』1901年に「研」の用例はない。

7．〔寮→寮〕用例数＝1

8．〔寮→寮〕用例数＝3

　南は訪寮より北は盟水港の間を　［鈴木藤三郎談・台湾の製糖業］（01・01・07σ77AO7）

　南部の栃票の山の生蕃から　［鳥居龍蔵台湾中央山脈の横断］（01－01・09129A13）

　潮洲庄、阿猴6蕃薯寮嘉義等の生蕃を　［同上］（01・（）1・09129A14）

　長票頭庄。大林庄。司馬安庄を　［同上］（01－01・09132A17）

ルビは、「欄に「ばうれう」、「長寮頭庄」に「ちやうれうとうしやう」。

いずれも台湾の固有名詞。この内、「栃寮」は台湾高雄州の地名「栃寮」であろう。「台湾の製

糖業」は口述筆記なので、少なくとも「訪麹の「訪」は、誤記と思われる。

両字とも『大漢和辞典』に立項されていないが、いずれも固有名詞であり、しかも草冠は共通し

ているので、あるいは、こうした用字が、当時行われていたのかもしれない。

ただ、冨山房『国民百科大辞典』　（昭和12年）の「台湾」の項での用字は「枝寮」　（別巻の地

図も同様）。「寮」への置き換えに、大きな支障はないと考える。

9．〔饗→楚〕用例数＝1

恰も幽谷に故人の饗音を聴といふ如き風で　⊂嵯峨の家訳セバストウポルの火花］（01・01

　・08092A21）
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「饗音」に「きやうおん」のルビがある。

r楚音」は、足音の意。用例は『太陽』1901年に3例。

今の世にかSる園体の組織せられたるは、空谷の遣音といふべきか　［国府犀東漫言数則］

（01・01・09059　A　OS）

是れ塞に空谷の遣音、大早の雲寛　［国府犀東・文明道徳論］（01・01・10048　A　17）

二階段の方へ荊妻の歩いて來る楚音が聞こえるです　［上村左川訳・再婚］（01・01・13098B13）

「空谷建音」は成句である。

10．〔湧→測用例数＝2

花蓮港より乗船し、其日直ちに蘇婆に着　［鳥居龍蔵台湾中央山脈の横断］（01・01・09129

　B15）

　阿里史守の地に行き。南湧蕃や。漢頭蕃を見　［同上］（01・01・09129B16）

「蘇演』は、台湾台北州の地名の「蘇襖1（読みは「スオウ」）であろう。

「洩」も、あるいは鳥居龍蔵の個人的な用字だったのかもしれない。

11．〔監→劃用例数＝＝　1

七丘城の古都を尋ねんとするや、不幸二覧の犯す所となり　［樋口繊美的生活論を読ん

で樗牛子に与ふ］（01・01・10022AO9）

「二覧1は、病気の意の「二竪」と同義であろう。

『太陽』1901年には、　「二動の用例もある。

二竪何の意ぞ、無情にも襲ひ來て　［大町桂月・漫言七則］（01・01・05057A11）

12．〔冗→兀〕用例数＝1

　＝＝山是なり、呉越王王僚を葬むる所、特り冗然として田圃の間に峙っ　［結城蓄堂一天平

　山游記］（01・01・12136AO7）

「冗の字形は「兀」の行草体に近い。

「兀然」は、動かぬさま、高く突き出しているさまの意。　「冗然」と同義であろう。

『太陽』1901年での「兀然」は、一つだけである。

兀然たるは羅漢の立てるに似たり　［久保天随・鎮西遊記］（01・01・04121A23）

ただし、「兀」は、延べで12回用いられている。いくつかを、次に掲出する。

突兀たる岩石を露出せしむ　［佐藤伝蔵人類と自然］（01・01・05193B10）

父は死人の如く青ざめて身動きもせず兀立し　［岸上質軒訳・長靴の由来］（01・01・08107

　A11）

13，〔涯→麗〕用例数＝1

曾て水早の患なきもの、實に此湖のあるありて諸方の水を涯するに因る　［結城蓄堂一

　天平山游記］（01・01・12138B17）
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「水が集まる」の意味をもつ「圓に置き換えて、問題はないと思われる。

『大漢和辞典』には、「濁　（JIS外）が立項されており、「圏の同字とする。一方『大字

測は、「藺を「画の俗字とする。「濁は、「圓と「濁とが混靖を起したものであろ

う。この「涯」も、5．の「烈と同様、結城蓄堂の個人的な用字かもしれない。

なお『太陽』1901年での一般的な用字は「濫であり、4回使用されている。

　綱然として深さを知らず　［久保天随鎮西遊記］（01・01・04127B1（））

　平時の流水、涯水、其他井水等に止まり、洪水の時、土砂より浮離して、田野に幾許の毒害を

　與へしやは　［国府犀東・楊子江に赴く辞］（01・（）1・13064BO9）

他の2例は、固有名詞中に用いられている。

14．〔逡→遇〕用例数＝1

東方の大局頼って以つて保全し義聞仁聲迎迩に照布せり　［海内彙報］（01・01・12226A

　19）

r遽迩」は、遠い所と近い所で、遠近の意　「1段迩」と同義であろう。

『太陽』1901年に、「遣迩」の用例はない。ただ、「迩」を遠い所の意で液っている熟語の例

に、「邊郷遣域に至ては」　［芝山道人・読柳齋志異］（01・01・13144B14）がある。　「遽域」は、

外国など遠隔地の意味である。他に「遽」は6例あるが、「帝舜の南巡して、蒼梧の野に登遣せ

しは」［国府犀東・清帝巡幸論］（01・01・12060BO6）のように、全て「登遽1の形で出現する。

15．〔椴→椴〕用例数＝1

想ふに北海道に於て、貴重なる樹種は椴松、蝦夷松等にして　［高橋＝也・帝国の経済と林業

　政策］（01・01・13031B21）

『大漢和辞典』は「椴」を、日本国内では、とどまつの意で用いられていると記す。「椴松Jの

読みも、「とどまっ」であろう。

16．〔橿→橿〕用例数＝1

　坐椅不揺堅似石。背人無語惰臨属　　［辞職勧告］（01・01・13080　C　18）

用例は、狂詩の一節である。『太陽』1901年には、「福」の用例が一つある。

　橿間より天井裏に潜り入りて、此虚より打眺むれば　［岸上質軒訳・長靴の由来］（01・

　01・07097Bos）

17．〔疏→疏〕用例数＝1

一
種の誤解又は疑惑を疏通融解し　［近藤廉平外資輸入国としての日本］（01・01・14

021A21）

「疏通」は、文脈上、「疏通」と同義であると思われる。

「外資輸入國としての日本」は、口述筆記であり、近藤廉平が実際に本文を校閲したhYま不明。

なお、この「外資輸入國としての日本」では、「疏通1と併用されている。
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彼我の意思疏通を計らざるべからず　［同上］（01・01・14023B19）

槽利問題に封する彼我意思の疏通は　［同上］（01・01・14024AO2）

18．〔棲→模〕用例数＝1

　獄蜘婁記　［国府犀東長江舵棲記］（01・01・14116AO4）

用例は記事の表題

『大漢和辞典』に「棲」は立項されていないが、「樹の行書体に、同形のものがある。「舵棲」

は「船の後部にあるやぐら」の意e同じ記事中に、これの用例がある。

若し夫れ詳細を記する者に至つては、請ふ更に之を舵棲本記に譲らんか　［同上］（01・01・1412

　0　A　04）

　以上、17字で『大漢和辞典』に項目があるのは、10．のみである。この「郵」については、漢

和辞典の字解があるので、異体字として認めるに十分であると思われる。ただ、字形の違いが大

きく、これまで置き換えることがためらわれていたものである。

他の16字は、『大漢和辞典』に立項されていない。『太陽』1901年での用例が一つのものが

多く、ルビが無ければ厳密に｝よ読みを付けることも困難である。そこで、文脈や、字形の類

似などによって、対応する漢字を推定した。意味の上からは、置き換えに支障を来すものは無い

と思われる。

3．4．1．2　同化　（前後の字と同化したと思われるもの）

ここに分類される15字とは、次のようなものである。

　　　1．絹碧α）451）　　2，劇）311）　　3．条垂Φ274）　　4扉Φ314）　　ξL剛）42q）

　　　6．蜘〕392）　　7．i9（bO38）　　＆目問（b469）　　9．女呆（b47q）　　1α噺）293）

　　　11．EII（t）028）　　12．tS≡（t）176）　　13．液（b328）　　14．瓢）203）　　15．測）177）

1．8．9．以外は、『大漢和辞典』に立項されている。ただし、それらの字義は、置き換えを検討

しているJIS漢字とは、異なるものとなっている。

1．〔編→彌〕用例数＝9

僅に一時を編縫することの度重なるに及びては　［高山林次郎文明批評家としての文学者］

　（01・01・01022B11）

他の8例も全て「舗縫1の形で出現するので、初出例のみを掲げた。特定の号に偏ってはいない

ので、一般的な用字と思われる。ただし、用例の数では、「彌縫jの方が18例と多い。

2．〔塵→塵〕用例数＝6
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塵芥の性質に關する研究　［上野英三郎・市街塵芥の肥債］（01・01・02185A2（））

「塵芥」に「ちんかい」のルビがある。　「塵芥」と同義であろう。

6っの用例は、全て「塵芥」の形で出現する。上記の用例を含め、5例までが「市街塵芥の肥価」

のものである。ただし、この記事では「塵芥」も併用されている。

『大漢和辞典』の「薗項には、「陳に同じ」とあり、同「劇項には、「董陳は、掴まらよも

ぎ」とある。

3．〔経→錘〕用例数＝1

有孔轟の一種紡錘虫Artesian　の化石にして（01・01・02200B23）

「紡睡1に「ばうすい」のルビ。

「緬にっいて、『大漢和辞典』は、『集韻』の「錘、字林、錘子、綾也」を引用するのみ。熟

語もない。『大字源』は立項していない。漢籍でも、あまり使われることのない漢字なのであろ

う。

4．〔扉U靡〕用例数＝1

　人心萎醒の社會に、岡ll健の著作出でざるが如し　［金融の否塞不信の結果］（01・01・05001　C

αり

「繭は、草の名であり、『大漢和辞典』には「藏瞳は、ばら。通じて靡・薇に作る」とある。

5．〔餌→渇〕用例数＝2

　宗教は恰も人が鱗賜を感じて之を満さんとするが如く人の習慣より出で　［龍山学人・ニーチ

　エの宗教論］（01－01・05049　A　Obl

「鋤は、『大漢和辞典』に拠れば「食物がすえる」、または「油揚げの食物の意で、「渇」

に通ずる字義はないようである。もう一つの用例も、「ニーチエの宗教論」のものであるから、

龍山学人の個人的な用字なのかもしれない。

6．〔錫←綜〕用例数・＝1

　列國の利益は互に錯綜して、自ら殺伐の氣象を錆減し　（01・01・05076　B　08）

「錬』は、『大漢和辞典』に拠れば「黄金の毛」の意6

7．〔噌→E會〕用例数＝1

　人口に噌灸せるギルバート博士とを　［上野英三郎・「サー」ヂヨウン、ベンネツト、ロース

　略伝］（01・01・05171AO6）

「噌灸」のルビは「くわいしや」。

「嗜」は、『大漢和辞典』に拠れば、のど、すする、こころよい、むせぶ、等の意“

なお、ここでの用例数は、囎」に対応すると思われる「噌」の数である。『太陽』1901年の

他の2例は、囎」に置き換えられない。同じ字で異なった処理をしなければならない点、問題
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が残る。

8．〔蹟｜一姻〕用例数＝2

若し胴眼なる史家の文章を能くするものあらば（01・01・08037　A　05）

　眼光の昭々たるは　［金山尚志・北海道に於ける無言の行者（承前）］（01・01・α7206B19）

「胴々たる」の読みは、ルビにより「けいけいたる」である。「胸は「畑」と同義であると考

えられる。

9．〔媒→保〕用例数＝1

　日々御部屋にて媒栂なる宮女と争ひ、怒聲、泣聲室外に漏れ（01・01・07214BO3）

「媒栂」は「保姻と同義であると思われる。

10．〔腎→繁〕用例数＝1

頗る肯腎を得たるものなるを　［坪谷善四郎・経済時評］（01・01・10067BO8）

「肯管」は「肯繁」と同義であろう。ただし「管」は、『大漢和辞典』に拠れば、ふくらはぎの

意

11．〔琳→酷〕用例数＝1

　むき栗一升に砂糖三百匁味琳三合入れ　　［赤堀峯吉・精神料理］（01・01・12153A18）

「味琳1のルビは「みりん」。

「琳」は、『大漢和辞典』に拠れば、酒がめぐる、飲みおわる、むさぼる、等の意音は「ラン」。

12．〔浮→季〕用例数＝1

　法の欠訣を侍んて監督槽に抵抗するが如きもの酒々たる澆浮の世界其實例に乏からす［清野長

　太郎・『政党及議院政治の弊』に対する所感］

　（01－01・13025AO9）

なお「澆季」は、末世の蕊　「澆1季」と同義と考えられる。

「浮」について、『大漢和辞典』は、『集韻』の「漂水名」を引用し、川の名とする。その他

の用例は挙げられておらず、具体的な場所も不明であるらしい。『大字測は立項していない。

漢籍でも、あまり使われることのない漢字なのであろう。

13．〔液→腋〕用例数＝1

　蕨腋（狩衣の如き衣）の上に　［久保田米倦談・甲冑の話］（01・01・13141AO8）

「闘液1のルビは「けつてき」。

「碗は、『大漢和辞蜘に拠れば、「衣のわきのした」または「ぬひめ」の意。

14．〔熾「→蟻（蝋）〕用例数＝2

一 26一



　燈燭を鮎して捧げ持て居ると　［嵯峨の屋訳・セバストウポルの落城］（01・01・14099A

　l5）

　燭燭の心を切らん欺　［同上］（01・01・14099A22）

双方とも「熾燭」に「ろうそく」のルビがる。

「蜘は、『大漢和辞典』に拠れば、「火のさま」または「火の音」。

15．〔睡→垂〕用例数＝1

　ジフヒイン寺院の占領に潅挺したるくこと〉夫れ幾年そや（01－01・14134　A　05）

「菌延」のルビは「すいえん」。これは「垂挺」の慣用読みである。

『大漢和辞典』に拠れば、「薗には「唾」の意がある。音は「タ」。

　7．と13．以外は、二字熟語をなす他方の文字の偏に同化して、当該字の偏が、変ったものであ

ろう。7．と13．は、各々の前後の文脈中にある文字、『狩衣の如き衣」の「衣」、「人ロに」の

「口」に、それぞれ同化したものと考えられる。

　このような同化によって形を変える現象の多くは、一回的なものであろうが、「綱縫1のよう

に、かなり広く行われていたと思われるものもある。単なる誤用として片付けられるものではな

いであろう。

3．4．1．3　慣用　（別字でありながら慣用として通用されていた可能性のあるもの）

ここに分類される8字は、次のようなものである。

　　　1．謹（b345）　　2瓢）331）　　a瓢）114）　　4．蜘）129）　　5、言爵0）346）

　　　6瓢）367）　　7漸）192）　　＆蜘）332）

いずれも、『大漢和辞典』に立項されている漢字である。

1．〔護→諌｜用例数＝＝2

　是れ既に批評家に非ずして諮護者也　［高山樗牛・文明批評家としての文学者］（0101・

　01021A16）

理を伸べずして墓に謹ふは、己を欺き、世を欺き、兼ねて死者を欺くの傭善なることを思はざ

　る可からず　［星氏遭害］（01・01・09003AO7）

「謝は、『大漢和辞典』に拠れば、すくない、いざなう、等の意で、音は「ショウ」。「ユ」

の音は挙げられていない。

2．〔襲→褻〕用例数＝4

　狸塾なる裸体董を禁止するは　［大町桂月・裸体画問題］（01－01・01037B22）

狽襲きはまる佛國に在りてこそ　［同上］（01・01・01037　B　26）
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　人各天稟あり、之を棄つるを天を塾すと云ふ　　［樋口龍峡美的生活論を読んで樗牛子に与

ふ］（01・01・10023AO1）

　足下をして天を襲さしむるものなるか　［同上］（01・01・10023AO3）

『大漢和辞典』に拠れば「劃の字義は「かさねごろも」であり、音は「チョウ」「ヂョウ」。

ただし、「褻」の項には、「劃とは男1」字である旨が注記されている。古くから紛れやすい字だ

ったのだろう。「劃と「褻」は同義と考えてよいと思われる。

漢字の「垂」の部分が「幸」と変異するのは、「熱」と「熟」の場合に類似している。

3．〔慈→愁9用例数＝2

　此醜い人物が慈い西洋風の公園内の諸所に並んで居られても困るからね　　［吉岡芳陵噴水と

　美術的製作］（01－01・03152B12）

　さるを慈ひに特殊なる史的研究の結果に本きて強ひて篤實を街はむは　［高山樗牛美術に於

　ける人物の理想IKJ表現］（01・01・10034　A　O1）

ルビは「噴水と美術的製作」の「麹に「なまじ」。

「麹について『大漢和辞典』．は、『類篇』の「慈、悦也」と、『集韻』の「愁説文、謹也」

を引用するのみ。熟語もない。音は「キュウ」。『大字測には立項されていない。

4．〔抵→橿｜用例数＝1

　掴要の位置にある人物に非ずんば慮封せざるべしと　［長谷川天渓日米両国の交通］

　（01・01・05129B21）

「福要」に「すうえう」のルピ　「橿要」と同義であろう。

『大漢和辞典』に拠れば、「掴はひきかける、つまどる、なげる、さぐる、等の意D音は「コ

ウ」。

5．〔語→詔〕用例数＝3（内1例は誤用か）

諌墓話碑　［星氏事件と世論］（01・01・08221A3（））

　先生を以て、維新元動の第一なりといふの譜諌を敢てする能はず　［人物月旦・副島蒼海先生］

　（01－01・13035B14）

「話」について、『大漢和辞典』は、音は「トウ」であり、うたがう、たがう、等の意とする。

ただ、同項には、詔とは別字である旨が注記されている。古くから紛れやすい字だったのだろう。

「諭には、もう1例あるのだが、「沿々」の誤用ではないかと思われる。

　語々たる天下の青年は翁然として商業學校に向ひっSあるものS如し　［水島鉄也・盛に高等

　商業学校を興すべし］（01・01・09182B13）

ルビは「とうとう」である。

6．〔蹄蹴1用例数二2

全く星氏の躁欄する虚なりと誤想したるは　［星氏事件と世論］（01・01・（）8221　B　07）
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人民の槽利は躁欄せられ　［野沢武之助訳・婦人の地位の改良］（01・01・14032B1（））

r蹴にっいて、『大漢和辞典』は、『集韻』の「躍、輸也」を引用するのみ。熟語もない。音

は「ラン」「タン」「ダン」を挙げるが、「リン」はない。『大字測は立項していない。

7．〔瀾→瀾〕用例数＝3（内1例は誤用か）

　斯かることを企てぱ其波瀾の重畳するに從ひ、益々利益を獲得するに至るべしと　［近藤廉平

　外資輸入国としての日本］（01・01・14018BO9）

　私利の爲に東洋問題を擾齪して以て全欧の波瀾を起したるも　［日下逸人訳・露国の宮廷（承

　前）］（01・01・14132BO9）

「波測は「波瀾」と同義であろう。ただし、「瀾」は、『大漢和辞典』に拠れば、米のとぎ汁

の意である。

「働の、もう一つの用例は、「燗」の誤用ではないかと思われる。

　こSは山の崩れ落ちた所で、赤く焼け澗れた様な一大斜傾　［長谷川天渓日光山の

　奥］（01・01・14143AO9）

「澗れた」の読みは、ルビにより「ただれた」である。

＆〔襟→襖〕用例数＝2

　所謂帯には短かし襟には長しと云ふ評を免れざるなり　［水島鉄也・盛に高等商業学校を興す

　べし］（01・01・09182A22）

　肩から袋を襟背負にして居るが　［嵯峨の屋訳・セバストウポルの落城］（01・01・14084B23）

「襟背負」のルビは「たすきじよひ」。「盛に高等商業学校を興すべしJの用例も、読みは「た

すき」と考えてよいであろう。

ただし「襟」は、『大漢和辞典』に拠れば、つけひも、ころものひも、かけひもの意であって、

裡の義はないようである。

　以上の8字は、「楓を除き、複数の号にまたがって、用いられているため、慣用の可能性が

考えられる。「捌と「楓は、『太陽』1901年での手偏と木偏との通用（「働　「検」、「卦」

「朴」など）に準ずるものと判断される。こうした慣用が、どの程度の広がりをもっものなのか、

調査が必要であろう。

3．4．1．4　誤用等　（誤用・混用・誤字・その他）

　ここに分類される5字とは、次の通りである。

　　　　1．鏡（b395）　　2蜘［5q）　　3．eq）072）　　4．舌tl（b29g）　　5脚）237）

全て『大漢和辞典』に立項されているが、その字義は、置き換えを検討しているJIS漢字と

は、異なるものとなってる。
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1．〔鏡⊆欄用例数＝1

其船は海底淺くして解鏡し得られざりしとも　［笹川種郎ガ砿元論（接前号）］（0］．・01・07109

　B24）

「鏡」について、『大漢和辞典』は「鑑に同じ」とする。ただし、文脈上「解鑑1では、意味を

なさない。『大漢和辞典』にも「解鑑｜の語は立てられていない。

2．〔暦→胚〕用例数＝1

　入江の方より吹來る風は、寒さを暦む霧を送ツて　［嵯峨の家訳セバストウポルの火花］

　（01・01・08081B22）

「暦む」の読みは、ルビにより「はらむ」。

『大漢和辞典』に拠れば、「膝」は「疾」の俗字で、音は「ヒ」。「病」には、「胚」に通ずる

字義はない。

3，〔攣→攣〕用例数＝1

　幼時痙攣を起こしたること紗なからず　［岡田朝太郎・刺客に就て］（01・01・09045A2〔））

　「攣』は、『大漢和辞典』に拠れば、ふたこ、っなぐ、かわる、等の意。

4．〔刮一→刮〕用例数＝1

　願はくは甜目して新校長正木氏の爲す所を観む　［高山樗牛無題録十五則］（01・01・10042B

　OD
「甜」は、『大漢和辞典』に拠れば、舐めとるの意で、音は「キュウ」。

5．醜→塊〕用例数＝・　1

　山脚崩れて、土碗は谷間に落ち　［長谷川天渓日光山の奥］（01・01・14141　B　15）

「土碗のルビは「どくわい」。

「碗は、『大漢和辞典』に拠れば、高くてけわしいさま、石のさま、山のさま、等の意であり、

塊の意はない。また、熟語の「土蜘も立てられていない。

　字形の類似によって起った変異であるのは、3．4．1．3で「慣用」としたものと共通するが、いず

れも使用例が1回限りのものなので、「誤用等」と扱うことにした。今後の調査によっては、慣

用が認められるものも含まれている可能性が残る。

以上、3．4．1に分類される46字は、用法の面では、JISの漢字と通用されていた可能性が認

められる。とすれば、これらの大部分を、「3．3JISの漢字に置き換えたもの」に準じ、置き

換えて入力することも、あながち不合理とは言えなくなるだろう。
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3．4．2　JlSの漢字に置き換えられないもの

3．4．2．1　『犬漢和辞典』にないもの

　「JISにない漢字」として＝を入力した漢字、497字の中には、用法の調査によって、3．4．1

に述べた46字など、JIS漢字の対応する見通しを得ることができるものが、いくらか含まれ

る。しかし、なお多くの漢字がJISには納められずに残るだろう。こうした漢字ににっいては、

現在、＝を番号化して管理することを考えている（「3．5．3　JISにない漢字の管理」参照）。

番号には、『大漢和辞典』の検字番号を利用するのが便利であろう。＝に相当する漢字がのう

ち、『大漢和辞典』にある漢字が450字、『大漢和辞典』に存在しない47字のうち、3．4．1で

見た、JIS漢字に対応しそうなもの20字を除いた27字について、その状況を概観する。

a．対応する漢字が『大漢和辞典』にあるもの

『大漢和辞典』にある他の漢字に置き換えられそうなものは、次の14字である。

　　　1．澗ン454）　　2．tS（b455）　　a』馳ξ56）　　4圃雛t61）　　5蜘463）

　　　6蜘ン464）　　7！ξ杏（b467）　　8．融W73）　　9．麦2Kb48（））　　10．lili；（b481）

　　11．摺th483）12．嗅（b485＞13．Va（b487）14．51k（b4eO）

まず、5．7．8．9の字は、異体関係が、ほぼ明らかなものである。

5．〔鋒→鍾〕用例数＝1

今や胸中落々、一物の蟻る無しと、復た鍾を執って、他念なきものS如し　［金μ」尚志・北海

　道に於ける無言の行者］（01・01・04203A22）

「鏑に「すき」のルビがある。

『大漢和辞典』には、鋤と同義となる「鋤が立項されている。この芳の部分の変異は、「描」

「挿」の対応と同様である。なお『魁本大字類苑』には、「すき」の読みで「鋤が立てられて

いる。一般に通用していたものと思われる。

7．〔節→錨用例数＝1

　紅葉狩りの老幼子女、群を成して都より節を曳くもの絶へざる地なれども

　家］（01・01・07034　A　19）

『大字測に拠れば、「筑」は「節」の俗字で、杖の意　『大漢和辞典』も、

項されている。「杖を曳く」は、散歩をする、旅行をするの意6

［日本の慈善教育

「筑」であれば立
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＆〔香→香〕用例数＝1

　實に日米の仇麗は、久里濱に於て初めて合香の式を畢げたるなり　［坪谷水哉・日本文明の発

　展地］　（01・01・08129A11）

「合香」のルビは「がふきん」。

、

『大漢和辞典』には、「香」が立項されている。漢字の「己」の部分が、「已」や「巳」に変異

するものは、「紀」「記」「忌」など、多くの例を挙げることができる。

なお、『大漢和辞典』に拠れば、「香」は「麹　（JIS外）の講字6　「合沓」は婚礼の意であ

る。

9．〔ma〕用例数＝1

麸のいろのくろきも鄙うれし　［夏三十六句］（01－01・09160A21）

『大漢和辞典』には、「麹が立項されている。むぎこがしの意で、音は「ショウ」。

「麹　「麹は、「麹　「麹での新旧字体の対応と同じものであろう。

他の10字は字形から推定したものである。

1．〔溝→渦用例数＝＝　1

清國皇帝載溝陛下　　［列国帝王の年齢］（01・01・01209B18）

当時の清国皇帝は光緒帝。名の表記は、一般的には「載活」である。

2．〔枯→帖〕用例数＝1

　夏＝假格胡湖枯巨距壷路轄宇＝芋干＝P］考＝無＝蕪粗鹿博　［久米邦武・国字改良論］

　（01・01・02016A10）

「祐」に字形の類似したものとしては、『大漢和辞典』に「枯」が立項されている。当該箇所は、

字書からの引用部分。文脈から適合する漢字を推測することはできない。

3．〔眠躍｜用例数＝1

　稜稜山澤之隈　［服部担風梅花樵諄］（01・01・03097A14）

「圏に字形の類似したものとしては、『大漢和辞典』に「鵬が立項されている。音は「ク」

で、やせる、細かい、減る、等の意当該箇所は、服部担風による漢文からの引用部分である。

4．〔鰯麗〕用例数＝1

　雲氣綿の如く、渓底より麗れば、洞や之を呑吐す　［久保天随・鎮西遊記］（01－01・04127B24）

「働は、あがる、あげるの意で、音は「ヨウ」。「吻と「働は同義であろう。この「鎮西

遊記」では、一般的な字形である「働を併用している。

　舟の此間を行くや、その底、巖石に鯛れ、車の砂礫をきしる如き響をなし、簸揚揺麗、驚跳骸

　奔し、波瀾と上下して走る　［同上］（01・01・04121B11）
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6．〔㈱用例数＝1
　多歎の軍隊鍍を餅べて馳騒するとき　［坪谷善四郎・馬匹の去勢］（01－01・05059B②

「鋤とは若干異なるが、『大漢和辞典』の中では、「鍍1が字形や意味の上で、無理なく置き

換えられるもののように思われる。音は「ヒョウ」で、くつわの意である。

10．〔替→菅〕用例数＝2

　此等の鐵橋を綴釘にて接合する工事は近頃まで手仕事にて爲し來り、其成蹟は薯通にして

　［金子篤寿綴釘を打込むにEEf縮空気を用ゆる新規の器械装置］（01・01・09169　B　22）

　天地齢の理に於ては暮焉たり　臥物月旦・中江兆民居士］（01・01・12033BO6）

「替」と字形の類似したものとしては、『大漢和辞典』に「菅」が立項されている。音は「ボウ」。

熟語の嗜通1「曹焉」は立てられていない。文脈に適合する字義としては、暗い、はっきりと

しない、明らかでない、等を挙げることができる。

11．〔播一掴用例数＝1

　摺紳と稻する、貴顯と號する、生きたる藁人形等は　［人物月旦・中江兆民居士］（01・01・

12034B13）

「撤と字形の類似したものとしては、『大漢和辞典』に「摺」が立項されている。熟語の「摺

紳」は、高貴の人の意b

12．〔嗅一・“S9用例数＝1

　奇石晴巌相累積して、櫛嗅の状、喜ぶべく、驚く可し　［結城蓄堂・天平山游記］（01・

　01・12136B26）

「蜘と字形の類似したものとしては、『大漢和辞典』に「媒」が立項されている。熟語の「締

幌」は、山の疏、さまの意である（用例には杜詩が引用）。なお、「囎」もJIS外であるから、

コーパス上では「＝＝の状」としか表示できない。

13．〔耀→壇〕用例数＝1

　我今千歳の後、先賢の歩＝を　ふて、峻帽を窮む　［結城蓄堂・天平山游記］（01・01・12138B

　21）

「帽」と字形の類似したものとしては、『大漢和辞典』に「帽」が立項されている。熟語の「峻

帽」は、「山の高くけはしく重なるさま」の意である。

14．〔nplS用例数＝1

覇王樹林、繍として蒙葱、芭蕉大實綿＝として醗、維れ以て烈醇潔粂に代ふ可し

　［国府犀東・南彊の招魂］（01・01・13059B24）

『大漢和辞典』の働の項には、「蔵狛ではなく、「醸」が立てられている。「草木の花
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の美しいさま」が文脈に適合するようである。なお、「晩もJIS外である。

　以上の14字は、コーパス上において、＝であることには変りないのだが、『大漢和辞典』の

検字番号を利用するという方法での管理が可能なものということになる。

b．対応する漢字も『大漢和辞典』にないもの

　『大漢和辞典』の中に、対応しそうな漢字も見出せないものは、今のところ次の13字である。

『大漢和辞典』の検字番号を利用した管理の網にもかからず、規格としての固定不能のものとし

て残る。

　　　　L蜘457）　2．社（b459）　3．ff（b46（））　4．埆（b466）　5．ilEKb472）

　　　　6．n（b474）　　7翻7〔D　　　＆石回（b47ε0　　　9．Pm｝479）　　1α衡ン492）

　　　　11．口却脳95）　　12．石章（b496）　　13．Mvl97）

この中で、当時、通用していたことが明らかなのは、次の2字である。

2．祉用例数＝2

3．脊用例数＝2

　書簡文も、候文は、社杵をっけたるやうな言ひあらはし方にして　［大町桂序今後の文体］

　（01・01・04065BO5）

　皆社粁で登城をして御前へ拝服する　［片岡健吉談・土佐藩兵制改革談］（01・01・12122A11）

この2字は、各々が単独で使われることはない。『大漢和辞典』に、「祖「祝はないが、「梓」

は国字として立項されている。

ルビによって、少なくとも読みが確定でき、さらに場合によっては、意味までもが判明する

のは、次の6字である。

5．撞用例数＝・1

　赤銅の大刀撞らへにして　［横山健堂・藤田東湖の半面］（01・01・08115　A　08）

「大刀麹の読みは、ルビにより「たちごしらえ」。

9．螂用例数＝2

　凡て魚の醐は美味にして滋養あり　［市川俊雄魚と牛肉］（01・01・09147AO2）

殊に鮭、鱈の鯛は最も好く用ひらる　［同上］（01・01・09147BO1）

初出例の「鯛」に「バラ、ゴ」のルビがある。はららごは、「鯛」が示すとおり、魚類の卵のこ

とである。普通は「飾　（JIS外）を宛てる。
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10．ec用例数＝2

今渡った渓水は源を其附近の新高山から襲し。流れ流れて後山葺東の僕石閣へ往くのである

　［鳥居龍蔵台湾中央山脈横断記（承前）（01・01・13134B1〔D

僕石閣に達するのであらうと　［同上］（01・01・13135A12）

両者とも「僕石閣」に、「ぼくせきかく」のルビがある。台湾の地名と思われるが、現在のとこ

ろ未確認。

11．卿用例数＝1

　ニコラウス帝を脚かして　［日下逸人訳・露国の宮廷（承前）］（01・01・14124BO7）

「卿かして」の読みは、ルビにより「おびやかして」。

12．碑用例数＝＝1

　目碑のない蔚・庭で　［長谷川天渓日光山の奥］（101・01・14137BO2）

「目碑のない」の読みは、ルビにより「めざわりのない」。

13．踏　用例数＝1

　アハヤ人力劇ま諮み潰されんと見へしが　［坪谷水哉・大演習陪観］（01・01・14148A21）

「諮み潰されんと」の読みは、ルビにより「ふみっぶされんと」。

次の5字は、文脈から意味を推測できても、確実な読みを付けることができない。

1磁用例数＝1
　料理は何時も肉の油磁又は煮たるものにて　［坪谷水哉・芝果港］（01・01・03134B22）

煮る以外の料理法であること以外には、判然としない。

4．埆用例数＝1

　吾人は元と朝鮮を以て膨埆の地なりと信じたり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［坪谷水哉・遺利多き朝鮮半島］（01・01・05131AO8）

この少し後に、次のような一節がある。

　然るに其の實地に臨みて詳かに倹すれば・・中略・・山嶽が禿として樹木なきを見て、輕忽にも地

　質の粗悪なるも妄断したるものy如く、吾人また其の説に誤られたりしを悟りぬ　［同上］

「嶢埆」は、地形や地質などを示す語であるらしい。

6．梶用例数＝3

　此の船の特殊なる所は梶の底部平なる事なり ［鉄鋼子・水雷艇水雷駆逐艇沿革］（01・
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　01・08204A1（））

　主なる目的は梶の水をして充分なる上下旋動を爲さしめ　［同上］（01・（）1・08204A1（））

　長二百呪、巾十九沢、吃水梶六呪、舶七呪八にして　［同上］（01－01・08204BO3）

『太陽』1901年の用例は、全て「水雷艇水雷駆逐艇沿革」のものである。

『大漢和辞典』の「舶」（JIS外）の項に拠れば、「艦舶は、へさき」とある。音は「シュウ」。

字形からは「舘」と「圓は、対義語であるように思われる。

7．寄　用例数＝1

　余は其れから毫東平原をったひ寄來平原に來た　鳴居龍蔵・台湾中央山脈の横断］（01－01・

09129B13）
「寄來平原」は台湾の地名と思われるが、現在のところ未確認。

ところで、鳥居龍蔵の「台湾中央山脈の横断」では、これにも、『大漢和辞典』に立項されてい・

ない「麹　「渤　「劇が、台湾の地名の中で使われていた。　「寄」も、鳥居龍蔵の個人的な用

字だったのかもしれない。

8．画用例数＝1

　出雲石廻の曾宮に坐す芦原色許男大神を

　13）

咄雲石租は日本の地名力㌔

［千家尊弘・官幣大社出雲大社］（01・01・0914　2A

2．3．の「祉lrT」は、かつて通行していた字体であることが知られている。それ以外の11字は、

文字の素性など、未詳な点が多いが、少なくとも、6字について｝よ読みを付けることが可能で

ある。

　また、2．3．を除き、用例が1っ、もしくは出現箇所に偏りがある。無論、調査範囲が限られて

いるので、一概に個人的な用字、または誤字と断定することはできない。

3．4，2．2　『ガ漢和辞典』にあるもの

　『太陽』1901年の本文ファイルで、＝となっている漢字のうち、その実態が掴めるようにな

ったのは、これまで言及してきたものを含め、ごく一部である。総体的な実態にっいての調査は、

いまだ十分な状態とはいえない。

　そこで、今回は、使用頻度の高い＝について、簡単に触れておくことにする。

　『太陽』1901年の＝は、頻度1のものがその大半を占めている（【別表2】参照）。使用頻

度の高いものに「鈎　（b387）　「笛」　（b257）　「属」　（bO22）　「妃」　（bO45）　「目動　（b226）

「働　　（b414）などがある。

　そのうち、「絞jは、4号の「近代に於ける迫持構造の発達」をはじめとする工業世界の記事
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に、「蝶鋤という語に使われる場合がほとんどである。同じく、「笛」も、10号の「瓦斯機

関廃熱利用法」を中心とする工業世界の記事に、「水笛」「笛水」の語に集中して使われている。

また、「働の使用は、3号の「軍用機気球」にほとんど限られ、「培は、ほとんどが台湾の

地名「林妃哺」として現れる。これらは特定の記事・特別の語に限られる、使用範囲の狭い漢字

であったと考えられる。

　10回以上用いられ、なおかつ出現する箇所に偏りがないのは、「属」と「目動の2字となる。

「属」は「腐行」、「睡」は「呼（みは）る」に集中するが、いずれも一般的な語の表記として

常用された漢字と考えてよい。このような漢字までも＝にせざるを得ないのは、不便ではある。

3．5　外字の管理

3．5．1　外字処理の問題点

3．3、3．4では、主として漢字の認定の問題を検討してきたが、本節では、入力・管理の実践的

な事柄のうち、現段階のコーパス作成のなかで問題となっている点の二三を書き留めておく。

3，2．3に述べたとおり、対応するJIS漢字を入力する場合に付す〈〉、あるいは、JISに

ない漢字にあてる＝にも、難点はあった。〈〉はコーパス利用上不便を伴い、＝は文字の同定に

困難をきたす。できれば、〈〉はコーパスから取り去りたく、＝の箇所にはどのような文字が入

るのかを示したい。

3．5．2　対応するJlS漢字を入力した場合　（〈〉の扱い）

　「漁は「〈汽〉」と入力するなど、JISの漢字と対応する外字の場合、〈〉で囲ってJI

Sの漢字を入力した。この処理では、「汽車」という語を文字列検索しようとした場合などに、

「〈汽〉車」は不一致となって検索結果から洩れてしまうなど、コーパスの利用に不便をもたら

すことがある。検索の利便を優先すれば、〈〉はない方がよいということになる。一方では、字

体の情報も言語資料として重要な要素であるので、対応する字体を示す記号は、コーパスの情報

として不可欠のものだとする立場もある。

　資料性と利便性とを同時に満たすのは難しいが、どちらの立場にも応えることができる手だて

として、データファイルを二重化することで、対処しようと思う。すなわち、ファイルAでは〈

〉を付したままとし、ファイルBでは〈〉を取り去り、通常の検索にはファイルBを働、、字体

情報を必要とする場合はファイルAを参照する、という利用方法を想定して、コーパスの作成を

進めるわけである。コーパス作成の手順としては、ファイルAを作成した後、必要なもの以外の
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〈〉を一括削除してファイルBとするわけである。

　ファイルの二重化によって、コーパスに対する相異なる要求に応えることは可能になるが、別

の問題も生まれる。それは、データの保守の手間が増えることである。ファイルAとファイルB

とを、〈〉の有無以外常に等質に保っ労力を、用意しておかなければならなくなる。

3．5．3　JlSにない漢字の管理　（＝の扱い）

　JISに対応する漢字をもたない字には＝をあてることにした。その結果＝となった漢字は異

なりで500字近くにものぼり、＝の一ヶ所一ヶ所に本来どのような文字があったのかの手がかり

を、コーパス上から得ることはできない。3．3．1で考察したように、当初＝で処理した漢字の中

には、詳しく調査を進めれば、JISの中に対応する漢字を見出すこともできるものも含まれる。

しかし、それらを〈〉で囲んで置き換えるとしても、依然400字以上は＝が残り、問題は解決し

ない。

　＝を入力しないで、異なり字ごとに記号化して入力する方法も考えられるが、その数が数百に

ものぼるこの資料では、煩雑である。むしろ、＝の所在の出典コードを通して、漢字表を参照す

るようにするのが、扱いやすいであろう。漢字表には、大漢和辞典の検字番号を添えて同定を可

能にする。この手法でも、大漢和辞典にない漢字については、同定が不可能である。現段階では、

大漢和辞典にない漢字については、外字エディタによって作字して管理しているが、コーパスの

公開を実現する場合には、何らかの手だてが必要になろう。

3．6　今後の展開

　以上、3．1から3．5まで、『太陽』に見られるJIS外漢字について・現段階までの処理過程

のあらましと、コーパス作成を通して気付いた問題点を中心に述べてきた。資料性をできるだけ

高品質に保ちつつ検索利用の便にも配慮して、入力作業を進めることは、かなりの手間と作業者

の熟練を要する。特に、作成に着手して間もない現段階までは、試行錯誤を繰り返しながらの作

業遂行であった。しかし、こうしてひとまず1901年分の外字処理の記述を果たしたことによっ

て、今後、他の年次の外字処理の過程では、今回作成した漢字表や字体対応表などを利用して、

作業の効率をあげることが可能であろう。これは、『太陽』だけでなく、同時代の他の資料のコ

ー
パス作成にも寄与するものと考える。

　理論的には、コーパス作成の対象となる資料やその時代の漢字の用法を踏まえたうえで、外字

処理の方法は練られるべきものであろう。今回の報告は、外字の用法調査と処理の実践を併行さ

せる形となったが、処理方法を決めるためには、JIS漢字をも含めて、漢字の用法を総合的に

調査する必要性を痛感した。漢字の調査ば継続して行っていくつもりである。



4．　『太陽』コーパスを用いた作業

4．1　索引のKWlC化

　国立国語研究所国語辞典編集室では、国語辞典編集のための用例採集の一環として『太陽』を

とりあげ、1985，1901，1909，1917，1925，1928の各年における臨時増刊号を除く全62冊（最終年

のみ2冊、他は12冊）について、用例採集と索引作成作業を行ってきた。この用例採集は1行

あたり約1個という高密度のものであり、採集部分は文節単位としてルビ付で入力している。全

くの所在索引というわけではないが、これだけでは用例として不十分であり、原典を参照する必

要が生じる。機械可読本文があれば、これに文脈を付加してKWICにすることができる。コー

パス作成が1901年1月号から始まったので、その順に従い、索引を順次KWICに変えていっ

た。現在1年分が終了したところである。作業手順は下記の通りである。

（1）エラーチェック

　インデックス・ファイルと本文ファイルとを突き合せ、インデックスで指定された行に指定さ

れた文字列があるかどうかを調べ、あればその文字位置をインデックスに記入する。なければ前

後1行ずっについて同様の検査をおこない、それでも見付からなければエラーファイルに書き出

す。行がずれている場合は、行番号を本文に合わせる。

（2）複数チェック

指定された文字列が同じ行に二っ以上ないかどうかを調べ、あれば複数ファイルに書き出す。

（3）エラー箇所の探索および修正（人手による）

（4）複数ある場合の選定（人手による）

（5）KWIC作成
エラーチェックの際に付加した文字位置（バイト番号）に従ってKWICを作成する。また、

コーパスにはルビを入れていないが、インデックスの出現形部分にルビが付いている場合には、

それを生かしてKWICに取り込む。

文脈の長さは、さしあたり前を100字、後ろ（キーを含む）を150字にしたが、むろん変

更は可能である。
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4．2　文字頻度調査

　『太陽』コーパス1901年分（臨時増刊号を除く12冊）にっいて、すべての文字の頻度調査

をおこなったコード11敗字出現度数表（【別表3】）、頻度順文字出現度数表（【別表4】）

を作成し、さらに字種別延べ字数、異なり字数を数えた。

　延べ字数、異なり字数は「【表4】『太陽』コーパスにおける延べ字数と異なり字蜘に掲げ

る通りである。これは、コンピュータによる集計結果であり、外字がゲタ記号（＝）で入力して

あるので、異なり字数1となっているが、実際には3．3に示すように、500近くになる。また、

延べ字数も、手作業で桁った外字の調査とは、若干数値が異なる。

【表4】『太陽』コーパスにおける延べ字数と異なり字数

延べ字数 異な　り字数
記　　号 282804 69

数　　字 725 10
アルファベツト 5094 52

ひらがな 1409280 75

カタカナ 61247 84

特殊文字 3 3

特殊記号 807 5

第一水準 1367370 2824
第二水準 208006 2336
＝（ゲタ） 1062 1

計 3336398 5459

　【別表3】【別表4】もコンピュータによる集計結果そのままであり、人手による補完作業を

していないので、これらの表に記載された文字のうち、原資料に含まれない文字がいくつかある。

＝（ゲタ記号）のようにJIS外字と一字対応するものもあるが、そうでないものもあり、細か

くいえぱ延べ字数にも影響する。入カミスも十分少ないとは言えず、さほど厳密な値ではないが、

おおよその傾向は見て取れる。置き換え文字は以下の通りである。

　　①｛｝：割書き。　　【例】｛△は廣雅1いは後人の追加｝

　　②‖：割書きの中仕切り。

　　③　◇　：小書き。カタカナを小文字で表記したもので、現代の表記にないもの。

　　　　　　　　　　　【例】フ〈ヰ〉リエール、〈フ〉ヒラデル〈フ〉ピア

　　④《》：字下げによって会話文であることを示したもの。

　　⑤◇：字下げによって引用文であることを示したもの。

　　⑥□：印刷不良による判読不能文字。

　　⑦＝：外宅、
　　　⑧～～：くの字点。　　【例】いよ～～、ます～～、知らず～～　さま～“～

　　⑨〈〉：JIS内字に置き換えた外字。この統計ではファイルB（3．5．2参
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照）を用いたので、漢字は含まれない。

　　　　　【例】〈こと〉（合字）、『クオー、〈プ〉ヂス』

　　　　　　　愈〈々〉（二の字点）

4．3　エントロピーの計算

　情報理論では、n個の可能性のうちi番目の状態が現れる確率をpiとして、その系のエント

ロピーを

　　　　H＝一Σpilog2pi　　（単位：ビット）

で定義する。個々の状態の間に相関関係があるときは、状態iのときに状態jが現れる条件付き

確率をpiΦとして、条件付きエントロピー

　　　　H＝一ΣpipiΦlo92PiΦ
を導入する。

　これを文字体系にあてはめると、英字のエントロピー、仮名のエントロピー、漢字仮名まじり

表記のエントロピーというものが計算できる。この場合のエントロピーは、1文字当りの平均情

報量と解せられる。一般に文字種が多ければ、1文字当りの平均情報量が多くなることは直感的

にも予想できよう。でなければ、漢字のように数の多い文字体系を使うのは、はなはだ不経済だ

ということになる。

　上記の計算を実行するためには、まずpi、すなわち各文字の使用率を知らなければならない。

これは別表3「コード順文字出現度数表」から算出できる。次にすべての文字について一pil

og2piを計算し、足し合わせれば、所望の数値がえられる。『太陽』コーパスについての計

算結果は、＆61ビットであった。それと対照する意味で、1～6期の国定読本すべての本文を用

いて同様の計算をしたところ、7．56という値をえた。これは、前後の文字と関係なしに、個々の

文字の出現率だけを用いて計算したのであるが、文字の出現というものは相互に関係があり、条

件付き確率を使えば、この値はもっと小さくなる。その条件も、2字の推移確率、3字の推移確

率というように、情報が詳細になるにつれて、エントロピーは減少するものと思われる。ある字

種数で表現しうる理論上の最大のエントロピーで実際のエントロピーを割ったものを相対エン

トロピー、1から相対エントロピーを引いたものを冗長度と称する。できれば2次のエントロピ

ー
を計算して冗長度を算出したいが、5000×5000のマトリックス（2文字の推移確率）の集計

をパソコンで行うことはむずかしいので、今回は見送った。
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おわりに

　「コーパスの作成と活用」というテーマのうち、この中間報告では、作成の具体的作業に関わ

る問題に重点を置いて述べてきた。なかでも、外字処理の過程について多くの紙幅を割いたのは、

基礎的な処理でありながら、コーパス作りの初期の段階から最も頭を悩ませる問題であったから

である。この機会に、処理の過程で調査・検討したことがらを整理し、今後の作業の進行に役立

てようという目的と、他の近代語資料のコーパス作成にも参考になるような、方法論的な反省を

しておきたいという思いに、発している。1901年分に限っても、十分な調査が果たせたとはい

えないが、外字の検討は今後も継続していくつもりである。

　コーパスの活用は、コーパス言語学という言葉もあるくらい、多くの期待が寄せられているが、

ここでは、まだ作成途上ということもあって、活用に関しては低次元のことしかしていない。し

かし、学問的次元の問題はともかくとして、．所在索引に文脈を付加してコンコーダンスにする作

業は、実用上は重要なことであり、我々の当面の主たる目標でもあった。文字頻度調査とエント

ロピーの計算は、簡単に実行できるからやってみたにすぎない。本格的な活用はまだこれからで

ある。

付記：JIS外字の整理にっき、笹原宏之氏（国立国語研究所言語体系研究部）から御教示を

　　得た部分がある。記して、感謝申し上げる。
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【別表1】 JISに対応する漢字

漠字

番号

置き換え
　漢字

漢字 『大漢和』番号 頻度 用例 用例所在

aOO1 〈淫〉 渚
一

1 密費く淫〉 01－01・03203B13

aOO2 ＜蔭＞1 蔭
一

90 松方伯庇く蔭〉の下に 01－01・01031AO5

aOO3 ＜蔭＞2 蔭
一

9 水く蔭〉は關西から錦つて來てか
ら 01－01・01225C31

aOO4 〈怨〉 怨
一

58 〈怨〉めしげに障子を見上げなが
ら 01－01・01090B17

aOO5 ＜焔＞1
門焔
品 07〈0482＞19221 47 光く焔〉無く、理想無く 01－01・01019BO3

aOO6 ＜焔＞2
霞
絃 07〈0517＞19395 7 其氣く焔〉全國に濁漫す 01－01・04004B16

aOO7 ＜焔＞3 焔
一

3 氣く焔〉漸く騰らんとし 01－01・02228C13

aOO8 〈苑〉 苑
一

1 藝く苑〉小話 01－01・02152AO1

aOO9 〈拐〉 拐 一
5 金銭其他の費消く拐〉帯を爲す時

は 01－01・01175AO8

aO10 〈改〉 改
一

327 第二號議案薫則く改〉正の説明あ
り 01－01・01226C22

aO11 〈害〉
室
忌 03＜1017＞07165 3 星氏遭く害〉 01－01・09001CO2

aO12 〈感〉 威 一
1136 好望春海を眺むるが如きく感〉無

くんばあらず 01－01・01001D12

aO13 〈憾〉 滅 一
146 遺く憾〉ながら 01－01・01011B10

aO14 〈款〉

蕨
漏
5

06＜0625＞16085 105 最恵國條く款〉の均捨により 01－01・01011B19

aO15 〈監〉 監 一
354 〈監〉視規則の 0仁01・01052A11

aO16 〈間〉
門間
4
品

11＜0727＞41248 4 無業く間〉散なる者に非ざれば 01－01・03202BO4

aO17 〈丸〉
冗
廿 01〈0321＞00095 260 〈丸〉山作樂氏の 01－01・01030B25
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aO18 〈喜〉

琶
1
1
2
1
8

04＜1184＞11218 1 〈喜〉びと光明とは 01－01・12119A14

aO19 〈忌〉 忌 一
2 〈忌〉わしき非行沙汰が 01－01・13223B30

aO20 〈汽〉
冨
繍 07〈0179＞18019 245

蒸く汽〉又電氣のく起〉動力を假
り

01－01・01015A14

aO21 ＜紀＞1 紀 一
123 廿世く紀〉の第一年に當り 01－01・01002B20

aO22 ＜紀＞2 紀 一
519 十九世く紀〉の 01－01・01037AO1

aO23 ＜記＞1 記 一
271 要旨を筆く記〉して 01－01・01070AO6

aO24 ＜記＞2 記 一
7 鎭西游く記〉 01－01・03118BO1

aO25 〈起〉

題
、
漏
3 13＜1067＞49743 1733 憲政尋で行はれ、國會又く起〉る 01－01・01002AO5

aO26 〈糾〉

霧
2
品
7

08＜0964＞27267 2 少年客氣の徒をく糾〉合して 01－01・05026BO8

aO27 〈虚〉

屋
3
編

09〈1062＞32700 5
屠蘇の酔の寒く成たる巨燵哉　く

虚〉子
01－01・01160A21

aO28 〈叫〉

星
3
4
1
9

02〈0921＞03419 65 絶く叫〉せり 01－01・04069B14

aO29 〈僅〉

厘
蜘 02＜0661＞03007 6 〈僅〉に一時を＝縫することの 01－01・01022B11

aO30 〈荊〉
⌒荊繍
， 09＜0638＞30940 54 紫く荊〉關を出で 01－01・01047B15

aO31 〈減〉
寂
罵 02〈0158＞01675 752 削く減〉を加へて 01－01・01007B10

aO32 〈侯〉

疾
2
㌶
7

08＜0288＞23937 4 當時の諸く侯〉に説きて 01－01・02001DO7

aO33 〈喉〉 喉 一
45 鼻腔、〈喉〉咽などの 01－01・01156BO9

aO34 〈巷〉 巷 一
1

連日の降雨満く巷〉の泥津狼籍た
るにも係らず

01－0ト09230A24

aO35 〈慌〉 慌 一
83 恐く慌〉を 01－01・01017AO9
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・036 〈拘〉
⌒
拘
1
漏
5

05〈0128＞11865 4
其一般農業の衰退するにく拘〉は
らず

01－01・01015AO6

aO37 〈港〉 港 一
174 臨時海く港〉検疫所官制の件 01－01・01227C14

aO38 〈荒〉 荒 一
20

縄張をく荒〉してしまふやうなも
のだ＝

01－01・01226AO3

aO39 〈劫〉
寡
協 02＜0266＞01987 1 永く劫〉貧困の域を 01－01・01153BO5

aO40 ＜穀＞1 n穀2
品

08＜0917＞27067 151
日くく穀〉物、曰く獣肉即ち是の

み
01－01・01014A20

aO41 ＜穀＞2
窺
藍 08＜0614＞25221 10 各國に於けるく穀〉物産額 01－01・04181AO9

aO42 〈査〉 査 一
240 調く査〉すべきくこと〉を 01－01・01176A23

aO43 〈鎖〉

蓮
4
9
8
2
2

13＜1069＞49822 37 〈鎖〉港嬢夷の説が 01－01・0れ31A12

aO44 ＜殺＞1
穀
晶 06〈0775＞16638 455 大哲ソクラテスを刑く殺〉せし 01－01・01001CO9

aO45 ＜殺＞2
駿
蒜

07＜0480＞19210 1 笑く殺〉笑倒 01－01・14153AO1

aO46 〈爾〉
ひf
爾
品

01〈0956＞01244 13 〈爾〉高しと想ふか 01－01・04102A11

aO47 〈煮〉
賓
品 07〈0469＞19187 118 豫めく煮〉沸するか 01－01・01168AO6

aO48 〈廠〉 廠 一
10 東京海軍造兵く廠〉軍聲長 01－01・01231C27

aO49 〈捷〉

霧
1
品
5

05＜0336＞12445 44 迂路に似て却てく捷〉径なり 01－01・01071BO3

aO50 〈深〉 深 一
1 皇嶺揮筆氣く深〉醇 01－01・05080B18

aO51 〈刃〉
ひ｝1］・

緯
02＜0194＞01852 2 金色夜く刃〉の 01－01・01225C29

aO52 〈是〉 冒呂1
3
8
6
0

05〈0845＞13860 1 大院君李く是〉臆 01－01・01138B21

aO53 〈棲〉
⌒
蓬
1
2
2
2
7

05＜0262＞12227 8 全地球にく棲〉息する 01－01・01047AO2

／
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aO54 〈羨〉

実
巌
3

09〈0069＞28493 57 官途をく羨〉やむの 01－01・01030B16

aO55 ＜叢＞1
門叢
誌
2

06＜0538＞15492 2
五行家堪輿家く叢〉辰家天人家太

一家等
01－01・02145BO8

aO56 ＜叢＞2

蒙
翅
、 09＜0970＞32224 1 遣く叢〉終日思何事 01－01・05117BO1

aO57 〈其〉 升 一
7 〈其〉は 01－01・09057A23

aO58 〈惰〉
門｛惰
品 04〈1186＞11225 1 米國のく惰〉眠遂に醒め 01－01・08202AO4

aO59 〈帳〉
⌒脹
撮 10＜0791＞36843 2 人のく帳〉房に立入るべからず 01－01・12210BO2

aO60 〈牒〉
⌒牒1
晶

07＜0591＞19790 27 〈牒〉を通じしかば 01－01・01139A16

aO61 〈塚〉
⌒塚
繍

03＜0231＞05344 54 駒く塚〉橋 01－01・01081B21

aO62 〈泥〉

　　　　　　　　ノ

門泥
冒 03〈0↑63＞04981 2 悪むべきく泥〉坊螢業者も 01－01・02036A12

aO63 〈敵〉
⌒
趣
1
6
1
9
0

06＜0649＞16190 4
奢是我く敵〉なりとは古人の金言
だ

01－01・01071A13

aO64 〈顛〉
ひ
塑
2
3
8
0
2

08＜0266＞23802 1 巖く顛〉の巨石 01－01・04136A16

aO65 〈軟〉
門頼
漏
2

10＜1041＞38412 1 〈軟〉弱なる体質と怯儒なる性行
とを

01－01・10112AO5

aO66 〈熱〉 熱 一
717 國民のく熱〉望せる教育の普及 01－01・01006A18

aO67 〈配〉 配 一
43 一時學識ある人士までを支く配〉

せり。
01－01・01051A21

aO68 〈曝〉 曝 一
39 唐辛子をく曝〉し 01－m・01139B17

aO69 ＜妃＞1 妃 一
32 王く妃〉関氏は 01－01・01139AO5

aO70 ＜妃＞2 妃
一

30 アルギール公のく妃〉 01－01・01208B17

aO71 〈毘〉

眠
1
撮
2

06＜0807＞16752 1 好與茶く毘〉三昧火 01－01・03097A19
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aO72 〈弼〉
弼
翅 04〈0765＞09825 1 是登宮中輔く弼〉心 01－01・14080AO7

aO73 〈斌〉 斌 一
1 眞鍋く斌〉 　　　　　　　1

01－01・09231B14

aO74 〈弊〉
ひ弊
撮
2

07〈0737＞20672 16 選畢規則のく弊〉にして 01－01・01069AO5

aO75 〈柄〉 ⌒柄1
繍
3

05＜0150＞11903 40 最も喜ぶべき事く柄〉なると共に 01－01・01218BO2

aO76 〈並〉 ⌒善
臼 01〈0285＞00053 34 同校く並〉に逓信海軍雨省より 01－01・01230C11

aO77 ＜帽＞1
門
蝿
8
9
6
7

04〈0463＞08967 45 〈帽〉子に 01－01・01132B20

aO78 ＜帽＞2
ひ帽
協

04〈0463＞08971 8 土耳古く帽〉を被れる 01－01・07210B15

aO79 〈朴〉

界
1
扁
9

05〈0092＞11779 1 英製は質く朴〉有効 01－01・10216AO6

aO80 〈沫〉
門
速
1
7
2
3
6

06＜1004＞17236 4 飛く沫〉時に 01－01・03125A17

aO81 〈漫〉

寝
1
協 07〈0514＞19371 9 天眞欄く漫〉なる人也 01－01・01034A13

aO82 〈夢〉

塞
蜘 03＜0366＞05803 11 學者の迷く夢〉に過ぎず 01－01・14072B17

aO83 〈明〉
門明
漏
8

08〈m83＞23178 1 果して今年か將く明〉年か 01－01・01005B17

aO84 〈滅〉 滅 一
1 七回の定期度数を四回にく滅〉じ

たり。 01－01・01230BO7

aO85 〈摸〉

塞
1
2
6
4
5

05＜0372＞12645 6 これが臨く摸〉にか〉り 01－01・02144BO4

aO86 〈網〉 綱 一
6 法く網〉一打 01－01・02222B25

aO87 〈良〉 艮
一

115 三重奈く良〉京都に御出稜 01－01・01226B12

aO88 〈累〉
口
曇
2
誌
，

08〈1208＞28039 8 沙場のく累〉々たる白骨と 01－01・01151A21

aO89 〈隷〉 隷 一
13 満州及び直く隷〉の一部を 01－01・03217A15
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aO90 〈弄〉
穽
品 05＜0224＞12041

1
’

出く弄〉を要するくこと〉 01－01・01015BO6

aO91 〈浪〉 浪 一
28 廣津柳く浪〉 01－01・01081AO3

aO92 〈鰐〉

鰯
漏
7

12＜0777＞46597 4 尚ほく鰐〉たるを失せず 01－01・04024A24

aO93 〈偬〉
葱
冨 01＜0899＞01011 2 兵馬倥く偬〉の際にも係らず 01－01・07138BO6

　　　　　　　　‘

aO94 〈勿〉 勿 一
5 〈勿〉々以上 01－01・07212B28

aO95 〈匿〉
⌒
遅
1
8
0
6
2

07＜0189＞18062 4
その下澄潭く匿〉然として深さを
知らず

01－01・04127BIO

aO96 〈畔〉
ひ暖
誌

02〈0921＞03422 1 阿く畔〉婆羅摩の如き 01－01・14071B20

aO97 〈咤〉 陀 一
2

叱く咤〉するやうに矢聲を懸合つ
た

01－01・03091B18

aO98 〈吻〉 脚 一
8 長姻管をく脚〉へて 01－01・01140AO2

aO99 〈品四〉 口
品
協

04〈0293＞08295 7 聯方に菖石く岳〉に醇ひ 01－01・04136B25

a100 〈謂〉
霜
協 04＜0432＞08900 1 岐賄く需〉助罪を以て 01－01・02222AO3

a101 〈玄〉
⌒ム
廿 01＜0343＞00121 3 〈玄〉度の斯うのと 01－01・01110B23

a102 〈座〉
門陵4
漏
3

12〈0944＞47893 2 什く度〉しても治らない 01－01・04212A28

a103 〈惧〉 惧 一
11 疑く倶〉を清國人に招かしむる如

き 01－01・01061A21

a104 〈涌〉
門悉1
繍
6

04＜1099＞10846 7 猫逸を懲く源〉して 01－01・01048AO9

a105 〈愁〉
寂
繰 04〈1184＞11216 2 〈愁〉じ家があるお庇に 01－01・03092A22

a106 ＜葱＞1
門
箆
1
7
9
8

02＜0170＞01798 2 最も信く想〉すべき筋より出でた
る 01－01・01005AO1

a107 ＜愚＞2
ひ
遅
1
1
1
6
4

04〈1175＞11164 3 歴史として信く愚〉するに足るも

のは
01－01・04204BO7
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a108 〈罹〉 罹 一
21 〈罹〉病牛は 01－01・01230B32

a109 〈戦〉 戦 一
1 紅夷をく戦〉滅せし石刻あり 01－01・04135AO7

a110 〈捏〉
⌒捏
誌

05〈0313＞12345 1 悪事醜行を互にく捏〉造し 01－01・04073B10

a刊9 〈撹〉
門撃
滋
9

05＜0422＞12859 4 〈撹〉泣録之 01－01・03100B17

a112 〈楕〉 損 一
1

外來のモルモンをく措〉くると同
時に

01－01・10218B16

a113 〈勘〉
⌒酔3
誌
5

11〈0365＞39805 9 〈掛〉量く減〉刑を與ふるも 01－01・01052AO8

a114 〈勇〉
口菊
品

05〈0676＞13627 1 〈勇〉方 01－01・02016A16

a115 〈杞〉 杷
一

11 〈杞〉憂を免れざるものあり
01－01・01010A18

aれ6 〈検〉

掻
1
｝
端
9

05〈0401＞12779 65 輸入品は税關より毫もく椎〉束を
受けずして

01－01・01173B15

a117 〈酒〉 酒
一

26
其源をく酒〉養するくこと〉を爲
さずして

01－01・02003A10

a118 〈酒〉 洛 一
3 〈酒〉々として風をなし 01－01・03219B12

a119 〈潔〉 門淫
品
2

07〈0171＞17992 1 殆上漏下く黒〉 01－01・03100B11

a120 〈熈〉
窟
嵩

02＜0163＞01721 14 韓國皇帝李く熈〉陛下 01－01・01210B10

a121 〈條〉

径
7
6
3

01〈0825＞00763 3 忽忙く候〉忽の間に虜して 01－01・04121A11

a122 〈墳〉
寮
2
扁

07〈0955＞21148 7 海外く墳〉談 01－01・01213BO7

a123 〈圭田〉
室
還 07＜1126＞21877 883 空中に棲閣をく壼〉くの 01－01・01017A12

a124 〈瘤〉

癌
2
繍
1

07＜1201＞22511 2 多くのく瘤〉を生じ 01－01・09206BO2

a125 〈痛〉 瘤
一

6 癩く痂〉病を全治す 01－01・03211BO5
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a126 〈克〉
宕
念

02＜0091＞01466 5 〈見〉を見るも嫌だ 01－0卜14090BO4

a127 〈賭〉
⌒観
繍
3

10＜0331＞34913 1
青天白日をく賭〉るの幸福を得た
り

01－01・10030BO4

a128 〈棚〉 棚 一
10 〈硯〉砂百分の五 01－01・14161A16

a129 〈穽〉
門併
漏
4

11〈0792＞41574 1 恐しき陥く穽〉を出でS 01－01・07133A25

a130 ＜窟＞1

爾
1
繍

07〈0603＞19883 1 ＝〈宙〉月淡 01－01・03097A17

a131 ＜宙＞2

憲
裁
5

08〈0684＞25635 1 〈菌〉戸を開放し 01－01・12150B21

a132 〈罰〉 割 一
13 ブラッセル駐く罰〉掲逸公使 01－01・01216A29

a133 〈綱〉 ⌒網2
緯
2

08＜1082＞27532 1 彼のく絢〉を透ふして 01－01・07211AO6

a134 〈翁〉

詔
2
誌
3

09〈0113＞28693 1 夢中鳳風のく翁〉を蹟んで 01－01・04121AO5

a135 〈胚〉
門胚
嵐

09〈0260＞29296 1 病毒く胚〉腫の 01－01・12151A23

a136 〈爽〉
寅
繍 05＜0961＞14281 1 須く爽〉して 01－01・02126AO7

a137 〈薮〉

冤
縦
6

07〈0777＞20816 461 爾等の理想く薮〉に在り 01－01・01020B16

　　　1

a138 〈在〉
⌒
泣
3
1
5
6
5

09＜0821＞31565 1 政窯護會式にく在〉み 01－01・02047A11

a139 〈葬〉
門葬
撮 09＜0692＞31133 10

草く葬〉から簡抜された恩義があ

るから
01－01・02115A15

a140 ＜箆＞1 箆 一
3

〈箆〉麻子油コペイバルサム油、

ビルジニアシーダー油などS
01－01・03194A24

a141 ＜箆＞2 箆 一
2 肝油或はく箆〉麻油の一二杯を 01－01・05152B18

a142 〈寛〉
賓
撮 10＜0325＞34816 1 ＝離難く寛〉奮同盟 0仁01・09080AO9

a143 〈覧〉 覧 一
57 佛國大博く覧〉會は 01－01・01051BO8
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a144 〈廠〉

寮
3
繍

10〈0957＞37881 1 窃に葦く願〉したりしに 01－01・10003AO3

aμ5 〈廻〉
蓮
麺 11＜0045＞38868 3 踵趾相接して遠く週〉りつSある

所の 01－01・01022B24

a146 〈錠〉
門錠4
硫
5

11＜0499＞40185 ｛ 鋒く鎧〉動もすれば頴脱す 01－01・08033B22

a147 〈関〉
門
間
、
漏
2

11＜0749＞41362 1 〈関〉として萬籟聲なく 01－01・04203B11

a148 〈穎〉

露
4
㌶
7

12＜0174＞42957 1 六く緒〉を讃ましむるや 0仁01・08061AO3

a149 〈顧〉

寵
邸 12＜0588＞45305 1 各箇人は各々其く頗〉質を異にし 01－01・08050B16

a150 〈想〉
門麗
巌 12＜0358＞43964 3 〈想〉輪電を製して 01－01・03125BO7

a151 〈髪〉
ひ髭、
編 12＜0647＞45469 2 その人々のく髪〉髪 01－01・01146B19

a152 〈閲〉
門閲4
扁
5

11〈0756＞41405 2 内相く閲〉ぎ外相和する 01－01・08002AO3

a153 〈鴉〉 鴉 一
6 古木寒く鴉〉の荒たるけしき 01－01・03131A24

a154 〈鶏〉

霧
、
扇
、 11〈1034＞42124 14 〈鶏〉の落葉蹴散らすはたけかな

化蝶 01－0卜01160BO8

a155 〈臨皿〉 冨
隠 12＜0896＞47550 32 食く藍〉水を入れ 01－01・04190A17

注：

1）　【別表1】は、JlSになし渓字だが対応する漢字がJlSにあると半1断して、〈〉で囲んでJlS潮こ置き換

　　えて入力しだ漢字の一覧である。

2）漠字の配列は、置き換えたJlswaのコード順である。　aOOIから通し番号をふり、「漢字番号」とした。

3）「置き航浩」はコー／　〈x（ファイルA）で螂こならって＜＞ZllfifO（fiし七艀に複醐）字vabwa

　　められる場合は、1．2．3と番号を付して区別した。

4）　r漢字」に1よ　『汰陽』で使用される外字を示してある。『大漢和辞典』（大修館）に掲出される場創ま、その見出

　　し字をコピーして貼り込んだ。『大漢和辞典』に掲出されない場合は、外字エディタで作字したものを入力した、

5）　『大漢和梓典』にある字について1よ　「『大漢和］番号」を記入した。書式tま「巻番号く頁番号〉検字番号」である。

　　　『N漢和辞典』にない漢字には、　「一」を記入した。

6）　「頻度1｛よ　『太陽』lSO1年分での、当該外字の使用度数である。

7）　「用励に1ま原則として『太陽』lSOl年の初出例を掲け1その所在を「用9！所在」に出典コー円こよって示した。

　　出典コードは、「資料番号（OD一発行年次（01）・号頁段行番号」の形式である。
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【別表2】 JISにない漢字

漢字

番号
漢字 『大漢和』番号 頻度 用例 用例所在

⌒
bOO1 圭 01〈0317＞00076 2 新なる温薙輯穆の風＝を 01－0卜01044B14

76

⌒bOO2 ∵人 01〈0338＞00107 1 ノ＝の白帆 01－01・03123AO2

o107
門

bOO3 包 01＜0642＞00418 6 九＝及び金瓜のニケ虚にして 01－01・08228C12

418

門
bOO4 砧 01＜0694＞00510 1 船隻關津を覇＝するは 01－01・03105AO2

o510
門

bOO5 色 01＜0736＞00572 1 舞（所謂八＝）を奏し 01－01・07140B16

572

⌒
bOO6 芭 01＜0754＞00597 5 利を＝するの禁あり。 01－01・03105A10

597

bOO7
宿

01〈0831＞00774 3 ＝し遣遥中の人寂真外の景を覧ば 01－01・12137B14

一η4

bOO8
宿
o 01＜0892＞00964 3 吾はつひに話をかの＝父にゆづりぬ。’ 01－01・03121AO6

鮪

ひ
bOO9 倣 01〈0946＞01187 1 ＝誠の鑑とすべし 01－01・07137B23

o1187
bO10

宿
01＜0947＞01189 1 に、又桿僕豪奴、表民■＝ 01－01・03105A11

o“89

bO11 茜 01＜1033＞01375 3
則ち江寧江西の兵を調し亡新に赴き

01－01・03108BO1

1375

bO12 9家 02＜0127＞01584 1 洪■鴻隆■豊封戎＝歴朦 01－01・02016A15

o1584
bO13

門逝 02〈0160＞01706 1
其が痕跡もなく＝滅する楳にならんくこと

〉は
01－01・02012A23

1706

bO14
劉

02＜0268＞01999 1 水を張り藁を＝みて 01－01・10180AO1

o1999
bO15 爾 02〈0309＞02190 1 再版未だ剖＝を畢へざるに 01－01・12031B20

o2190
ひ

bO16 剰 02＜0310＞02217 1 李＝侯 01－01・13145A15

o2217
bO17

爾
02＜0359＞02281 1 相與に磨■切＝し 01－01・12147A11

o2281
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bO18
ひ匿
漏 02＜0475＞02683 1 怪巖匝＝の間に 01－01・04135B11

bO19
ひ
厘
2
6
8
9

02＜0475＞02689 2 ＝して玉壷棲と書す。 01－01・01140AO4

bO20 門厘
励

02＜0646＞02930 1 丹＝の石を削り 01－01・14118AO2

bO21
⌒厘
協 02〈0661＞03007 1 唯我邦文學者の多くが＝に彫琢の末技を枯

みとして
01－01・01022A16

bO22

圃
3
0
4
1

02〈0665＞03041 18 此法を完成＝行し 01－01・03022A22

bO23
門匝
翅 02＜0776＞03254 1 鄭有讃書情＝忘 01－01・04136B12

bO24 ⌒吻
翅 02〈0985＞03523 4 之を動揺して濃厚なる＝■を與ふべし 01－01・05153AO9

bO25

冨
翅 02〈0986＞03528 3 彼女は＝〈楳にいふ、 01－01・08087B22

bO26 ⌒ロ
伊
翅

02＜0997＞03579 1 ＝軋たる櫓聲 01－01・09116BO3

bO27 目庵
繍 02〈1046＞03770 1 氣息＝逼 01－01・12138A11

bO28
門
世
3
8
0
6

02＜1057＞03806 1 砂糖三百匁味＝三合 01－01・12153A18

bO29 ⌒
巴
3
8
0
8

02＜1057＞03808 1 目白の＝畔婆羅婆師が 01－01・12025AO9

bO30 門
匪
3
8
7
4

02＜1068＞03874 4 之を動描して濃厚なる■＝を與ふべし 01－01・05153AO9

bO31
ひ
圏
3
8
9
8

02＜1072＞03898 1 魚の■＝するが如し 01－01・04121A25

bO32 門
陛
3
9
1
0

02＜1083＞03910 1 鳳鳴＝々維れ嶽、 01－01・13059A13

bO33

匿
4
1
7
5

02〈1130＞04175 1 此れ胃病及＝雑を起すくこと〉あればな
り。 01－01・09199A25

bO34 門
醒
4
1
g
o

02〈1138＞04190 2 夏＝假格 01－0卜02016A10

bO35
曜
協 02＜1149＞04276 6 自も＝々たりしと 01－01・01214AO3
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bO36 ⌒敵
罵

02〈1151＞04299 1 其肉を＝ひ 01－01・07209B11

bO37
ひ
酋
4
3
5
0

02〈1154＞04350 1 魚の＝■するが如し 01－01・04121A25

bO38
　　門
．

壇
　
　
4
4
0
7

02＜1162＞04407 3 奨遅、奨＝、煩惜三人同行せり。 01－01・04103A12

bO39
門
睡
4
4
5
5

02＜1166＞04455 1 囁＝として唇頭に上らず 01－01・12043B18

bO40 門
墾
4
6
2
5

02＜1186＞04625 1 斧枝は＝然とした。 01－01・05086B10

bO41
門曝
活

02＜1187＞04631 2 刮＝■の一聲 01－01・04115BO5

bO42

函
4
6
5
8

02〈1190＞04658 6 木履＝まで向ひに來るべきことを 01－01・09130B22

bO43
⌒固
冒

03＜0073＞04797 3 氣が付いて見れは＝が無い、 01－01・03115AO1

bO44
茎
協 03〈0122＞04873 2 ＝凡三尺弱 01－01・13645ZO2

bO45
⌒妃
漏

03＜0128＞04888 15 悉く壊＝すと 01－01・04134A14

bO46
揮
諸 03〈0189＞05167 1 天送＝。 01－01・09129B16

bO47 門壊
協

03＜0190＞05179 1 永坂石： 01－01・09222A14

bO48
鐘
品 03〈0191＞05190 1 金剛薩二。 01－01・02104AO6

bO49 ひ喉
翅

03＜0211＞05253 1 短長＝亭数十里 01－01・04126BO4

bO50
門膣
認

03＜0225＞05323 3 田＝満目 01－01・03128BO1

bO51

塞
5
4
0
3

03〈0243＞05403 1 培＝の如く 01－01・12139AO4

bO52 ⌒
握
図
〔
n 03〈0243＞05404 1 丹＝に脆いて 01－0ト13059BO1

bO53

蓮
5
4
1
9

03＜0245＞05419 2 誰知黒夜穿＝入 01－01・09080A13
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bO54 門提 03＜0249＞05433 1 會議の＝限を振張して 01－01・10227A23
5433

ひbO55
±蓋

03〈0269＞05536 1 萬紫千紅委塵＝ 01－01・03097B23

o5536
⌒

bO56
塩
o 03＜0270＞05555 1 ＝嚢抄は文安年間に成りたる書なるが、 01－01・01142B14

鰯

bO57 量
03＜0272＞05558 4 猫逸の圓く細長い形のを圓＝凧式といふて 01－01・03199A10

鞠

⌒bO58 圭 03〈0302＞05698 1 ホウと言ふに因て＝の字を作り 01－01・02012B15
5698

bO59 璽 03＜0317＞05747 2 陳＝龍は 01－01・04220BO6
5747

bO60 竃 03〈0366＞05805 6 衿苓＝ 01－01・02016A13

蜘

bO61
葬
o 03〈0565＞05865 1 大太介＝蒲佳 01－01・02016A20

誕

bO62 寮
03〈0571＞05885 1 慶＝佛 01－01・02016A20o蜘

門
bO63 毬 03＜0685＞06206 1 南國由來名＝多しと聞きしこと詐ならず。 01－01・03132B16

6206

門
bO64 垣 03〈0696＞06232 1 月宮殿裡の＝蛾にもあらず 01－01・04119BO7o6232
bO65 梶

03〈0709＞06297 1 ＝々として 01－01・13023A19o噺
⌒bO66 楡

03〈0732＞06469 2 本邦人は＝安姑息を是れ事とし 01－01・10005A11
一6469

bO67
矯
o 03＜0739＞06533 1 補天休道＝皇力 01－01・04137AO6

鰯

bO68
蕪
o 03＜0755＞06701 1 主として其＝媚たる董風にも依れど 01－01・02153BO4

6701

⌒bO69 越 03〈0757＞06720 1 尭帝の二女は＝■の地に下されて 01－01・12023AO6
6720

bO70 遍 03＜0769＞06834 1 ＝秦政を失ひて 01－01・05115AO5
6834

bO71 璽 03〈0895＞07047 2 國民協會存鹸＝ 01－01・02080C10
7047

、
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bO72
⌒壁 03＜0895＞07051 1 痙＝を起こしたること 01－0卜09045A20

7051

bO73 究
03＜0897＞07058 1 好＝を詰り詐倶を防ぐ 01－01・03108BO8

o祇
ひ

bO74 。．
豊 03＜”26＞07380 1 洪■鴻隆＝豊封戎■鹿朦 01－01・02016A15

o7380
門

bO75
廷
o 04〈0115＞07559 2 自ら陥りて療疸二弱の列に加はり 01－01・10049AO9

7559

⌒
bO76 履 04＜0171＞07804 1 先賢の歩＝を　ふて、 01－01・12138B21

一7804

⌒
bO77 琶 04〈0229＞07957 1 ＝■山是なり 01－01・12136AO7

？957

bO78
⌒些 04〈0229＞07958 1

東北には霧島山彙の峰煤■■＝■籏々然
として相聚まり

01－01・04115A12

？958

bO79
碩
o 04＜0244＞08028 3

東北には霧島山彙の峰峰■＝■■籏々然
として相聚まり

01－01・04115A11

8028

⌒
bO80 幌 04＜0252＞08106 1 泥＝の日本居留地に至れば 01－01・02136B19

一8106

⌒bO81 拳 04＜0271＞08175 1 尤も■＝にして 01－01：12136B26

一8175

bO82
門鰐
o 04＜0288＞08263 1

東北には霧島山彙の峰峰■■■＝籏々然
として相聚まり

01－01・04115A12

8263

bO83
霧
u 04＜0289＞08267 1 尤も＝■にして 01－01・12136B26

噺

門bO84 瞑 04＜0294＞08326 1 重嶺複＝相連り 01－01・04126AO8

一8326

bO85
礪

04＜0300＞08391 1 奇石蛸巖相累積して、＝■の状 01－01・12136B26

一8391

⌒
bO86

噌
o 04＜0304＞08458 2 漸くにして峻＝壁立の虚にいたれば 01－01・03122BO6

與58

⌒
bO87 豊 04〈0304＞08460 1 ■＝山是なり 01－01・12136AO7

糾60

bO88
門燐
o 04〈0305＞08477 3

東北には霧島山彙の峰峰、＝■■■籏々然

として相聚まり
01－01・04115A11

與77

bO89

隔
一

04〈0306＞08488 1 小林呉＝の知冬 01－01・04070B18

拐88　．
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bO90
篠
誌 04＜0311＞08548 1 峰＝歳月去難回。 01－01・14080C17

bO91
ひ
避
8
5
7
9

04＜0316＞08579 1 沈＝之 01－01・13147B16

bO92
口琶8
6
2
2

04＜0318＞08622 2 遠く轡峰の＝然たるを望むべし 01－01・02213AO2

bO93
寄
頴 04＜0421＞08851 2 酒家の青＝春風に瓢へり 01－01・04145BO8

bO94
霜
協 04〈0432＞08900 2 特旨により府ず＝辮を命ぜられ 01－01・04220BO7

bO95
薩
誌 04＜0474＞09081 2 宇■芋子■呼奪＝無 01－01・02016A10

bO96
疇
品 04〈0480＞09127 1 徳濟＝載 01－01・07138B16

bO97
寅
協 04＜0592＞09398 2 古は＝開府象戯賦あり。 01－01・03136A14

bO98

蓮
9
4
3
8

04＜0603＞09438 2 派分＝嶺 01－01・03097A13

bO99 官芭
9
5
9
1

04〈0665＞09591 1 日中も平均八十九度以上に＝るくこと〉な
き由 01－01・07208B15

b100
穿
縞 04＜0668＞09610 10 環状＝が 01－01・02183B15

b101
門惑
蜘 04＜0793＞09983 1 筍＝嘗て曹孟徳に説て日く 01－01・05116A23

b102
門
往
1
0
0
9
4

04〈0825＞10094 3 皇帝を夢幼の裡に■＝する 01－01・10122A20

b103

宿
品
9 04＜0880＞10149 4 皇帝を夢幼の裡に＝■する 01－01’10122A29

b104
ひ
遍
m
1
7
4

04〈0901＞10174 3 隻餐唱＝旗亭客 01－01・03098A10

b105
涜
縁 04＜0984＞10403 1 將た愛に向て■＝渇仰し玉ふこと限りなく 01－01・10111B21

b106 門侃
嚇 04＜1018＞10496 1 自由と光明とを■＝するの 01－01シ12113A11

b107
琉
品 04＜1018＞10498 1 之れと相見ゆるをニるSもの〉如く 01－01・07034BO2
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門b108 椀 04〈1079＞10771 6 大抵＝惜の感を抱かざるものなかりしを 01－01・04030A10

o10771
b109

楊
04〈1082＞10803 2 ＝働戒嚴 01－01・10053AO1

o‘0803

門
b110 愉 04＜1086＞10815 3 將た愛に向て＝■渇仰し玉ふこと限りなく 01－01・10111B21

o10815
⌒b111 悠 04＜1099＞10839 1 留薄命以＝仕朝 01－01・05117A23

o10839
b112

極
04＜1131＞10949 1 壼風不折＝新聞。 01－01・05080C19

u10949
b113 檀

04＜1139＞11015 3 凱＝魁■恢 01－01・02016A20

o11015
b114

寂
出 04〈1161＞11115 2

＝い西洋風の公園内の諸所に並んで居られ

ても困るからね
01－01・03152B12

’1115

門
b115 愁 04＜1188＞11244 4

一群臆免縛名＝ 01－01・02080B10

o11244
門

b116 我 05＜0027＞11562 2 暴人に＝はれて逝けり 01－01・12002BO1

o11562
b117 琶 05〈0034＞11617 4 二十八年＝干の後 01－01・03002A21

11617

b118 垂 05＜0107＞11826 6 彼方へ＝れ、こつちへ＝ちれて、 01－01・02095A14

11826

b119
宙

05＜0185＞11961 1 濃翠を＝き 01－01・12136AO1

o11961
門

b120 聖
05〈0226＞12054 1 之を合せて沸涌紛＝、盤渦の勢をなし 01－01・04124B25

o12054
b121 ⌒携

o
05＜0229＞12081 2

今こ〉で利運組を諸君と共に＝り壊して仕

舞たところで
01－01・02085B13

12081

b122 蜜
05〈0236＞12096 1 碧苔を摩＝して 01－01・04133B19

o12096
b123

宿
05＜0237＞12105 3 仙蔓市公園地＝翠館に開く 01－01・01227A10

口12105

⌒b124 梧 05＜0243＞12124 1 彼は履物を突掛ける間も＝しさうに 01－01・10093B16

o12124
⌒

b125
掴
o 05＜0244＞12131 1 商民＝載して京に至る 01－01・03104B20

12131
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b126

蜜
1
2
3
5
9

05＜0323＞12359 2 敗を＝て功と爲す 01－01・03106B14

b127

蓮
1
2
5
8
6

05＜0359＞12586 3 背後から＝と突飛ばしたので 01－01・01108AO7

b128
門
摘
‘
扇
7

05＜0359＞12587 1 足下の才筆＝継何ぞ自在なる 01－01・10025BO4

b129

蓮
1
2
6
3
8

05＜0370＞12638 1 ＝要の位置にある人物に非ずんば 01－01・05129B21

b130

塞
1
2
6
4
5

05＜0372＞12645 2 上＝天の二字を刻す 01－0ト04135B14

b131

寝
1
2
6
9
1

05＜0378＞12691 1 ■■＝■の畦を受くるが如きは 01－01・03098B18

b132
門
‡
掌
｝
嚇 05＜0378＞12693 1 二本の木切にて其を＝え居るを 01－01・07097A16

b133
門撞
巌 05＜0379＞12694 2 横議ノ傾勢ヲ＝へ 01－01・01219B16

b134

審
1
協
2

05〈0383＞12712 1 ＝節以て久遠の計を爲すべし 01－01・03105A25

b135
霧
協 05〈0390＞12728 3 字典に音義同＝、 01－01・02146AO8

b136
ひ樋
協
8

05〈0401＞12778 4 O老＝の狂人村 01－01・09212A21

b137 門
筈
1
2
8
0
8

05〈0414＞12808 1 翠蓋＝雲古梵城 01－01・04137B19

b138

癩
1
｝
裁

05＜0433＞12900 1 萬國の制度文物を釆＝し 01－01・10049AO4

b139

掻
撮
2

05＜0439＞12932 2 偶然を＝過せる 01－01・10039A16

b140 門擢
繍

05＜0440＞12951 1 大手腕を揮＝して 01－0ト12148A15

b141 ⌒
塾
1
3
4
0
6

05〈0557＞13406 1 三綱素れ九法＝るの状に陥る　　　　　c 01－01・02024B11

b142 ⌒旛
撮

05〈0705＞13685 1 日く■、曰く■、＝といひ、旛といひ、 01－0ト12004B19

b143
ひ旛
繍 05〈0705＞13686 1 曰く＝、曰く■、■といひ、旛といひ、 01－01・12004B19
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⌒
b144

旗
o 05〈0709＞13691 1 曰く■、曰く＝、■といひ、旛といひ、 01－01・12004B19

13691

ひb145 迂 05〈0749＞13751 1 聖明の宵＝治を求め玉ふを思はずや 01－01・01219AO4

13751

門
b146

　
　
日
向
ぷ

05〈0868＞13903 1 凡そ半＝にもあまり 01－0ト07142A10

o13903
ひ

b147
晰
o 05＜0883＞13954 7 侯は明＝なる頭脂を有し、 01－01・03030B10

13954

ひ
b148 葺 05＜0904＞14005 1 圓形の日＝儀中に記録せられ 01－01・02180B14

14005

⌒b149
‖奄

05〈0910＞14013 1 城内の槙閣鱗々相＝映し、 01－01・12136B20

o14013
⌒

b150 瞳
o

05〈0944＞14224 3 ■酒吊斜＝ 0可一〇1・04133AO1

1422’8

門
b151

蜴
o 05〈1009＞14311 1 ＝來電話何其惟。 01－01・04080B19

143U

⌒b152 楊 06＜0253＞14585 1 斯道の後進の枯膓＝腹を潤して 01－01・03144A19

oN585
b153 祝

06〈0326＞14758 1 竹、椰子、＝榔子などの 01－01・03193B16

o14758
b154 裾

06＜0326＞14759 2
一艘の大きな雨＝船が 01－01・02094B17

o14759
b155

霧
o 06〈0345＞14817 1 木の字を加へて＝となし 01－01・02012B17

14817

b156 握
06〈0423＞15094 2 乗＝奉使不猶人。 01－01・13080AO4

o15094
ひ

b157
健
一 06〈0453＞15136 1 竹＝金堤告成績 01－01・03098AO9

15136

b158 椙
06＜0466＞15155 2 照相記を作りて之を＝間に掲ぐ。 01－01・03100AO9

一15155

b159
積
o 06＜0466＞15163 2 丸尾＝治郎 01－01・01231B43

15163

⌒b160 樹 06〈0484＞15272 1 亭＝林端に掩映す 01－01・04135A17

u15272
b161 窟

06＜0491＞15295 1 陶陶清興酒三＝、 01－01・08れ6B15

o15295
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b162 口
案
繍7

06＜0500＞15347 1 ＝駄師の培養になれるものは 01－01・13204A25

b163
覆
扇 06＜0530＞15449 1 柳も、茨も＝子も先を孚つて若芽を出して

居る。 01－01・07102B19

b164 ⌒橿
品

06〈0578＞15660 1 東京語にも＝鉢の「アタリバチ」、火事の
「カジ」などは、 01－01・01206AO6

b165
塀
扇 06〈0580＞15679 1 ＝の外皮を與ふべしご 01－01・05152B14

b166
稿
扇 06＜0611＞15946 1 手に残った＝一っで 01－0｛・04146B15

b167
家
届 06＜0623＞16061 1 未たポ氏の馨＝に接したることなきも 01－01・13022BO9

b168
冤
緬 06＜0742＞16408 1 崩＝莞卒死没の別は 01－01・02020BO1

b169
霰
繍 06＜0779＞16647 5 鴨川の水隻六の＝子と並び稻せられたる彼

等は 01－01・05115BO9

b170

憲
扁
5

06＜0853＞17075 3 香火気＝常に絶へず、 01－01・04134A20

b171 ひ
迎
1
7
1
5
7

06＜0949＞17157 1 尭帝の二女は■＝の地に下されて 01－01・12023AO7

b172 口
伽
嬬

06〈0962＞17186 3 此弊は畢＝の湖北に在るに始まる 01－01・03106B24

b173
犀
晶 06〈1073＞17323 2 ＝池に封す 01－01・07138B11

b174
窪
嬬 06＜1092＞17382 1 洪＝鴻 01－01・02016A15

b175

寮
協
2

06＜1158＞17492 2 孟子に洪水＝水也と見ゆ 01－01・02016B18

b176 ⌒淳
晶 07＜0003＞17594 1 活々たる澆＝の世界 01－01・13025AO9

b177
ひ淫
巌 07〈0005＞17596 1 占領に＝誕したるくこと〉 01－01・14134AO5

b178
家
儲 07〈0009＞17609 1 貴尤を＝鹿に顛り、 01－01・03103BO2

b179
霧
撮 07〈0088＞17699 4 打ち渡す海は＝漫として 01－01・05113A15
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b180
門絹
1
協

07＜0121＞17809 2
一角鴻山枕海＝。　　　　　， 01－01・04135A12

b181 ⌒
遁
1
8
0
1
0

07＜0178＞18010 1 川映に力戦し、＝逆を破走するも 01－01・03109A14

b182’・
⌒
隆
1
8
0
3
6

07〈0186＞18036 1 敢て＝評を試みざりしのみならず 01－01・04217A25

b183
⌒
遅
1
8
0
9
2

07＜0195＞18092 1 ＝浩に衣を■ぶるの厄あり。 01－01・13060A16

b184

湿
誌
9

07〈0220＞18139 1 浮雲の富貴、＝沫の利名に 01－01・04202BO5

b185 ⌒
遊
1
8
1
6
4

07＜0238＞18164 1 朝タ窓に風＝の影を動かす 01－01・14116AO7

b186 ⌒潭品
、

07〈0243＞18174 2 ＝泉の諸峰艇椀として 01－01・04131B18

b187
⌒漬
繍 07＜0269＞18251 6 やがてこれを＝装して 01－01・02144BO4

b188 ⌒漂
晶

07＜0273＞18256 1 寧國建康等より、＝陽に入り 01－01’・12138B11

b189
ひ撤
励
9

07〈0287＞18319 1 奈何但澄＝。 01－01・12139A17

b190 門瀧1
滋
2

07＜0296＞18392 1 犬牙参錯せる岬崎湾＝のたSずまひ 01－01・03123AO5

b191
⌒
題
1
8
8
1
1

07〈0355＞18811 1 京景＝浩晧■荒 01－01・02016A16

b192

禰
硫
9

07＜0356＞18819 3 其波＝の重畳するに從ひ 01－01・14018BO9

b193
門湊
1
嵐

07＜0358＞18833 3 ＝永遵遷四城を棄て〉 01－01・03102A24

b194
門焙
撮
9

07＜0387＞18939 1 ＝姻捲地書臆硫 01－01・08137AO5

b195
ひ舷
繍

07＜0387＞18948 3 鮮衣美食に＝し 01－0卜03105B21

b196

撰
品
2

07＜0413＞19012 3 玉骨擁■＝ 01－O卜03097A16

b197
ひ
麩
1
9
1
2
8

07〈0460＞19128 1 凱■魁＝恢 01－01・02016A20
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b198 ひ燃
扇
7

07＜0461＞19137 2 第七は＝衝性白痴なり。 01－01・07038B20

b199
⌒蝦
㌶
3

07＜0466＞19173 4 先づ之を＝焼す 01－0卜13166A19

b200

犀
品
、 07＜0466＞19174 1 帝＝惟れ年に明也。 01－01・13059AO5

b201
門樵
㍍

07＜0521＞19410 1 日に＝けて顔色の黒きは 01－01・07211AO6

b202 霧
歳

07〈0555＞19541 4 ◎＝梅文’ 01－01・03097AO7

b203

霰
1
品

07〈0555＞19544 2 ＝燭を鮎して 01－01・14099A15

b204 n
握
1
9
8
9
0

07〈0603＞19890 2 惟天＝民、 01－01・07141AO8

b205 ⌒
芭
2
0
0
5
4

07〈0656＞20054 2 勢如＝角幾時成 01－01・02080B17

b206
門堅
漏

07＜0656＞20060 1 賢＝腎寄■ 01－01・02016A17

b207
⌒眠
嶽 07〈0901＞20916 4 宗＝圖 01－01・04700ZO2

b208

霧
品
5

07＜0929＞21015 1 孔＝之 01－01・13147B16

b209 ひ
甥
6
2
繍
8

07〈0930＞21018 1 榔＝より榮成山に至り、 01－01・03133BO3

b210 門王
争
品

07＜0932＞21060 1 又＝■と云ふ、半月池あり 01－01・04135A22

b211 ⌒珠
品

07＜0934＞21071 1 又■＝と云ふ、半月池あり 01－01・04135A22

b212 ひ
馨
2
U
8
8

07＜0963＞21188 1 男子宜任＝國聲。 01－01・08080B10

b213

蓮
2
1
2
5
3

07＜0969＞21253 2

　　　　　　　　　　　　　　　　〈

宍戸＝氏莞ず 01－01・13230C24

b214 ひ黎
扁 07＜0980＞21324 2 浄破＝鏡 01－01・04080B16

b215

塞
2
品

07〈0986＞21361 1 市村＝次郎 01－01・08229C37
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⌒
b216 腿 07＜0990＞21380 2 議斯瓜＝永綿綿 01－01・01080B15

o21380
b217

忠
用 07＜1050＞21717 2 江＝の首府たるを以て 01－01・14206A24

o21717
b218 一

嚇 07〈1179＞22242 2 病院出＝ σ1－01・08080B16

u22242
門b219 瘤 07〈1188＞22359 2 増租盲賛忽粧＝。 01－01・04080C19

o22359
b220 逐 07＜1197＞22453 3 瘡疲勤敵未容＝ 01－01・01080C15

22453

ひb221 痩 07〈1210＞22634 1 顔至最＝時上乗。 01－01・13080B18

o22634
門

b222 肝 08＜0158＞23124 1 宇■芋干＝呼 01－01・02016A10

o23124
門

b223 販 08〈0187＞23183 1 ＝反般薬絆伴 01－01・02016A19

o23183
⌒b224 胸 08＜0211＞23307 1 四方を遍く＝したが 01－01・09085AO6

一23307

門b225 輪 08＜0228＞23416 1 ■■蘇＝ 01－01・02016A19

o23416
⌒

b226 睡 08＜0230＞23439 13 眼を＝つて 01－01・01085AO4

㈱
⌒

b227 膣 08〈0240＞23532 2 乖＝分離、 01－01・10049A14

23532

⌒
b228 瞳 08〈0249＞23619 2 雍正間同知季＝脩す 01－01・04135B23

23619

b229
展

08＜0254＞23689 3 眼を＝つて 01－01・10092A10

o㎜
b230

蓋
08〈0268＞23836 1 其鹸は屏の如く、＝の如く 01－01・12137AO2

一238舗

門b231
石乞

08＜0343＞24043 1 ＝々として倦まざる翁の如きは 01－01・14036A25

一24（図3

門b232 碇 08＜0350＞24110 2 此一言脂後の一＝汁といふべく 01－01・03151B22

一24UO

⌒
b233

石刑
08＜0361＞24175 4 支＝古刹に抵る 01－01・12136A20

o24175
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b234

唇
2
繍
。 08＜0363＞24200 1 ＝々たる小人とは 01－0卜07012A14

b235 口硝2
遠
2

08〈0367＞24232 1 偶ま磯＝不毛の部分なきにあらずと錐ども 01－01・010”A19

b236
門珊
嵐
4

08＜0369＞24244 1 恰も貿刀の新に＝より稜せしが如くなりし
かば 01－01・03145AO7

b237
ひ
石
鬼
2
㍍
，

08〈0392＞24392 1 土＝は谷間に落ち 01－01・14141B15

b238
⌒
璽
2
4
4
3
1

08〈0397＞24431 3 ＝砂若くは食藍 01－01・13175BO6

b239

寡
2
嶽

08＜0409＞24545 1 ＝石の中毒には 01－01・05152B15

b240

畷
2
逗
2

08＜0409＞24552 1 爆竹の聲、＝然天地に轟く 01－01・07139A17

b241 ⌒畷2
繍
o

08〈04W＞24580 3 壁臆機畿銃＝拒戦至干午後五時 01－01・08136B23

b242

寵
繍
、 08〈0412＞24586 1 相與に磨＝切■し 01－01・12147A11

b243
露
㌶ 08〈0413＞24597 2 陰森の氣の碕＝するところ 01－01・03122BO2

b244 ひ磯
巌
3

08＜0414＞24613 1 辛苦研＝するを以て 01－01・10172AO9

b245 ひ眺
撮

08＜0467＞24693 1 新廟＝祀の大禮 01－01・13060AO8

b246
ひ稻2
漏
7

08＜0475＞24737 1 當年關塞付輝＝。 01－01・04135A12

b247 門薩
2
繍

08＜0484＞24761 1 宗廟寝陵の＝祀を終へ 01－01・12061BO8

b248 門祇
緬

08＜0570＞25000 3 ＝好盲從昆谷客。

　　　　　c

01－01・04080C10

b249 門
琶
2
5
0
6
8

08＜0578＞25068 1 ＝及董葉を載断して 01－01・03189AO9

b250

棟
2
誌
6

08〈0596＞25126 3 鰹節、＝奏、白木綿、硝子板の 01－01・07228B25

b251
電
巌 08〈0657＞25438 1

一の空＝を穿ち 01－01・07208AO4
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b252
ひ牢麺
。 08〈0659＞25440 1 ＝れなるだけ 01－01・03202BO8

b253 只邑2
5
4
5
8

08＜0660＞25458 1 中央の一綾窃＝ 01－01・12138AO3

b254

蕉
麺
2

08＜0673＞25582 1 斗■の才、穿＝の智にして 01－01・03037BO4

b255

籏
2
㌶

08＜0681＞25601 1 亦徒らに其の惰＝のロ實に資するのみと。 01－01・03105B25

b256

霧
2
涜
2

08〈0786＞26032 3 ＝窟月淡、 01－01・03097A17

b257

冨
2
涜
2

08＜0789＞26062 22 四択の＝隙あり。 01－01・08169B11

b258

容
濡
， 08〈0791＞26077 2 斗＝の才、穿■の智にして 01－01・03037BO4

b259
門箆2
晶
2

08＜0795＞26132 1 ■鼓、鼓■、■＝、 01－01・07140B17

b260

室
邑
2
6
1
3
5

08＜0796＞26135 1 悪＝怪禽を 01－01・03122BO2

b261
實
晶

08〈0830＞26299 2 ＝■港の風景頗る佳なり 01－01・04135A18

b262 宕
局
2誌3

08＜0830＞26313 3 自在に＝を左右に振ひ 01－01・04121A10

b263
霰
緯 08＜0844＞26455 1 ＝々たる天籟妄想を撹破し 01－01・04133B17

b264

憲
巴
2
6
6
1
0

08＜0862＞26610 1 ■＝港の風景頗る佳なり 01－01・04135A18

b265
門籏
繍 08＜0874＞26734 2 仙＝に上ぼりしは 01－01・03045BO4

b266 ひ邊
漏

08＜0880＞26801 2 祭壇ありて、＝豆を陳ね 01－0卜07138B25

b267

霧
2
撮
9

08＜0917＞27069 9 0蘇蘭に於ける果＝製造 01－01・09167B15

b268

寵
2
撮

08〈0919＞27087 1 粗＝に機械の作用を受くることは 01－01・02181A25

b269

統
2
濡
7

08＜0958＞27247 3 時平の一＝袴子たりしこと 01－O卜03037B10
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b270

寂
2
嬬

08＜1019＞27345 1 祥徴麟＝、 01－01・07139BO2

b271
掘
嶽 08＜1025＞27370 1 歳計の支＝を來せる原因の重大なる者は 01－0ト03106BO1

b272

羅
2
嶽

08＜1032＞27394 1 パラより＝育に 01－01・09210BO8

b273
絹
漏 08〈1066＞27485 1 生＝前取江南春 01－01・03098AO7

b274 門錘
嶽

08＜1083＞27538 1 紡二虫 01－01・02200B23

b275
ひ
蓉
2
7
5
5
5

08＜1093＞27555 1 自奉＝薄。。 01－01・03100B10

b276
窺
品 08＜1110＞27597 1 衰＝■鯨 01－01・02016A19

b277
門
運
2
7
6
9
5

08＜1136＞27695 1 衰■＝蘇 01－01・02016A19

b278
⌒
螢
2
7
？
3
3

08〈1138＞27733 2 坦々たる新道、紆＝して上り、 01－01・03119AO8

b279

羅
漏
。 08＜月40＞27750 3

めて十六、清き眼、碧瑠璃を磨き、豊頬白＝にて紅玉をつS

01－0卜01”8A22

b280 n温
協

08＜1141＞27757 2 衣倣＝抱。 01－01・09219B14

b281

繋
2
漏

08〈1159＞27831 1 如何に外部より之を＝維せんとするも 01－01・02006A16

b282 門
璽
2
8
｛
｝
9
3

08＜1217＞28093 1 大二の西南に向ひしは 01－01・13224B”

b283
観
晶 09＜0005＞28153 1 見＝内所挿折枝梅花泳凍而枯 01－01・03097A10

b284

璽
編
7 09＜0006＞28167 2 殊に其方今力をニ〈して 01－01・04024BO7

b285
罎
㌶

　　　　　　　　　　　　　＼

09＜0009＞28190 3 寒夜擁＝■火 01－01・03097A10

b286
完こ2

8
2
1
7

09＜0011＞28217 2 蓋し＝なるべし 01－01・05065B14

b287
門翻
励 09＜0134＞28810 3 頭白き鵠烏のみ長き尾を悼かして頽垣の上

を＝翔す。 01－0卜0刊40BO4
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b288
ひ耕
嶽
8

09＜0182＞28978 1 牛は運搬粗＝の如きものには 01－01・09190A18

b289
藤
㌶ 09〈0218＞29124 1 ＝離難寛薔同盟。 01－01・09080AO9

b290

蜜
　
2
嶽
5

09＜0228＞29175 1 之を辮疏せんとする彼＝々者流を外にし 01－01・13025A16

b291
門胴
屍

09＜0303＞29426 1 ＝脂更抹團珍報。 01－01・05080BO5

b292

聴
2
嶽
8

09＜0318＞29508 1 叢＝を招きたり。 01－01・03104BO1

b293 ⌒腎
麺
2

09＜0331＞29582 1 頗る肯＝を得たるものなるを 01－01・10067BO8

b294 n睡麺
3

09＜0332＞29593 1 黄＝を過ぎ 01－01・03133A22

b295
⌒縢
㌶

09＜0352＞29749 1 ＝ 01－01・09648Y11

b296
展
撮 09〈0352＞29758 2 朝鮮の土地豊＝にして 01－01・05062A19

b297
⌒
睡
2
9
8
9
5

09＜0369＞29895 1 無＝廉粗鹿薄 01－01・02016A10

b298
ひ■
嚇
6

09〈0440＞30206 1 碩■石斥＝変亦 01－01・02016A11

b299
門刮
繍 09＜0466＞30279 1

願はくは＝目して新校長正木氏の爲す所を

観む
01－01・10042BO2

b300 門楯
㌶
7

09＜0494＞30477 1 ＝七呪八にして 01－01・08204BO4

b301
門騰
3
㌶

09＜0498＞30564 2 即ち＝を停め 01－01・12136AO4

b302
門帝
縁
8

09＜0561＞30748 1 血膜多くは＝赤色を帯び浮腫す 01－01・03189BO2

b303
⌒莉
3
品

09＜0692＞31134 1 薔薇に＝ある如く 01－01・14007BO8

b304

寝
3
緯
8

09＜0790＞31428 1 人＝を責るを名として 01－01・03104B11

b305
⌒蔵
3
漏

09〈0805＞31456 1 綿＝として■＝ 01－01・13059B24
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b306

寵
3
協 09〈0861＞31725 2 其用亦昔日に倍＝するに至り 01－01・03166A18

b307
ひ葱
3
品

09＜0863＞31741 1 肉豆＝擦子あり 01－01・03176AO4

b308

簗
3
撮
2

09＜0898＞31892 1 縁日のおぼろ月夜や猿芝居　＝杖 01－01・04160AO3

b309
口
邑
3
1
9
5
4

09＜0906＞31954 1 ＝■反般薬絆伴 01－01・02016A19

b310
蜜
嶽

09〈0906＞31958 8 ＝苔　九斗六升　七斗四升 01－01・03693ZO8

b311
塵
逗 09〈0969＞32212 6 ＝芥の性質に關する研究 01－01・02185A20

b312
皇琶3
2
4
8
0

09〈1026＞32480 1 揚文＝日， 01－01・14150A17

b313
寵
嶽 09〈1040＞32574 1 姻波澹蕩＝棲皇。 01－01・04134B17

b314 門
聾
3
2
5
8
3

09〈1041＞32583 1 人心萎＝の社會に 01－01・05001CO7

b315
ひ整’
繍 09〈1043＞32591 1 そのまS粉＝して奈落の底に飛ばされしか

と 01－01・07132B12

b316

寛
3
撮

10〈0001＞32805 2 上には＝松算を乱して拗曲し 01－01・03125A13

b317

厨
3
撮 10＜0010＞32882 2 各種の＝虫 01－01・10180BO4

b318
門蚊㌶
。 10＜0012＞32900 2 便有青＝無翼飛。 01－01・09080A13

b319

垣
㌶
1 10＜0016＞32941 1 ■＝の害は 01－01・09187AO8

b320

握
3
晶

10＜0058＞33268 1 迂廻＝挺せる膓管、膀胱、 01－01・02203B18

b321
⌒
蠣
3
㌶
、

10＜0077＞33494 1 鮫＝の聚るが如く 01－0ト04121A24

b322
⌒
響
3
3
6
8
2

10〈0102＞33682 1 ＝■の害は 01－01・09187AO8

b323

鵠
3
繍
3

10＜0118＞33873 1 性傭患未＝と 01－01・05117A25
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ひb324 些 10〈0132＞33968 5 優＝備さに至る 01－01・03105B13

33968

ひ
b325 芭 10＜0205＞34214 1 碩＝石斥■変亦 01－01・02016A11

34214

b326　’
⌒裡 10〈0211＞34257 1

草を＝にして二人ばかり釣竿を下して居
た。

01－01・07103A22

34257

b327
穣
o 10〈0230＞34353 1 ＝装の上から賛をしてある 01－01・12121BO3

34353

b328 衰
10〈0231＞34355 1 闘＝（狩衣の如き衣）の上に 01－01・13141AO8

o34355
⊂

b329 衰 10＜0251＞34470 1 無稽架空の談を＝めて 01－01・13144A13

o銅470

門
b330 察 10〈0255＞34513 2 未融＝帷柳北望撹劒氣成虹建中 01－01・02144B19

o34513
門

b331 襲 10＜0257＞34535 4 隈＝なる裸体壼を 01－01・01037B22

o34535
b332

屡
o 10〈0278＞34741 2 所謂帯には短かし＝には長しと云ふ評を 01－01・09182A22

34741

b333 観
10＜0344＞34974 1 孟絢柳宗元早く之を＝破せり 01－01・12034BO7

o34974
⌒

b334 胱 10〈0370＞35069 1 巨＝を引いて別を惜しみ 01－01・04116AO6

o35069
b335

寵
o 10〈0373＞35123 1 都＝奢 01－01・02016A11

35123

⌒
b336

評
o 10＜0392＞35233 3 ＝芋子■肝 01－01・02016A10

35233

ひ
b337 些

菖 10〈0423＞35344 2 卿に封する＝怨とは 01－01・05015BO9

35344

b338
⌒
言
巨
o 10＜0427＞35370 1

斯の如くして＝そよく教育の振興を遂げ得

べき
01－01・07220A16

35370

⌒
b339

澹
u 10＜0459＞35458 1 ＝花將に落ちむとするに至りて 01－01・03128B16

35458

b340
謡
o 10〈0462＞35466 1

臣所＝誤、且法皇有遵承知之故事之旨、終

至此耳、◇
01－01・01120B25

35466

b341
請

10＜0483＞35552 1 ＝鋪敷圃 01－01・02016A11

o35552
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b342
門誘
3
撮

10〈0510＞35636 1 將た誰にか推＝せんや。 01－01・02220BO7

b343
璽

邑
3
5
｛
ヌ
翼
［

10＜0522＞35660． 2 眞率に自己の憧悔を亡友にニげていへるあ
り 01－01・05029B11

b344

譲
撮
。 10＜0543＞35750 1 外其侮りを防ぐの策を＝る〉が如きは 01－01・04217A27

b345
護
麺 10＜0551＞35801 2 諮＝者也 01－01・01021A16

b346
認
百
臼
湿

10〈0569＞35831 3 誤墓＝碑 01－01・08221A30

b347
ひ謝
撮 10〈0574＞35873 3 老奴＝劣 01－01・01123AO3

b348

窯
撮
6

10＜0590＞35976 1 十除の＝棲、わつかにその一を剰すのみ 01－01・03126A20

b349
ひ麿
㌶ 10＜0595＞35991 1 呼べば＝えんとす 01－01・04132A17

b350 寵
嘉 10〈0618＞36120 1 部下皆＝服す 01－01・04137AO1

b351
霰
繍 10〈0631＞3619｛ 1 弘宏＝杁 01－01・02016A12

b352

密
繍
7

10〈0632＞36207 2 つひに＝留の一大深堅に下りぬ。 01－01・03122A25

b353

霧
緬
4 10＜0665＞36404 1 ＝布を荊呉に覆へせりと。 01－01・03103BO2

b354
門賓
婦

10〈0749＞36747 1 先生の如きは此の二者を兼＝し、 01－01・02225AO2

b355
門趨
嶽 10〈0893＞37303 1 輕＝鋭利なる巡洋艦に 01－01・04026A12

b356 ひ陀3
嬬
2

10＜0907＞37452 1 雄圖空しく蹉＝し 01－01・10022A10

b357

姐
撮
5

10＜0909＞37475 1 蹉＝するに至るは、 01－01・08072A21

b358
雇
晶 10〈0923＞37560 1 島山の＝■たるが連ね合ひて 01－01・03128AO2

b359
ひ捗
3
晶

10＜0923＞37568 1 座制、牧飲、苦役、＝躁を偉らず。 01－01・01045AO3
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b360

銃
漏
6

10＜0932＞37646 2 島山の■＝たるが連ね合ひて、 01－01・03128AO2

b361
門賜
3
漏

10＜0932＞37648 5 神將の脚尖之を＝て 01－01・04127B23

b362

　　露一　　　し＿」　　　37750

10＜0945＞37750 1 ハヒマツが＝ふて居る 01－01・02133A12

b363
⌒瞠
3
繍

10＜0950＞37806 1 後へに＝若たるに至つては 01－01・10004B18

b364

厨
3
撮

10〈0954＞37868 3
一時は頗る＝躇したるも 01－01・04201A13

b365
露
晶 10＜0957＞37886 1 刮目して＝望すべき所たり。 01－01・03047A18

b366
⌒蔓
3
繍

10＜0960＞37931 2 水陸の連絡は清語に＝船と稻する 01－01・14205B12

b367
繍
撮 10＜0965＞37993 2 躁＝する虚なりと 01－01・08221BO7

b368 ひ軌
3
繍

10＜0998＞38183 6 麓津鐵道の＝線を保管し、 01－01・01048AO3

b369
門軌
撮
9

10＜1002＞38189 1
一線の＝條を高く架設し、 01－01・13176B12

b370
観
撮 10＜1052＞38473 7 前岸に牛＝韓を見。 01－01・10138B14

b371

霧
嶺
2

10〈1065＞38542 1 三輔の車、＝々として馳せ、 01－01・03125BO5

b372
⌒蓮
撮
5

”＜0016＞38785 7 群山蓬＝として列なり 01－01・03133B22

b373
富巴3

8
7
9
1

11＜0019＞38791 2 今日に＝びては 01－01・05009AO5

b374

竃
嶽
。 11＜0089＞38930 2

強弱相反し、利害相戦ふは、＝るべからざ

る社會現象なり。
01－01・04016BO3

b375
⌒造
麺 11〈0106＞38988 1 七年勿々、＝かに去つて還らず。 01－01・13060AO3

b376
⌒逸3
㍍
8

11〈0202＞39198 3 荘＝として夢の如く 01－01・04123B25

b377

蓮
3
蒜

11〈0210＞39260 3 江山＝■連澹海。 01－01・04135BO3
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b378 ⌒
毯
3
9
4
7
6

11＜0274＞39476 1 元の＝留の詩に日く 01－01・12138B22

b379
⌒
酉
凶
3
撮

11〈0365＞39794 1 醇酒に＝し 01－0い12032A18

b380
露
嚇 11〈0377＞39896 3 文■魚（トビ）　（＝藏） 01－01・09647Z31

b381 ひ酷
品

11＜0391＞40001 2 ＝より醇に赴かしむ 01－01・01001D15

b382
ひ
酉
焦
、
撮 11〈0395＞40031 1 鼎、鼻、爵、＝斗 01－01・07138B21

b383 ひ
璽
4
0
1
0
4

11〈0403＞40104 1 ＝酒吊斜■ 01－01・04133AO1

b384
⌒鈴、
翅 11＜0503＞40223 1 兵＝を學びたるなりといふ。 01－01・07114BO7

b385

寂
4
品 11〈0510＞40272 6 軍に＝とするまでに止まり 01－01・13166A17

b386 門釧
㌶
9

11〈0516＞40309 1 領事田結＝三郎氏は 01－01・03134A21

b387 門鋏、
繍 11〈0524＞40346 25 此の如き所には蝶＝附の扉は無功なるに 01－01・03177B15

b388 門
鐘
4
嬬
5

11＜0538＞40365 1 助教授加門＝太郎、 01－01・07231CO5

b389
⌒
鋳
、
巌
9

11〈0538＞40369 1 大耳、一俵、＝、顧、岸木、玉乗、打出 01－01・01115A18

b390 n鍵お蒜
6

11＜0551＞40446 1 中山＝次郎 01－01・08230A16

b391
⌒
鐙
、
繍
4

11〈0554＞40474 1 近世是亦梓に＝して見童市中に責る 01－01・01149AO1

b392
ひ錬、
扁 11＜0563＞40556 1 互に錯＝して 01－01・05076BO8

b393 ⌒鍵
㌶

11〈0650＞40981 1 動けば則ち鼎＝後に在り、 01－01・04051A13

b394

蕪
、
濾
2 11＜0655＞41022 1

一たび＝を回らして 01－01・07112AO4

b395
ひ
蓮
4
1
0
4
5

11〈0656＞41045 1 解＝し得られざりしとも 01－01・07109B24
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b396
ひ
鋳
、
繍
8

11〈0659＞41078 1 ＝の形したる古高麗の瓶に 01－01・05092BO6

b397
門
閏
、
嬬
5

”〈0742＞41315 6 呉興詐は＝に奮ひ 01－01・03103A23

b398
　　ひ
一

闇
　
4
繍
3

”〈0755＞41383 2 しかも猿りに天＝を叩き 01－01・03123A21

b399
ひ
閣
、
濡
5

11＜0759＞41425 1 人民名目閑宮＝。 01－01・05080A15

b400
⌒
閨
4
蒜
メ

11＜0759＞41428 1 白日晴天喋帝＝。 01－01・08080B20

b401 n闇4
漏
6

11＜0763＞41446 1 箭鼓喧＝ 01－01・04129B14

b402
門閥
漏
7

11〈0769＞41467 1 勇ら子史に及び、＝はざる所なし。 01－01・12147B24

b403
門隈
4
漏

11〈0940＞41740 2 ＝防高く築きなし 01－01・03124A15

b404

蔭
、
扁 11〈0959＞41849 1 風俗の＝倣を防ぐの 01－01・05144B22

b405
門
鷹
4
蒜
，

11〈0976＞4｛895 1 海上大王＝羽娃内憂外愚 01－01・01080CO7

b406 ひ
霊
、
扇
2

12＜0055＞42302 4 器械的化學的に風化＝欄するときは 01－01・01199AO1

b407
ひ瀧、
繍 12＜0126＞42576 3 本邦蓼藍と藍＝と人造 01－01・04013AO7

b408 n韓4
滋
7

12＜0177＞42997 3 今に潮聲の＝轄たるを聞くのみ 01－01・04134B16

b409
ひ纒4
繍
7

12＜0179＞43047 2 猶得堪えざるべき強大なる手＝に鎚りて 01－01・01153B19

b410 ⌒題
撮
6

12＜0212＞43176 1 其志亦＝哉。 01－01・03100B16

b411
ひ額、
㌔ 12〈0292＞43605 1 周＝不用裁詩勘。 01－01・12136B18

b412 ⌒
腱
、
撮
2

12＜0348＞43812 1 折しも天風＝として至り 01－01・03123A15

b413
日
腿
、
撮
3

12＜0348＞43813 1 耳邊に＝■の響あり 01－01・04123B24
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b414
⌒鵬4
繍
9

12＜0352＞43909 12 高く空中に＝つて 01－0ト03197AO1

b415
⌒腿4
㌶
1

12＜0353＞43921 1 ＝々たる林籟と呼鷹し 01－01・04121AO5

b416
ひ麗、
繍

12＜0357＞43955 1 耳邊に■＝の響あり 01－01・04123B24

b417 ⌒釘
撮
4

12＜0378＞44024 3 其貧少なる思想観察を■＝し補綴して 01－01・01022B11

b418
ひ
§
乍
、
繍 12＜0388＞44084 1 飲福受＝ 01－01・07141BO9

b419
ひ飯
扁

12〈0405＞44179 3 其貧少なる思想観察をニ■し補綴して 01－01・01022B11

b420

露
4
繍
8

12＜0419＞44278 2 貸＝を感じて 01－01・05049AO5

b421
藤
嚇 12〈0437＞44480 1 明の糧＝に因るを以て、 01－01・03103AO1

b422 ひ駈
撮

12〈0511＞44665 1 又惇僕豪奴、表民＝■ 01－01・03105A11

b423 ひ馬付
繍

12＜0513＞44677 1 井上伯の＝馬たるを知りて 01－01・01033A18

b424
屡
扁 12＜0526＞44780 1

一人生＝にして口闊し 01－01・08079B10

b425

題
4
4
9
1
2

12＜0539＞44912 1 澁谷＝太郎 01－01・07135B11

b426 ⌒驚
繍

12＜0547＞44963 3 世間其桀＝不屈の逸材と 01－01・09002AO2

b427

諺
凸
4
5
3
5
9

12〈0636＞45359 1 薙髪の後＝岳堂と號し 01－01・05146B15

b428 n榛
撮

12〈0644＞45430 1 八九寸の朱＝の竹の笄に髪を纒ひ結ね居り
候年嵩の女

01－01・02092AO3

b429
諺型4

5
4
6
8

12＜0647＞45468 2 彼は乃ち■＝頭なり。 01－01・08079B11

b430

霧
、
誌
、 12＜0650＞45524 2 彼は乃ち＝■頭なり。 01－01・08079B11

b431 門
髪
、
繍
5

12〈0651＞45535 2 張＝を経て 01－01・07201B14
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nb432 魅 12＜0691＞45861 1 射目＝顔 01－01・03130B16

oq5861
b433 駄 12＜0721＞45969 1 ＝といふ和字が 01－01’01144A！2

一45969

ひ
b434 ．琶 12〈0741＞46119 1 清人も＝魚を賞美すると見へ 01－01・07151AO2

46119

b435 履
12〈0748＞46171 1 骨＝の名臣なりき 01－01・02028AO1

o46171
ひb436 鰭 12＜0764＞46390 1 文二魚（トビ）　（■藏） 01－01・09647Z31

o46390
nb437

魚
祭

12＜0766＞46431 2 組、鯖、＝、とす 01－01・09146A12

o46431
⌒b438
魚條

12〈0766＞46432 2
一登明者＝は 01－01・13164AO8

o46432
⌒

b439
纏
巴 12〈0776＞46571 1 ＝魚（タナゴ） 01－01・09647Z23

46571

nb440 鴫 12＜0842＞47012 1 射＝妙手睨秋雲。 01－01・05080A21

o47012
ひ

b441 鶴 12＜0845＞47034 2
一鶴＝ 01－01・09140BO1

o47034
b442

顯
12＜0865＞47204 1 香月君銃を放ちて＝鷺三隻を獲 01－01・12139A23

o47204
b443

厩
o 12＜0925＞47714 1

粗雑にして軍に＝大なる都府を形成するに

至る如きは
01－01・12205A12

47714

nb444
竈
o 12＜1043＞48261 2 ＝憤龍愁のすさまじさ 01－01・04116B13

48261

b445 實
12＜1048＞48306 2 ■＝の群るが如く 01－01・04121A24

o48306
b446

冤
12〈1062＞48352 1 ■鼓、飯＝、■■、 01－01・07140B17

u48352
b447

展
12＜1072＞48477 1 千鈎の弓は＝鼠のために 01－01・03137A13

u48477
ひb448 寵 12＜1144＞48824 1 龍雁誰訪葛兼＝。 01－01・08116B16

o48824
門とb449 ノ1し 13＜1050＞49065 1 浩晧二荒 01－01・02016A16

o49065
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b450
ひ踏
4
㌶

13＜1062＞49534 1 寒さを＝む霧を送ツて 01－01・08081B22

b451 纐 一
9 僅に一時を＝縫することの 01－01・01022B11

b452 轍 一
1 咳＝を起す原因となることが 01－01・01156B11

b453 矛
一

1 天水桶の＝子の 01－01・01157A20

b454 濡
一

1 清國皇帝載＝陛下 01－01・01209B18

b455 枯 一
1 胡湖＝巨鍾 01－01・02016A10

b456 躍
一

1 稜稜山澤之＝ 01－01・03097A14

b457 饅 一
1 肉の油＝ 01－01・03134B22

b458 表 一
1 廣＝十九哩に 01－01・03208BO9

b459 社 一
2 候文は、＝■をつけたるやうな言ひあらは

し方にして 01－01・04065BO5

b460 杯 一
2 候文は、■＝をつけたるやうな言ひあらは

し方にして 01－01・04065BO5

b461 麗 一
1 渓底よりニれば 01－01・04127B24

b462 烈 一
4 其泉甘＝ 01－01・04132BO9

b463 鋪 一
1 ＝を執つて、他念なきものS如し 01－01・04203A22

b464 鍍 一
1 多数の軍隊＝を餅べて 01－01・05059BO2

b465 厩 一
1 ＝、兄さんに？ 01－01・05086BO8

b466 埆
一

1 朝鮮を以て嶢＝の地なりと信じたり 01－01・05131AO8

b467 節
一

1 都より＝を曳くもの 01－01・07034A19

一 77一



b468 寮 一
1 南は訪＝より北は藍水港の間を 01－01・07077AO7

b469 胴 一
2 眼光の＝々たるは 01－01・07206B19

b470 媒 一
1 日々御部屋にて＝栂なる宮女と宇ひ 01－01・07214BO3

b471 饗 一
1 幽谷に故人の＝音を聴といふ如き風で 01－01・08092A21

b472 措 一
1 赤銅の大刀＝らへにして 01－01・08115AO8

b473 香 一
1 合＝の式を畢げたるなり 01－01・08129A11

b474 梶 一
3 ＝の底部平なる事なり 01－01・08204A10

b475 寮 一
3 南部の妨＝の山の 01－01・09129A13

b476 寄 一
2 ＝來平原に來た 01－0卜09129B13

b477 湧 一
2 直ちに蘇＝に着 01－01・09129B15

b478 徊 一
1 出雲石＝の曾宮に坐す 01－01・09142A13

b479 飾 一
2 魚の＝は美味にして滋養あり 01－01・09147AO2

b480 変 一
1 ＝のいろのくろきも鄙うれし　雨秋 01－01・09160A21

b481 暮 一
2 其成蹟は＝通にして 01－01・09169B22

b482 豊 一
1 不幸二＝の犯す所となり 01－01・10022AO9

b483 摺 一
1 ＝紳と稻する 01－01・12034B13

b484 冗 一
1 特り＝然として田圃の間に峙つ 01－01・12136AO7

b485 嗅 一
1 奇石蛸巖相く累〉積して、■＝の状 01－01・12136B26
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b486 涯 一
1 諸方の水を＝するに因る 01－0卜12138B17

b487 帽 一
1 陵＝を窮む 01－01・12138B21

b488 遽 一
1 義聞仁聲＝迩に照布せり 01－01・12226A19

b489 椴 一
1 ＝松、蝦夷松等にして 01－01・13031B21

b490 貌 一
1 芭蕉大實綿■として■＝ 01－01・13059B24

b491 橿 一
1 背人無語惜臨＝ 01－01・13080C18

b492 僕 一
2 後山皇東の＝石閣へ 01－01・13134B16

b493 統 一
1

一種の誤解又は疑惑を＝通融解し 01－01・14021A21

b494 棲 一
1 長江舵＝記 01－01・14116AO4

b495 脚
一

1 ニコラウス帝を＝かして 0仁01・14124BO7

b496 璋
一

1 目＝のない廣い虜で 01－01・14137BO2

b497 踏
一

1 アハヤ人力車は＝み潰されんと見へしが 01－01・14148A21

注：

1）【別表2】は、JlSになし懐字で、置き換えるべき対応する漢字もないと半1断して、＝を入力しだ漢字の一覧である。

2）配列1よまず『大漢矛僻典』（大修館）掲出字を、当該外字の『大漢和集剋掲出順こしたがって配置し、続いて『大

　漢和欝典』非掲出字を、『太陽9　1901年での出現順によって並べた。UOIから通し番号をふり、「漠字番号」とした。

3）　「漢字」に【よ　『犬莫和辞剣に掲出される場創よその見出し字をコピーして貼り込んだ　『大漢和辞典』に掲出

　　されない場合は、外字エディタで作字したものを入力した。

4）『大漢和辞期にある字について1よ　「『大漢和』番号」を記入した。書式は「巻番号く頁番号〉検字番号」である。

　　『大漢和酬にない漢字には、「－1を記入した。

5）

6）

「頻度j｛よ　『太陽』1901年分での、当該外字の使用度数である。

「用別には原則として『太陽加901年の初出例を掲げた。用停旧）中に＝が二つ以上ある場創よ当該文字以外は

■で表示した、用例の所在を「用σ1所在1に出典コードこよって示したe出典コードは　「資料番号（01）一発行年

次（OD・号頁段行番号」の形式である。
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文字

、

o

，

？

o

（

　
’
7
　
A
　
z
a
〃
全
々
〆
○

／

？
＝
＝

．
・

‘‘

く
　
E
コ
正
1
〈
〉
　
　
r
」

【別表3】

度数
43480

141660

37695

　169
　144
　257
　　12

　　11

　240
　208
　232
　　11

　108
　　　　6

　6441

　932
　　72

　219
　5821

　　　　9

　5243

　4462

　200
　　29
　　　　9

　2472

　　23

　1876

　　　4

　　10
　　　　7

　　　　7

　3433

　3424

　　　6

　　　6

　　81

　　81

　　94

　　94

　456
　517
　2344

　2357

コード順文字出現度数表

文字
　『

　』

十

×

・

l・

　
1
1
　
V
A
°
￥
％
e
d
　
o
e
◎
◇
ロ
l
△
▲
※
↓

←

％

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F
G
H

度数
3221

3178

　10
　13
　61
　　6

　73
2988

2988

　　2

　　7

　90
　　　1

1313

　167
1446

　812

　158

　　5

　61
1220

　　2

　　9

　　9
1062

　　2

　310

　132
　　60

　34
　40
　59
　　28

　19
　27
　16
　　30

　　34

　36
　19
　　25

　　14

　　26

　　38

文字

　l

J

K
L

M
N

O
P

Q
R
S
T
u
V
W
X
Y
Z
a

b
C
d
e
f
g
h
・
I
j
k
l

m
n

o

P
q
r
S
t

u

V

W
X

y
Z
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度数

　20
　　　8

　20

　22

　35

　22

　12

　27
　　1

　17

　66

　33

　11
　　　5

　12
　　4

　　4

　12
468

　95
122

119

538

　84
103

222

351

　　7

　66
215

　129

378

281

　77
　　5

306

287

310

　184

　21

　53
　21

　92
　　7



あ
あ
い
う
え
お
か
が
き
ぎ
く
ぐ
け
げ
こ
ご
さ
ざ
し
じ
す
ず
せ
ぜ
そ
そ
た
だ
ち
ぢ
っ
つ
づ
て
で
と
ど
な
に
ぬ
ね
の
は
ば
ば

　　　1

22470

12797

　5442

　1972

　2408
22126

24400

21954

　1303
23011

　1126

　8032

　1616
12697

　497
　7708
10874

78316

　3476
36325

15722

19185

　1007

　3573

　1185
31183

　6342

　3866

　615
　　　4

12709

　1670
76235

17657

57049

　6444
48369

120653

　3351

　1901
141185

74140

12705

　　47

ひ

び

ぴ
ふ
ぶ
ぷ
へ
べ
ぺ
ほ
ぼ
ぽ
ま
み
む
め
も
や
ゆ
よ
ら
り
る
れ
ろ
わ
ゐ
ゑ
を
ん
ア
ア
イ
イ
ウ
ウ
エ
エ
オ
オ
カ
ガ
キ
ギ
ク

一 81一

5485

2721

　　26

12898

　961

　　13

8453

12194

　　10

1444

　452
　　28

9771

5243

7904

9946

40191

9363

1051

10539

33077

51866

97488

30011

1727

　641

　714

　125
88938

10652

　35
2377

　35
1905

　98
1549

　35
　693

　17
　751

　886

　392

　628

　148
1258

グ
ケ
ゲ
コ
ゴ
サ
ザ
シ
ジ
ス
ズ
セ
ゼ
ソ
ゾ
タ
ダ
チ
ヂ
ツ
ツ
ヅ
テ
デ
ト
ド
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
バ
バ
バ
ヒ
ビ
ピ
フ
ブ
プ
へ
べ
ペ
ホ
ボ

705

719

　144

1001

220

534

182

985

397

2912

118

544

245

394

　73
740

338

909

377

306

3536

　67
534

348

2225

1045

911

1123

101

443

539

574

606

363

322

291

274

1183

679

504

280

367

425

233

293



ポ
マ
ミ
ム
メ
モ
ヤ
ヤ
ユ
ユ
ヨ
ヨ
ラ
リ
ル
レ
ロ
ワ
ヰ
ヱ
ヲ
ン
ヴ
ケ
γ
θ
π

ー
ロ
X
K
亜
唖
娃
阿
哀
愛
挨
逢
葵
悪
握
渥
旭

506

903

552

869

388

540

　17
806

　24
443

　27
274

1917

1784

4236

824

1167

347

268

234

374

4588

236

　　7

　　　1

　　　1

　　　1

798

　4

　3

　1

25

　2
215

142

460

48

143

　9

　2
98

20

48

葦

芦
鯵
梓
斡
扱
宛
姐
虻
飴
絢
綾
鮎
或
粟
袷
安
庵
按
暗
案
闇
鞍
杏
以
伊
位
依
偉
夷
委
威
尉
惟
意
慰
易
椅
為
畏
異
移
維
緯
胃

　19
　　2

　　2

　15

　24
160

126

　　7

　　3

　12
　　3

　14
　　6

1973

　57
　　6

887

　70

　39
249

1059

　47

　4
　12
9128

785

1608

1513

159

　69
574

274

136

162

2899

　86
1300

　52

　18
102

1079

500

388

　25

　44
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萎
衣
謂
違
遺
井
亥
域
育
郁
磯

溢

逸

稲
茨
芋
鰯
允
印
咽
員
因
姻
引
飲
淫
胤
蔭
院
陰
隠
韻
吋
右
宇
烏
羽
迂
雨
卯
鵜
窺
丑
碓

　63
　436
1284

　546

　517

　787

　　4

　284
1826

　　6

　44
23849

　49
　642

　　7

　25
　28
　　8

　36
　465

　46
1719

　884

　34
1371

　14
　57
　15
　102
1494

　172

　　3

　43
　139

　835

　191

　63
　303

　92
　429

　13
　　4

　92
　24
　14



臼
渦
嘘
唄
欝
蔚
鰻
姥
厩
浦
瓜
閏
噂
云
運
雲
荏
餌
叡
営
嬰
影
映
曳
永
泳
洩
瑛
盈
頴
英
衛
詠
鋭
液
疫
益
悦
謁
越
閲
榎
厭
円
園

　56

　14

　26

　19

　52
　　4

　10
　　2

　23
189

　43
　　9

　53
4809

1485

423

　　9

　39

　19
　　　1

　　7

575

　47

　29
454

　16

　57
　　　1

　15

　4
1683

508

　26
131

312

　88
1805

　66

　70
359

　69

　　7

174

　　　1

308

堰

奄
宴
延
怨
掩
援
沿
演
炎
焔
煙
燕
猿
縁
艶
苑
遠
鉛
鴛
塩
於
汚
甥
凹
央
往
押
旺
横
欧
王
翁
襖
鴬
鴎
黄
岡
沖
荻
億
屋
憶
臆
桶
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　11

　11

　67
489

　61

　38
145

186

383

　63

　73
259

　47

　37
199

　14

　21
787

125

　　　1

　　　1

7314

141

　11

　33
344

851

172

　51

717

　11

929

330

　4
　13

　17
269

310

　38

　15
318

938

　54

　95

　44

牡
乙
俺
卸
恩
温
音
下
化
仮
何
伽
価
佳
加
可
嘉
夏
嫁
家
寡
科
暇
果
架
歌
河
火
珂
禍
禾
稼
箇
花
苛
茄
荷
華
菓
蝦
課
嘩
貨
迦
過

　44
336

122

　60
189

371

643

4643

1091

　　2

6861

　17
　　5

120

2041

3205

101

208

　80
4453

　75
684

127

1920

164

436

563

875

　4
112

　　6

　30
226

683

　48

　　9

267

340

　42

　11

263

　13
722

　19
1914



霞

蚊

俄

峨

我

牙

画

臥

芽
蛾
賀
雅
餓
駕
介
解
回
塊
壊
廻
快
怪
悔
恢
懐
戒
拐
改
魁
晦
械
海
灰
界
皆
絵
芥
蟹
開
階
貝
凱
劾
外
咳

　30

　31
178

　17
3845

162

　10
118

　89

　16
241

　97

　32

　64
284

1162

1144

104

　4
241

387

330

　77

　43

　2
178

　　5

1794

　23

　23
446

2890

214

1843

966

　　　1

　25

　14
1710

219

　43

　25

　20
4644

　16

害
崖
慨
概
涯
碍
蓋
街
該
鎧
骸
馨
蛙
垣
柿
蛎
鈎
劃
嚇
各
廓
撹
格
核
殻
獲
確
穫
覚
角
赫
較
郭
閣
隔
革
学
岳
楽
額
顎
掛
笠
樫
梶

1441

　24
113

460

　98

　39
166

302

322

　34

　69
　　8

　19
131

　　9

　　5

　　5

　76

　31
2180

　45

　65
792

　70

　2
168

640

148

　3
577

　18
409

　22
1065

189

419

　4
　54

　4
1200

　　7

548

　74

　4
　12
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潟

割

喝

恰
括
活
渇
滑
葛
褐
轄
且
鰹
叶
樺
鞄
株
兜
竃
蒲
釜
鎌
噛
鴨
茅
萱
粥
刈
苅
瓦
乾
侃
冠
寒
刊
勘
巻
喚
堪
姦
完
官
寛
干
幹

　39
870

　42
350

　37
722

　53
162

　24

　25

　39
878

　11

　29

　15

　4
553

　16

　19

　53

　74

　81

　25

　29

　30

　10

　9
　24
　　8

293

280

　　7

113

270

　74

　62
　　　 1

　69
348

　31
717

2207

165

311

129



患
感
慣
憾
換
敢
柑
桓
棺
款
歓
汗
漢
澗
潅
環
甘
監
看
竿
管
簡
緩
翰
肝
艦
莞
観
諌
貫
還
鑑
間
閑
関
陥
韓
館
舘
丸
含
岸
巌
玩
癌

222

1240

296

172

463

390

　　7

　　5

　13
110

　　　1

104

571

　　7

　62
104

158

514

204

　22
536

232

129

　41
107

642

　13

　　3

　22
309

228

189

4781

148

　　3

　10
296

167

337

346

345

426

　4
　29

　　6

眼

岩
翫
贋
雁
頑
顔
願
企
伎
危
喜
器
基
奇
嬉
寄
岐
希
幾
忌
揮
机
旗
既
期
棋
棄
機
帰
毅
気
汽
畿
祈
季
稀
紀
徽
規
記
貴
起
軌
輝
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664

333

　19

　18

　50

　86
　　5

401

255

　50
499

439

924

873

517

　63
515

　81
409

913

108

206

　39
381

1178

1336

166

229

1853

　　3

　31

　　7

489

　23

　97
153

194

643

　18
771

1543

1096

1733

　44
117

飢

騎

鬼

亀
偽
儀
妓
宜
戯
技
擬
欺
犠
疑
祇
義
蟻
誼
議
掬
菊
鞠
吉
吃
喫
桔
橘
詰
砧
杵
黍
却
客
脚
虐
逆
丘
久
仇
休
及
吸
宮
弓
急

　23
　100

　80
　　1

　11
293

145

770

231

382

　82

　75
　　2

702

　　7

2068

　18

　41
3113

　34
126

　12
567

　31

　64

　18
　　9

183

　　5

　11

　25
671

659

127

　53
115

　81
648

　28
255

3891

257

634

　52
758



救

朽

求
汲
泣
灸
球
究
窮
笈
級
糾
給
牛
去
居
巨
拒
拠
挙
渠
虚
許
距
鋸
漁
禦
魚
亨
享
京
供
侠
兇
競
共
凶
協
匡
卿
叫
喬
境
峡
強

299

　56
708

　74
119

　　2

206

790

211

　　　1

259

　17
917

445

1342

4843

325
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11

　3

　5

　5

　6
13

　8

　1

　2

　4

　7

　5
114

　9

　8

　4
12

　1

　2

　2

　2



秋

趾

柳
聰
聚
葺
聯
聲
聲
聰
最
聴
隷
粛
盲
肚
肋
胃
押
膏
冑
胚
絆
詠
胱
脛
脩
唇
腋
晴
膜
脾
肺
腓
臆
腫
脂
腸
隔
膀
膏
膠
膓
賦
謄

　4
116

124

35

36

11

　1
51

855

33

　1

225

29

92

　3

　5

　2
64

　1

　9

　6
22

　2
32

　3

　6

　3

　2

　7
11

　1

　6
16

　2
10

18

172

　3

　4

　5

　2
62

73

　1

　6

随

臆

腎
腎
膚
膀
嬬
膿
臆
臓
衡
壷
接
奥
昇
與
奮
舎
舐
舖
紡
舳
艀
鎗
艘
鱈
贈
瞳
膳
朦
櫓
魑
顛
艶
艸
文
有
芒
蔓
詔
芽
筍
再
葺
苺

　2
144

　8
　26

　13

　15

　3
107

　9
　80
　　　1

968

　3
　5
　11

1014

520

232

　4
　22

　2
　10

　3
　6
133

　2
　2
　4
　3
　4
　　　1

　3
　44
　　　1

　17

　3
　2
　14

　20

　5
　10
220

　6
　4
　2
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毒

箔

華

苞

茄
首
薗
薮
茱
筍
暮
莚
茗
嘉
在
莚
苔
茎
荘
茶
菟
萱
秀
貰
蓄
萱
董
菖
寂
奉
青
菲
葬
萌
葬
葭
募
暮
葦
蕩
葭
帯
苗
萬

　　　1

　12
　　3

　　6

　　　1

　　5

　　　1

574

　　　1

　　3

　　2

　67

　15
　　2

　　2

　　9

　　3

　36
126

　24
　　5

　　9

　　　1

　　7

　4
　　6

　　6

　　　1

　　6

　　5

　　　1

　10

　2
　25

　12

　　3

　　　 1

　5
　　　 1

　　　1

　　3

　　　 1

　12
2741

　　　1



翁
蓋
嵩
蔭
辱
秦
薦
箆
葵
察
宿
庶
疏
萄
蓼
藁
葦
葦
蓋
稽
蕩
y
m
　
I
H
亘
莞
薫
薔
薇
蒔
蕾
籍
斉
藏
墓
貌
藝
薬
藷
羅
猿
藺
蔭
蘇
藩
度
號

4

86

2

1

3

2

1

5

1

6

5

22

12

5

6

1

3

1

　　1

　　1

　1
41

17

14

15

　1

　1
39

　　1

709

　9

　4
448

260

　1
19

　5

　1

38

12

13

　9
691

矧
蛍
蛙
蛆
蛉
較
蛛
艇
蜆
蜀
蟹
蛋
踊
蜴
椀
蜻
蜥
輩
幅
蝟
蝸
蝸
蜴
論
腹
蠕
螢
瞑
螂
螺
姦
蜂
雛
蟄
蛙
摸
轟
播
蝶
蟷
蠕
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　　 3

　　　5

　　5
　　　　1

　　　　1

　　4

　　8

　　3

　　8

　12
　　　　1

　23
　　3

　　5

　　3

　　　　1

　　9

　10
　　　1

　　5

　14
　　2

　　8

　　3

　　9

　　　1

　2
　16

　10

　18
　　3

　2
　　3

　2
1673

　10

　2
　2
　53

　13
　　　1

　　　1

　3
　10

　2

蓋

慧

嚢

轡

朗

街

衙
衛
衝
杉
衰
△
表
衰
推
袖
挟
担
絆
抱
表
桂
搾
喬
裏
裾
装
裏
斐
稗
褄
揮
編
橿
褥
槌
擁
裏
褻
摺
裡
襲
橋
濫
襯
禅

　4
79

　3
95

　3
20

57

46

13

　3
13

11

　2

　4

　3
26

　7

　4

　9

　5

　1

　1
10

　8

　1

429

　5

　2
17

　1

　9
13

　3
10

　6

　4
12

　1

　2

　6

　4

　7

　6

　2

　6



軍

藪

覇

寛

胡

観

観

観

観

貴
覧
観
観
触
猪
餌
膓
鰯
卦
詑
許
証
靴
語
訥
詰
誼
証
署
諏
誰
訴
詞
訣
誹
講
誠
証
詰
請
誼
証
諄
詳
詔

　3
　7
　20

　5
　2
　11
　　　1

　　　1

　　　1

685

296

　　6

1133

　9
　　　1

　　　1

　10
207

　20

　2
　2
　　8

　19

　28

　3
　　3

　　2

　12

　23
　　　1

　14
　　　　1

　12

　17

　4
　　8

　36
　　3

　　2

　27
　　3

　25
　　7

　　3

　　5

詮

諌

詰

詣

誇

緯

諜

誼

調

諌

論

譲

譜

誘
謡
謳
鞠
馨
諦
誤
謹
議
謡
謹
譜
課
譜
課
壁
一
一
鐸
謹
警
讃
錨
護
譲
誰
讃
餅
諮
慾
］
豆
碗
竪
豊

　2

　1

　1

45

　6

　9
11

　9
14

10

　3

　2

　5
23

18

18

　1

　1

　8
43

　1
21

10

666

　2
13

　4

　1

59

448

12

205

617

　3
27

215

　1

　4

　3

　8
12

295

　4

　2
191
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家

射

　

務

称

貌

貌

貌

貧

胎

賞

式

武

販

頁
・
貢
賎
責
責
養
嫌
購
賛
賛
賛
吉
凧
齎
賊
賠
贔
績
赦
緒
赴
　
趙
趾
珊
跣
践
脆
是
眼
跣

　5
　5
　　　1

　　　1

　6
　　3

　2
　4
　86

　12
　　　1

　49

　12

　26

　16
　　　1

　2
1035

　12

　16

　2
　2
　　　1

　69

　2
　　9

　17

　2
　2
　12

　10
　　7

　10

　　2

　　7

　18

　11
　　　1

　12

　54

　16

　　3

　　　1

　12
　　3



躁

蹟
躁
鋸
践
蜘
躁
踵
輸
踊
践
養
蹉
鎗
踏
題
壁
躍
踪
踊
躍
廠
鱒
躁
躇
躍
踏
躊
蹟
螂
躍
踊
囁
躬
躰
腺
躾
躯
軋
輌
彰
軽
轄
輕
轍

　　 1

　4
　　1

　13

26

　3
29

32

　7
　　1

　7

　2
13

　3

　3
35

　9
11

　3
　1

　2
14

　5
14

62

　6

　7
61

15

　6

　9
20

　4
24

154

　1

　2
32

19

　8

　7

　5

　1

564

23

綴

輌

輌
輩
綾
輻
韓
穀
轄
韓
轄
橋
韓
礫
櫨
皐
辟
辣
酷
辮
、
仁
連
廻
逼
迫
　
　
遁
　
淫
逡
遣
逞
適
蓬
蓮
達
避
遇
遣
違
追
遮
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37

14

　　1

53

　2
20

11

18

　2
11

　6
765

15

　2

　1
30

　2

　5

　8

　4
394

220

　1

64

　4

　2
13

　7

　1

　4
26

20

14

29

71

　3

　3

　2
15

28

41

　7

50

　9

　7

邊

随

遅

遙

遽

適

選

邊

邉

遷

邨
郡
邸
郭
御
雇
郭
卸
鄙
郭
鄭
酊
醜
酎
酷
酵
醤
膠
醸
醒
醸
曇
粕
繹
麓
釧
釜
叙
鈎
紗
紐
鈍

　83
　　　1

　2
　4
624

177

　4
45

15

　5
493

　　1

　6
　9

　2

　6

　2

　2
42

　3

　2
33

　2

　8

　1

　1

　7
16

141

535

　2

　8

　5
70

　3
16

225

21

　1

　1

　2

　5

　5

　4

　2



鉗

鉋

絃

鉤
錠
鎮
鋼
鉋
街
鉄
鋏
錆
錠
錬
鋼
錨
銭
鍾
錺
鍛
鍼
鍮
縞
鎭
舘
塵
鰹
璽
鍋
錐
饅
錘
鐘
鑑
錬
鎧
錆
鐵
鐡
襲
鋳
鑛
錬
鍾
鑑

　2
　　6

　　　1

　17

　5
　　8

　2
　　9

　　5

　5
　2
　18
　　7

　2
　51

　5
610

　9
　2
　　　1

　　　1

　12

　5
233

　36

　3
　　　1

　3
　3
　2
　2
　19

　14
　　　1

　2
　　　1

　16
1787

　2
　5
194

292

　3
　2
　2

鍾

鎗

罐

錨

鐙

鎖

鍵

糞

鎧

馨

間

関

間

閤
閨
関
闇
関
閻
闇
閾
闊
潤
関
閑
關
闇
閲
關
聞
闘
闘
肝
脆
玩
晒
随
陥
映
陞
陳
防
睡
廠

　　2

　11

　71
　　　1

　19
　　2

　　　1

　22
　　　1

　29
　　6

　　6

　　7

　　6

　　6

　2
　　2

　　　1

　　9

　　　1

　9
　　7

　81

　2
　8
　15
　　6

　　　1

2881

　13
　　　1

　　7

　2
　2
　　7

　　3

　94
294

　　8

　　6

　　　1

　4
　　5

　　7

　52
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限

瞼
燧
隠
騰
朧
隷
筒
雄
雍
樵
雑
霊
零
霊
露
窒
雲
罪
森
霰
震
舞
露
鍵
霊
震
嚢
静
叢
観
暦
勒
靹
鞍
鞄
蘇
靹
鮭
章
鵜
鰍
繰

　2
730

23

231

　4

　5
16

　1

　9

　8

　1
571

　3
13

　1

　9

　3

　7

　2

　9
26

　6
13

11

　3
163

　6

　3
274

　1

　2

　1

10

　1

18

　5

　1

　8
24

80

　1

　2
10

　3

　1



　

琵

鞭

章

訟

寛
詔
鵠
頑
頒
願
頷
頷
頽
頼
顔
願
顛
顯
箪
顧
顧
颯
麗
謂
親
鈍
飲
餉
饅
鹸
館
饒
醜
留
餓
饅
饅
饒
饒
饒
藝

　　6

　　1

　　1

　　4

　　1

243

　　3

　11

　　2

　10

　17
　　8

　12
106

　　5

508

　　　1

　14
242

　24

　19
　　　1

　12

　4
　19
　　3

　　6

　2
　13
　　　1

1695

　　　1

　6
　2
　13

　3
　9
　7
　17

　55

　7
　　　1

　2
　　　1

　　　1

叡

馴

駿

駝
胎
驚
骸
酪
騨
騒
窮
駿
餅
騙
騒
駆
蕎
螺
驕
饒
鐸
験
駿
駿
膜
騒
般
牌
艘
弱
髄
髄
髪
髪
髭
髪
髪
髭
髪
霧
婁
髪
髪
髪
鑑
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　20
　　　1

　10

　17

　4
　　 1

　35

　16

　2
　16

　4
　　1

　8

　6
144

221

　7

　4
25

　7
147

749

　9
12

　9

　3

　1

　1

　6

　7
20

363

25

　1

31

154

25

22

　2

　3

　1

35

　3

　9

　1

閣
関
閲
闘
圏
曽
塊
魅
魏
魔
鮮
飽
鮨
縣
裟
鯖
賜
鱈
緋
鰺
鮭
稔
蝦
鯉
鯉
鰯
蝶
鯨
鍼
鯛
組
照
鯛
驚
鰭
鰭
鰭
鳥
鳥
鴉
獣
鴛
鵠
鶏
駝

　2

　4
13

237

　9

　1

18

18

17

　1

　3

　6

　2

　1

　1

10

　6

　1

22

　1

　2

　1

　3

　1

2

　3

2

5

　1

3

6

2

2

2

8

1

18

7

2

1

2

24

1



鵠
鵠
鵜
鶴
鷲
鵠
賜
鵠
鶉
鶴
驚
鶏
鴨
龍
鷲
鶴
鵜
鶏
鴛
歯
鹸
臨
皿
麓
秦
麟
嘗
覧
磨
変
麩
麺
麺
靡
費
黎
莉
齢
瓢
鮎
鋤
詰
薫
賠
徴

　　　1

　　　1

　　　1

　10

　14
　　　1

　　2

　4
　　3

　　3

　　　1

108

　2
　　　1

　　　1

　2
　　　1

　　3

　　8

　　7

　10
366

　2
　　　1

　　3

　　　1

　　　1

　　　1

488

　3
　3
　21

　54

　2
　8
　　　1

　2
　15
1131

　3
　　　1

1309

　10

　41

　3

竈

竈

鼓
蓼
軒
齊
歯
餉
齪
齢
齪
酷
齪
嚴
顔
寵

　3

　6
121

　1

　5
90

115

　1

　2
114

　2

　2
10

10

　1

　6
72
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【別表4】　　頻度順文字出現度数表

度数
5243

5233

5208

5076

5032

5025

4918

4910

4905

4850

4843

4810

4809

4781

4745

4644

4643

4588

4584

4462

4453

4444

4437

4405

4261

4246

4236

4129

4062

3942

3932

3891

3866

3849

3845

3807

3761

3757

3756

3751

3694

3681

3622

3600

㌘
政
地
六
同
用
生
分
實
是
居
有
云
間
多
外
下
ン
法
一
家
七
物
百
九
教
ル
又
自
道
内
及
ち
彼
我
要
金
當
世
至
入
合
無
力

難
89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

00

01

02

03

04

o5

o6

o7

08

09

9
：
　
s
u
s
e
　
s
4
1
5
T
－
6
’
7
s
e
　
1
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2

麟
㎝
灘
霊
霊
灘
麗
難
駕
謬
霊
㎜
㎜
㎜
盟
漂
認
麗
認
霊
念
霊
認
晒
盟
霊

婬
ま
日
之
や
如
以
三
者
へ
此
所
け
む
さ
上
行
時
於
年
五
中
出
何
見
來
會
爲
ど
A
だ
等
四
學
今
本
々
得
方
然
八
ひ
う
業
・

馳
45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

：
72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

麟
㎜
蕊
麗
㎜
霊
灘
緬
㎜
跳
卿
認
獺
謬
㎜
謬
彊
㎜
㎜
㎜
認
麟
㎜
㎜
㎜
㎜
跳

持
・

の

に

る
を
し
て
は
と
り
な
も
・
す
ら
た
れ
が
一
く
あ
か
き
せ
其
で
人
ず
國
ふ
い
つ
ば
こ
べ
大
ざ
＋
ん
二
よ
事
め

－
2
3
4
5
6
7
8
9
‖
‖
穏
6
6
2
・
4
Z
4
刀
鴛
3
・
墾
3
3
翼
3
6
田
3
8
3
9
？
F
　
s
y
　
＃
g
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133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

166

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

そ
前
不
ツ
利
長
じ
文
子
く
　
第
立
後
登
言
ぬ
千
月
山
h
可
的
知
社
」
少
議
敷
民
成
小
理
〈
〉
而
氣
全
通
封
ス
意
海
明
關

3573

3553

3538

3536

3516

3497

3476

3452

3436

3433

3424

3410

3393

3376

3369

3358

3351

3345

3289

3240

3221

3205

3201

3190

3182

3178

3118

3113

3099

3054

3028

3010

3003

2988

2988

2967

2947

2937

2935

2927

2912

2899

2890

2888

2881

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

氏

論
度
他
心
思
主
檬
新
軍
名
萬
び
種
水
最
手
相
部
取
公
也
故
非
東
高
能
　
経
露
お
場
ア
定
目
府
士
　
亦
　
若
平
虚
進
商

2876

2873

2865

2851

2833

2820

2816

2809

2803

2785

2777

2741

2721

2713

2697

2688

2676

2658

2618

2616

2608

2589

2581

2534

2514

2501

2489

2472

2447

2413

2408

2407

2377

2374

2372

2370

2358

2357

2354

2344

2327

2266

2262

2255

2249

122一

223

224

225

226

226

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

257

259

260

261

262

263

264

265

266

267

ト
官
正
各
斯
必
動
天
先
清
在
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2180
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2176

2163

2156

2150

2139

2132

2126

2121

2104

2085

2068

2056

2041

2018

2011

1999

1989

1980

1978

1975

1973

1972

1968

1961

1957

1943

1920

1919

1917

1914

1914

1905

1901

1892

1889

1876

1859
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1843



268　　育　　　1826
269　　　　猫　　　　　　1822

270　　聞　　　1811

271　　説　　　1808

272　　益　　　1805

272　　製　　　1805

274　　諸　　　1797

275　　改　　　1794
276　　計　　　1791

277　　帝　　　1790

278　　鐵　　　1787

279　　設　　　1786
280　　　　リ　　　　　　1784

281　　産　　　1774

282　　務　　　1754
283　　　　　｛定　　　　　　　1753

284　　　　常　　　　　　1751

285　　起　　　1733

285　　夫　　　1733
287　　　ろ　　　　1727

288　　員　　　1719
289　　造　　　1716

290　　開　　　1710
291　　流　　　1701
292　　　　　1巨余　　　　　　　1695

293　　銀　　　1689

294　　置　　　1685

295　　英　　　1683
295　　　由　　　　1683

297　　京　　　1675
298　　　　錐　　　　　　1673

299　　保　　　1672
300　　　　　づ　　　　　　　1670

301　　歩　　　1654

302　　次　　　1648

303　　資　　　1623
304　　車　　　1620
305　　　　　t　i‘“　　　　　　1616

306　　位　　　1608
307　　　白　　　　1603

308　　吾　　　1597

309　　増　　　1594

310　　將　　　1593
311　　支　　　1582
312　　勢　　　1578

313　　　　難　　　　　　1577

314　　市　　　1572

315　　女　　　1565
316　　校　　　1557
317　　ウ　　　　1549
318　　　　言己　　　　　　1543

319　　制　　　1529

320　　共　　　1525

321　　即　　　1522
322　　依　　　1513

323　　更　　　1503
324　　院　　　1494

325　　望　　　1490
326　　　　aヒ　　　　　　1489

327　　　　男ll　　　　　　1487

328　　運　　　1485
328　　直　　　1485
330　　甚　　　1475
331　　　　権　　　　　　1475

332　　極　　　1464

333　　君　　　1457
334　　　　｛壬　　　　　　1455

335　　原　　　1452
336　　品　　　1448
337　　情　　　1447
338　　　　◎　　　　　　1446

339　　　ほ　　　　　1444

340　　題　　　1443
341　　害　　　1441
341　　　　土　　　　　　1441

343　　使　　　1439
344　　向　　　　1438

345　　未　　　1433
346　　神　　　1432

347　　眞　　　1427
348　　戟　　　1426
349　　良　　　1416

350　　田　　　　1410
351　　　　債　　　　　　1406

352　　　　f彦ミ　　　　　　1401

352　　尚　　　　1401

354　　類　　　1399
355　　費　　　1395
356　　　　総　　　　　　1392

357　　私　　　1384

358　　余　　　1382

359　　馬　　　1379
360　　　　弓1　　　　　1371

361　　止　　　1368

362　　身　　　1364

363　　左　　　1360

364　　就　　　1356

365　　比　　　1355
366　　　付　　　　　1346

367　　去　　　1342
368　　　　饗　　　　　　1340

369　　期　　　1336
369　　　　徳　　　　　　1336

371　　　　　テ｝多　　　　　　　1330

372　　朝　　　1328

373　　体　　　1327
374　　　佛　　　　　1323

375　　反　　　　1　3’1　9

376　　雨　　　1318
377　　　　0　　　　　　1313

378　　　　薫　　　　　　1309

379　　ぎ　　　1303

380　　易　　　1300
381　　交　　　1293
382　　　　口　　　　　　　1289

383　　謂　　　1284
384　　　　言吾　　　　　1273

385　　想　　　1271

386　　太　　　1262

386　　命　　　1262

388　　例　　　1259
389　　　ク　　　　1258

390　　着　　　1257

391　　宗　　　1250
392　　際　　　1241
392　　　　畢　　　　　　1241

394　　感　　　1240
395　　　　牧　　　　　　1233

396　　　1寺　　　　　1228

397　　條　　　1224

398　　輸　　　1221
398　　　　満　　　　　　1221

400　　　　　▲　　　　　　　1220

401　　程　　　1217
402　　皇　　　1212
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537　　雁　　　　879

539　　且　　　　878

539　　敵　　　　878

541　　火　　　　875

541　　財　　　　875

543　　基　　　　873

544　　頃　　　　872
545　　　　言舌　　　　　　871

546　　　害ll　　　　　870

547　　ム　　　　869

548　　都　　　　867

549　　絶　　　　865
550　　　　言午　　　　　　856

551　　聲　　　855
552　　往　　　851
553　　稻　　　　849

554　　味　　　　847

555　　便　　　　845
556　　　　至11　　　　　　844

557　　光　　　　843

557　　遂　　　　843

559　　早　　　837’
560　　右　　　　835

560　　男　　　　835

562　　否　　　　835

563　　藤　　　　834

564　　佐　　　　826
565　　　　　｛士　　　　　　　　825

566　　　レ　　　　824

567　　申　　　　823

568　　幸　　　819
568　　富　　　819
570　　夜　　　819
571　　功　　　817
571　　　　貝ll　　　　　　817

573　　養　　　816
574　　◇　　　　812

575　　ヤ　　　　806

576　　式　　　　804
577　　　　言式　　　　　　803

578　　減　　　　802

579　　査　　　　801

580　　　’　　　　　798

581　　室　　　　797

582　　予　　　　793

583　　格
584　　究
584　　漸

586　　井
586　　遠
588　　伊
589　　城
590　　督
591　　算

592　　認
593　　免
594　　規
594　　殊
596　　宜
597　　消

597　　織
597　　買
600　　韓
601　　報

602　　急

603　　告
603　　勝
605　　親
606　　オ
607　　参

608　　欲
608　　験
610　　廣

611　　町
612　　渡
613　　素

613　　途

615　　凡
616　　タ

617　　螢

618　　投

619　　助
620　　頗

621　　件
622　　瞼
623　　補

624　　迄

625　　史

626　　評

627　　貨

792　　　　627　　　活　　　　　722

790　　　627　　談　　　　722

790　　　630　　里　　　　720

787　　　631　　ケ　　　　719

787　　　632　　熱　　　718
785　　　633　　横　　　717
784　　　633　　完　　　　717

783　　　635　　線　　　715
779　　　636　　ゐ　　　　714

778　　　637　　建　　　　712

772　　　638　　藏　　　　709

771　　　639　　求　　　　708

771　　　640　　細　　　　707

770　　　640　　示　　　　707
766　　　642　　グ　　　　705

766　　　643　　苦　　　　703

766　　　644　　疑　　　　702
765　　　　　　644　　　　｛白　　　　　　702

759　　　　　　646　　　　軍　　　　　　　700

758　　　　647　　　接　　　　　699

756　　　　　　648　　　　属　　　　　　　698

756　　　649　　善　　　　697

753　　　649　　役　　　　697

751　　　651　　困　　　　696

750　　　652　　武　　　　696

749　　　653　　段　　　　695

749　　　654　　林　　　　694

747　　　　655　　工　　　　693

746　　　656　　恐　　　　692
745　　　　　　656　　　　｛≡是　　　　　　　692

744　　　658　　號　　　　691

744　　　659　　老　　　　690

742　　　659　　固　　　　690

740　　　661　　歴　　　　689

738　　　662　　律　　　　688

737　　　663　　深　　　　687
736　　　　　　664　　　　覧　　　　　　　685

734　　　665　　科　　　　684

731　　　666　　花　　　　683

730　　　666　　村　　　　683
728　　　　　668　　　　月艮　　　　　　683

726　　　　669　　　洲　　　　　682

725　　　670　　積　　　　680

723　　　670　　草　　　　680

722　　　672　　ブ　　　　679
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5
5
5
5
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
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84

84

84

83

83

83

83

83

82

82

82

82

82

82

82

82

82

82

81

81

81

81

81

81

81

81

81

81

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

79

79

79

79

79

魔

盲

萱
準
苗
霧
券
逓
擬
謹
献
鴻
斜
擾
詮
惰
網
履
I
l
鎌
岐
丘
蝕
震
畑
凌
潤
嫁
鬼
控
擦
狩
潤
悩
澁
畳
綜
臓
章
叢
託
蕩
漠
愉

既
既
既
細
㎝
㎝
矧
脚
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
螂
鰯
鰯
鰯
鰯
蹴
螂
蛎
鰯
鰯
鰯
蹴
螂
鰯
㎜
⑰
晒
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
⑰
⑰
⑰
㎜
㎝
㎎
㎎
㎝
田

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

90

90

90

90

90

89

89

89

89

89

89

89

89

89

89

88

88

88

88

88

88

88

88

87

87

87

86

86

86

86

86

86

85

85

85

85

85

85

85

84

84

84

84

84

84

裡

梁
涼
髪
齊
芽
桑
署
瀬
姓
丹
播
箱
撲
倣
疫
孝
弘
枕
填
罹
緑
纏
顛
帽
藍
慰
頑
酬
柔
蓋
貧
兇
恒
懇
疎
噴
珊
杯
f
枯
脂
賎
筒
鉢

卿
卿
脚
脚
卿
脇
蜘
脇
皿
跳
脇
蜘
脇
脇
跳
脇
醐
拠
醐
脇
郷
拠
拠
蹴
蹴
蹴
鰯
蜘
鰯
⑮
蜘
蜘
脳
晒
鰯
鰯
晒
鰯
眠
既

犯
既
睨
既

－
．
，
ー
イ
ー
，
1
，
1
1
1
1
1
、
－
．
’
1
1
．
1
1
1
1
1
．
ヨ
ー
’
1
1
1
1
1
・
i
・
－
・
f
5
．
“
1
1
・
戊
’
1
1
’
1
1
・
】
1
↑
－
・
－
必
－
斗
4
1
’
1
1
1
・
1
1
1

96

96

95

95

95

95

95

95

95

95

94

94

94

94

94

94

94

94

93

93

93

93

93

93

93

93

92

92

92

92

92

92

92

92

92

91

91

91

91

90

90

90

90

90

90

溜
廃
b
臆
袋
賭
俸
耶
堕
轡
く
〉
啓
催
紫
欄
侶
随
喰
硝
双
蒼
稚
鶴
慢
侯
y
迂
窺
傑
賢
慌
索
複
粛
塞
惹
綴
胞
％
隅
寂
尻
汰
軟

5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
8
8
8
8
8
8
8
8
6
6
6
6
6
6
6
6
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
7
7
7
7
7
7

7
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

閲
骸
喚
凶
拳
姑
憎
碑
沸
縫
錬
犠
彊
贅
栗
稿
逝
廟
麓
替
ヅ
宴
匡
宰
軸
迅
樽
朕
澱
乍
輔
倦
籾
一
氾
k
S
悦
鼓
焦
牲
鼠
漬
膝
描
侮

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
7
7
7
7
7
7
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
9

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
6

汲

薯

覇
蔽
僚
備
嬢
素
＝
ゾ
焔
喧
魂
仔
臭
陀
彦
斧
瞭
倹
莞
膓
〃
蛇
帥
屯
汝
罰
麺
屑
燭
貞
陵
煉
逞
罐
庵
謁
核
亨
拓
謬
紋
醸
夷

5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
0
7
7
7
7
7
7
7
4
4
4
4
4
4
4
4
2

6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
　
P
．
　
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
o
o
o
o
o
o
O
O
O
O
O
　
O
O
O
O
O
O
　
O
　
O
O
F
F
J
J
J
l
J
F
”

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

9
9
9
9
8
8
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
4
4
4

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

隷

亘誓
禦
砦
据
舌
袖
疲
嗜
捕
p
悔
掘
穴
朱
縛
怖
遼
畦
橿
猟
劃
錦
肯
垂
喪
杯
俵
符
賦
竃
欺
匠
醒
爆
坊
巳
競
穏
笠
釜
刊

8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
7
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5

1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6

0
0
0
0
0
0
0
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
O
o
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
　
d
i
　
d
O
O
O

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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58

58

58

58

58

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

57

56

56

56

56

56

56

56

56

56

56

56

56

56

56

55

55

55

55

55

55

55

55

55

珠

羨
繕
鍋
咄
粟
淫
洩
虞
痕
詞
磁
膳
蝶
杜
篤
猫
漂
楊
剣
彩
衙
臼
朽
綻
誕
滴
塔
馴
剥
丙
僻
儲
悶
冑
游
荊
糊
洪
挫
叩
帆
糞
朋
窯

累
認
顯
累
冤
顯
獺
獺
累
鴛
㎜
冤
㎜
認
認
㎜
㎜
㎜
謬
認
認
鴛
獺
捌
霊
拠

61

61

61

61

61

61

61

61

61

61

61

61

61

61

61

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

6o

60

59

59

59

59

59

59

59

59

59

59

59

59

58

×
△
怨
吟
斬
夙
庄
兆
塚
捧
屹
持
洵
洒
躊
2
卸
襟
駈
漆
彰
症
堤
釘
摘
斑
淵
癖
蓮
隻
数
輝
5
駒
笹
扇
霜
賠
瓶
褒
忙
厘
竣
讐
隙

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
ぴ
8
8
8
8
8
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
7

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

23

23

23

23

23

23

23

23

23

23

23

23

24

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
乏
2
⑫
2
1
2
2
②
乏
2
泡
2
②
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

5
5
5
5
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

撹

型
酌
揃
碧
遍
擁
獣
罐
駕
喫
拭
鍛
填
尼
糧
胃
迎
萎
烏
炎
嬉
窟
謙
挿
吊
妃
慕
匁
翼
蝋
届
屏
勘
潅
濠
翠
窃
坦
俳
牌
倣
撮
膠
躇

8
8
8
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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嶽

憲
饒
憶
岳
倦
錯
詔
澄
掻
遁
鞭
厄
曜
呂
狼
挾
漂
蹟
靡
W
噂
渇
蒲
虐
墾
撮
雌
肖
鈍
蔑
拠
酒
轟
輔
椅
欝
弓
桐
欽
決
瞬
戚
鷹
撫

4
4
4
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

55　　　2328　　淋

55　　　2328　　縄

55　　　2328　　随

54　　　2341　　旺

54　　　2341　　娯

54　　　2341　　坑

54　　　2341　　楠

54　　　2341　　椅

54　　　2341　　欄

54　　　2341　　浮

54　　　2341　　葺

54　　　2341　　鋼

54　　　2350　　雁

54　　　2350　　伎

54　　　2350　　詐

54　　　2350　　俊

54　　　2350　　遵

54　　　2350　　娼

54　　　2350　　苔
54　　　　2350　　　沃

53　　　2350　　殻

53　　　2350　　違

53　　　2360　　溢

53　　　2360　　柴

53　　　2360　　晶

53　　　2360　　凄

53　　　2360　　潰

53　　　2360　　把

53　　　2360　　姫

53　　　2360　　焚

53　　　2360　　矛

53　　　2360　　焉

53　　　2360　　試

53　　　2371　　挨

53　　　2371　　旭

52　　　2371　　苛
52　　　　　　2371　　　　‡多

52　　　　　　2371　　　　言賛

52　　　2371　　遮

52　　　2371　　訟

52　　　2371　　迭
52　　　　　　2371　　　　オ兆

52　　　2371　　幡

52　　　2371　　肪
52　　　2371　　｛乃

壌

埠

皇

恣
ぱ
闇
映
燕
昂
伺
峻
竣
祥
診
辰
墜
套
罷
昧
冥
麺
穀
峡
概
祠
咽
貢
咲
餐
諮
鐘
杖
銑
筑
媒
駁
賓
葡
翻
牢
擢
衛
廓
喉
轟

1
1
1
1
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
5
5
5

7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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48

48

48

48

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

47

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

45

45

45



40

40

40

40

40

4
　
g
g
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8

沼
薦
曝
豊
薮
團
按
餌
碍
潟
轄
机
鋸
愁
楚
挽
逼
頁
呆
盆
籾
傭
螺
曼
藤
饒
籍
H
掩
沖
叱
粧
棲
疏
槽
猪
頬
銘
冶
庸
零
段
瀾
棚
祀

霊
霊
霊
鑑
認
鑑
鑑
獺
鑑
㎜
㎜
㎜
鑑
鍛
鑑
霊
霊
霊
霊
霊
霊
霊
獅
霊
獅

43

43

43

43

43

43

43

43

43

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

41

41

41

41

41

41

41

41

41

41

4F

41

41

41

41

41

40

40

抹

悠

翼

囑

葱
憺
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

癩
墓
崇
詐
稜
穣
穽
窃
窩
笏
纂
警
覧
曇
辮
姦
篇
来
臥
隔
轟
讐
葉
羽
貌
蛭
轟
羅
絆
慌
義
講
讃
讃

ぴ
ぴ
ぴ
⑳
捌
棚
ぴ
酬
梛
棚
㈱
綱
棚
眺
棚
ぴ
棚鴛
卿
郷
棚
郷
棚
棚
眺
棚
眺
棚
眺
眺
眺
棚
眺
眺
棚
槻
眺
眺
眺
眺
眺
鞭
眺
眺

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
酒
遺
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

岨

葬
彰
付
担
伯
恪
惹
悸
側
葱
極
椰
壁
敢
研
旋
晋
喧
枢
硫
椋
檀
椿
橿
濫
欄
映
気
流
泓
油
薄
燗
燈
慰
儘
狽
條
路
瑳
璃
麻
癌
瘤

眺
眺
郷
棚鴛
酬
眺
酬
郷
眺
眺
棚
捌
棚
灘
隠
棚
眺
眺
鴛
眺
鴛
眺
眺
眺
眺
眺
眺
眺
眺
眺
眺
⑳
眺
眺
眺
ぴ
眺
郷
眺

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

晃

劫
惨
璽
勺
渚
奨
樟
図
銭
曽
楕
鏑
灘
楢
霞
櫨
発
氾
彪
変
魅
稔
蓉
両
亟
侠
倍
偲
慧
璽
轟
哺
囁
鷺
螢
黍
曇

眺
眺
㈱
眺
㎜
郷
棚
眺
棚
眺
棚
㎜
棚
㎜
眺
棚
眺
眺
棚
眺
棚
眺
眺
棚
郷
眺
㎜
棚
眺
槻
眺
棚
眺
眺
眺
眺
棚
棚
眺
眺
眺
棚
眺
眺
眺
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3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

屍

蒐
瞳
玄
厩
絢
徒
杵
伍
恭
枯
喘
葱
拝
拝
桿
攣
楡
榑
救
倣
旛
旛
瞥
杵
杣
縦
撤
蘂
撹
歎
款
注
酒
泥
津
浬
換
濃
渤
違
潴
燵
猫
貌

鶏
鶏
冤
冤
鶏
鶏
鶏
獺
獺
鶏
㈱
鶏
鶏
鶏
鵬
鶏
冤
鶏
冤
獺
鶏
㈱
帆
鶏

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

遅

佃
憧
瀞
妊
緋
簸
槙
桝
鵡
婁
蕨
伍
俺
儂
債
再
冤
洌
刊
肋
厨
里
粉
附
砲
椌
臓
暁
哩
噺
圷
埼
塒
暫
考
姻
雄
蛾
娼
媒
李
儒
宣
癌

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

囁

辣
週
遁
遙
避
紐
捗
騰
章
腿
胎
騎
螺
関
鵠
τ
虻
絢
隠
覚
観
関
帰
卦
径
経
鶏
験
号
窄
冊
珊
実
獣
将
埴
壬
錘
静
戦
浅
匝
総
騒

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

69

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44
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3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

轄

詔
韻
饅
騒
髭
餐
鮮
蝦
鱈
鯛
鶉
鶴
鵬
願
麩
麺
勤
罷
龍
゜
※
％
娃
悪
芦
鯵
姥
仮
懐
殻
犠
灸
挟
圏
検
弧
菰
拷
榊
匙
残
釈
蒋
鉦

鶏
鶏
鵠
鶏
㈲
鶏
鶏
竃
鶏
鶏
卿
舞
麗
麗
舞
舞
隠
舞
㎜
竃
舞
㎜
㎜
舞

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

葭

辱
萱
戯
較
蛋
蝋
蝟
螂
姦
蠕
嚢
靱
杉
袖
橿
軍
訥
詰
語
請
璽
譲
餌
貌
是
蹟
蜘
鎗
踏
踪
蓮
蓬
那
量
塵
璽
錯
錬
墾
誓
鍵
謡

鶏
鶏
鶏
鶏
濃
㈱
鵠
鶏
鶏
鵬
綱
冤
鶏
鶏
鶏
鶏
鶏
鶏
鶏
鶏
㈱
輪
㈱
鶏

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

狸

璃
理
甑
登
疵
痙
疾
瘤
癬
鮫
鎧
蓋
眈
皆
梯
晴
容
朦
囑
衿
稜
莚
箋
箴
舞
籍
條
繁
掲
糞
盲
胱
脩
脇
嬬
躁
艀
艦
臆
文
華
筍
昔
葭

獺
鶏
鶏
鶏
獺
鵬
鶏
鵠
鶏
鶏
綱
鶏
鶏
鶏
鵠
獺
冤
鶏
鶏
鶏
鶏
㈱
綱
獺
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

患

愁
憬
成
打
輩
格
椚
振
拳
畢
解
栴
昊
鬼
壁
易
枷
枳
樫
稜
棘
下
巣
樗
橿
榴
擢
款
戯
残
毬
淘
迦
決
涼
渣
漱
薄
湧
漱
漏
潜
濠
瀟
翰

麗
舞
棚
舞
㎜
㎜
㎜
棚
麗
欄
隠
隠
舞
㎜
㎜
㎜
㎜
棚
㎜
舞
舞
舞
棚
㎜
㎜
㎜
㎜
舞
隠
欄
㎜
棚
㎜

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

愈

　

鳳

劃

鞄

腸

蕨

畔
卿
姪
姶
略
喉
唄
器
囮
囹
国
峠
埋
壼
搦
婿
蟷
撤
燗
揮
鵬
衰
剋
嵯
廟
度
ざ
そ
泥
梱
恒
寮
敗
心
復
意
樫
摺
働

舞
㎜
麗
舞
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
舞
隠
舞
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
麗
舞
棚
㎜
㎜
麗
㎜
㎜
㎜
舞
㎜
㎜
舞
欄
舞
㎜

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

触

慎
真
刃
壮
臓
堕
団
弾
断
苧
庁
諜
菟
当
鐙
独
橡
韮
噺
枇
鋲
娩
鵬
鮪
蓑
薬
訳
佑
柚
伶
労
枠
丼
仇
條
侑
姐
備
佃
倥
偬
倦
橿
催

麗
舞
舞
緬
舞
㎜
舞
棚
舞
麗
㎜
㎜
㎜
欄
棚
棚
㎜
㎜
舞
欄
㎜
㎜
舞
㎜
棚
㎜
㎜
舞
隠
欄
舞
棚
㎜
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

賛
賊
賦
赴
寮
躍
躾
輌
韓
轄
轄
逼
蓬
遜
郎
郭
郁
郷
郭
膠
銀
鈍
鉗
錨
鋏
錬
錺
鍛
饅
錬
鐵
鍾
鑑
鍾
鎖
関
聞
関
肝
阪
阻
罪
醐
鰍
頑

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

瀕
迦
湖
泌
湘
期
瀕
溺
瀕
蝸
蝸
給
湘
湘
湘
湘
湘
随
湘
湘
砧

“
46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

46

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

蕩
親
鋤
幕
肋
絆
唇
腓
膏
随
肪
鱈
贈
苛
苺
暮
蕩
在
捧
嵩
秦
蝟
峻
螺
蜂
蛙
摸
姦
衰
斐
摺
襯
観
詑
許
詔
詰
誌
談
譜
竪
貌
賎
賑
鱒

㎜
舞
舞
捲
舞
巖
灘
巖
巖
郷
麟
嚥
卿
麟
麟
鵬
騨
螺
螺
麟
麟
鑑
郷
鑑
獺

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

炬

楊
燧
擢
韓
狼
麸
螢
魂
謡
璋
甑
蔓
甦
形
搭
疫
疹
痘
癌
皓
簸
蓋
睾
蹟
礫
磧
窟
筆
寛
籏
簑
簑
簑
簗
貰
幽
号
粂
繰
褥
績
鑑
完
葦
義

棚
梛
梛
梛
梛
梛
棚
梛
梛
翻
醐
梛
梛
棚
醐
梛
梛
棚
梛
翻
棚
棚
梛
醐
梛
梛
梛
梛
梛
蹴
梛
翻
眺
蹴
刷
眺
梛
㈱
梛
棚
棚
梛
梛
蹴
梛

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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廃

麦

蛤

蒜

鰭

斌
仏
雰
弁
宝
冒
柾
謡
竜
礼
楼
榔
禄
亙
＼
ノ
毫
杁
初
粉
伺
債
命
挽
偉
値
借
憧
僕
競
晃
個
割
剋
辮
廿
御
纂
所
坑

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
　
o
　
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
　
o
　
o
　
o
o
O
o
o
　
o
o
　
o
o
o
o
o
　
o
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o
o
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5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

峡

粂

渓

継

権

厳

瑚
紘
鉱
甑
艮
砕
碕
蚕
歯
痔
写
渋
乗
穣
醸
嘱
酔
声
摂
岨
荘
続
岱
帯
逮
単
担
柘
嬬
悌
転
点
伝
砺
党
畷
弐
膿
杷

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

o
O
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
　
o
o
o
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
　
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

飲

醜

埴
騨
髪
閑
鮨
鮭
鯉
蝶
鰹
鰯
鰭
獣
鵠
鴫
鵤
鶴
麓
費
器
齪
齪
齪
＆
Q
γ
θ
π
ー
ロ
あ
亜
営
瑛
円
鴛
塩
絵
巻
歓
亀
笈
拠
挙

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
o
o
o
O
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
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4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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気
沮
沁
洗
涕
濤
淳
酒
潮
這
漂
潜
濠
潰
涌
藩
激
炮
焦
焙
煩
宣
吊
懊
嚢
梧
稿
螢
猫
獺
琿
壁
食
払
番
癌
痂
疽
病
瘡
痕
癌
院
鞍
阿
眼

フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
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